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令和２年第４回大樹町議会定例会会議録（第１号） 

 

令和２年１２月８日（火曜日）午前１０時開議 

 

○議事日程 

 第 １ 会議録署名議員指名 

 第 ２ 議会運営委員会報告 

 第 ３ 会期決定 

 第 ４ 諸般報告 

 第 ５ 行政報告 

 第 ６ 委員会報告 

 第 ７ 陳情第  ４号 「所得税法第５６条の廃止を求める意見書」の採択を求める

陳情書 

 第 ８ 陳情第  ５号 少人数学級の実現を求める陳情書 

 第 ９ 陳情第  ６号 コロナ禍による地域経済対策を求める意見書採択に関する陳

情書 

 第１０ 選挙第  １号 大樹町選挙管理委員会の委員及び補充員の選挙について 

第１１ 議案第１０６号 大樹町地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤

強化のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部改

正について 

第１２ 議案第１０７号 大樹町国民健康保険税条例の一部改正について 

第１３ 議案第１０８号 大樹町行政区会館等の設置条例の一部改正について 

第１４ 議案第１０９号 大樹町債権管理条例の一部改正について 

第１５ 議案第１１０号 大樹町後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 

第１６ 議案第１１１号 大樹町介護保険条例の一部改正について 

第１７ 議案第１１２号 大樹町子ども・子育て支援会議条例の一部改正について 

第１８ 議案第１１３号 大樹町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部改正について 

第１９ 議案第１１４号 大樹町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例の一部改正について 

第２０ 議案第１１５号 大樹町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部改正について 

第２１ 議案第１１６号 大樹町営住宅管理条例の一部改正について 

第２２ 議案第１１７号 大樹町下水道事業の設置等に関する条例の制定について 

第２３ 議案第１１８号 大樹町公共下水道事業特別会計条例の廃止について 

第２４ 議案第１１９号 大樹町水道事業の設置等に関する条例の一部改正について 
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第２５ 議案第１２０号 大樹町病院事業の設置等に関する条例の一部改正について 

第２６ 議案第１２１号 十勝圏複合事務組合規約の変更について 

第２７ 議案第１２２号 大樹町公の施設の指定管理者の指定について 

第２８ 議案第１２３号 町道路線の認定について 

第２９ 議案第１２４号 令和２年度大樹町一般会計補正予算（第９号）について 

第３０ 議案第１２５号 令和２年度大樹町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補

正予算（第４号）について 

第３１ 議案第１２６号 令和２年度大樹町介護保険特別会計補正予算（第２号）につ

いて 

第３２ 議案第１２７号 令和２年度大樹町介護サービス事業特別会計補正予算（第４

号）について 

第３３ 議案第１２８号 令和２年度大樹町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

について 

第３４ 議案第１２９号 令和２年度大樹町水道事業会計補正予算（第４号）について 

第３５ 議案第１３０号 令和２年度大樹町立国民健康保険病院事業会計補正予算（第

２号）について 

 

○出席議員（１１名） 

  ２番 辻 本 正 雄   ３番 吉 岡 信 弘   ４番 西 山 弘 志 

  ５番 村 瀨 博 志   ６番 船 戸 健 二   ７番 松 本 敏 光 

  ８番 西 田 輝 樹   ９番 菅   敏 範  １０番 志 民 和 義 

 １１番 齊 藤   徹  １２番 安 田 清 之 

 

○欠席議員（１名） 

  １番 寺 嶋 誠 一 

 

○地方自治法第１２１条により出席した者の職氏名 

 町 長                     酒 森 正 人 

 副 町 長                     黒 川   豊 

 総 務 課 長                     鈴 木 敏 明 

 総 務 課 参 事                     杉 山 佳 行 

 企画商工課長兼地場産品研究センター所長         伊 勢 厳 則 

 企画商工課参事                     大 塚 幹 浩 

 住 民 課 長                     林   英 也 

 保健福祉課長兼南十勝こども発達支援センター所長兼 

 町立尾田認定こども園長兼学童保育所長          井 上 博 樹 
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 保健福祉課参事                     瀬 尾 さとみ 

農林水産課長兼町営牧場長                佐 藤 弘 康 

町営牧場参事                     梅 津 雄 二 

 建設水道課長兼下水終末処理場長             水 津 孝 一 

 会計管理者兼出納課長                  小 森   力 

 町立病院事務長                     下 山 路 博 

 特別養護老人ホーム所長兼老人デイサービスセンター所長  明日見 由 香 

 

＜教育委員会＞ 

 教  育  長                     板 谷 裕 康 

 学校教育課長                     瀬 尾 裕 信 

 学校給食センター所長                  楠 本 正 樹 

 社会教育課長兼図書館長                 清 原 勝 利 

  

＜農業委員会＞ 

農業委員会長                     穀 内 和 夫 

農業委員会事務局長                   吉 田 隆 広 

 

○本会議の書記は次のとおりである。 

 議会事務局長                     松 木 義 行 

 主     事                     八重柏 慧 峻 
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開会 午前１０時００分 

 

   ◎開会の宣告 

○議   長 

 ただいまの出席議員は、１１名であります。 

 定足数に達しておりますので、令和２年第４回大樹町議会定例会を開会いたします。 

 これより、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 

   ◎日程第１ 会議録署名議員指名 

○議   長 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２４条の規定により、議長において 

  ７番 松 本 敏 光 君 

 ８番 西 田 輝 樹 君 

 ９番 菅   敏 範 君 

を指名いたします。 

 

   ◎日程第２ 議会運営委員会報告 

○議   長 

 日程第２ 議会運営委員会報告を行います。 

 先の本会議において、議会運営委員会に付託した本定例会の議事運営等に関し、協議決

定した内容についての報告を求めます。 

 議会運営委員長、菅敏範君。 

○菅議会運営委員長 

 去る１１月３０日、議会運営委員会を開き、付議事件並びに議事日程、会期等について

協議したので、ご報告いたします。 

 本定例会への付議事件は、陳情３件、選挙１件、条例関係では、制定が１件、一部改正

が１３件、廃止が１件、一部事務組合規約の変更１件、公の施設の指定管理者の指定１件、

町道路線の認定１件、補正予算７件であり、一般質問は７議員８項目であります。 

 これらの状況を考慮、検討した結果、会期は１２月１１日までの４日間とし、会期日程

についてはお手元に配付したとおりといたしました。 

 以上、委員会での協議結果をご報告しましたが、本定例会の議事運営が円滑に行われま

すよう、よろしくお願い申し上げ、委員会報告を終わります。 

○議   長 

 委員会の報告が終わりました。 
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 なお、ただいまの委員会報告に対する質疑は省略いたします。 

 

   ◎日程第３ 会期決定 

○議   長 

 日程第３ 会期決定の件を議題といたします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から１２月１１日までの４日間としたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本定例会の会期は、本日１２月８日から１２月１１日までの４日間と決定いた

しました。 

 

   ◎日程第４ 諸般報告 

○議   長 

 日程第４ 諸般報告を行います。 

 議会事務局長より報告を行います。 

 松木議会事務局長。 

○松木議会事務局長 

 それでは、定例第３回町議会以降の諸般につきまして、ご報告を申し上げます。 

 第１、監査及び検査結果の報告について、地方自治法第２３５条の２第１項の規定によ

ります、９月、１０月、１１月実施の例月出納検査の結果につきまして、別紙のとおり報

告を頂いてございます。 

 第２、一部事務組合議会等について、南十勝複合事務組合議会定例会が９月２９日、大

樹町で開催され、西田、松本、寺嶋の３議員が出席してございます。十勝圏複合事務組合

議会定例会及びとかち広域消防事務組合議会定例会、１１月２７日、帯広市において開催

され、組合議員でございます議長が出席をしてございます。 

 第３、教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価等の報告について、地方教

育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項の規定に基づきまして、先にお配りし

たとおり提出を頂いてございます。 

 第４、委員会関係につきましては、総務常任委員会を３回、経済常任委員会を２回、広

報広聴常任委員会を３回、議会運営委員会を５回、開催してございます。 

第５、会議関係、第６、その他につきましては、後ほどお目通しを願いたく、以上で諸

般の報告を終わらせていただきます。 
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○議   長 

 以上で、諸般報告を終わります。 

 

   ◎日程第５ 行政報告 

○議   長 

 日程第５ 行政報告を行います。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 それでは、令和２年１１月２０日開催の第５回町議会臨時会以降の行政の主なものにつ

いて、ご報告を申し上げます。 

 １番目の勲記の伝達についてでありますが、柏木町にお住いの小坂讓氏が、多年にわた

る各種防犯活動の功労により、藍綬褒章を受賞され、１１月２６日に広尾警察署長より勲

記が伝達されております。 

２番目の大樹町地域公共交通会議の開催についてでありますが、１２月２日に大樹町経

済センターで開催し、来年度から５カ年における地域公共交通計画策定に向けた協議のほ

か、高齢者等の足の確保を目的とした市街地循環バス等の実証運行計画を協議し、記載の

期間及びルートにより実証運行を実施することとしております。 

３番目の航空宇宙関連についてでありますが、１２月６日に「はやぶさ２」が採取した

サンプルの入ったカプセルが地球に帰還することに合わせ、前日の１２月５日、生涯学習

センターにおいてカプセル分離場面のパブリックビューイングを実施しております。 

４番目の入札執行関係についてでありますが、指名競争入札により、工事請負契約を２

件、業務委託契約を１件、それぞれ記載のとおりの内容で締結をしております。 

 ５番目のその他、来庁者と会議出席等関係につきましては、後ほどお目通しを願いたく、

以上で行政報告を終わらせていただきます。 

○議   長 

 板谷教育長。 

○板谷教育長 

 引き続き、教育委員会の行政報告を申し上げます。 

 はじめに、優秀選手派遣についてでございます。 

 ＪＯＣジュニアオリンピックカップ大会が１０月２３日から広島県において開催され、

大樹高等学校３年生、大坂マクマニス将平君を派遣しております。結果は、２００メート

ルに出場し健闘いたしましたが、残念ながら予選敗退となっております。 

次に、子ども農山漁村交流プロジェクトについてでございます。 

南十勝長期宿泊体験交流協議会（ＳＴＥＰ）による体験活動の主なものとして、主催事

業では、日帰り体験活動を１１月２１日に実施し、酪農体験やスイーツ作りを行いました。 

受入れ事業では、大樹学の一環として、大樹小学校５年生の宿泊学習を中島コミュニテ
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ィセンターで実施しました。コロナ禍で、管内の多くの学校が宿泊学習を中止にする中で

の開催で、大樹の底力を感じましたとの校長からの感謝の言葉も届いております。感染防

止対策として、１組と２組を別日程で行い、３密を回避しました。小枝でスプーンの柄を

作ったり、ピザ焼き等、楽しい体験を行うことができました。 

共催事業では、保育所や認定こども園での活動を定期で実施しております。詳細につき

ましては、記載のとおりでございますので、後ほどお目通しをお願いいたします。 

以上で、教育委員会の行政報告を終わらせていただきます。 

○議   長 

 報告が終わりました。 

ただいまの行政報告に対し、報告の範囲内での質疑を許します。 

 質疑はありませんか。 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 １ページの大樹町地域公共交通会議の開催ですけれども、これ５カ年計画で実施するの

ですけれども、来年の１月から３月、２カ月間の関係で、市街地の循環バスの実証運行の

実施内容をもう少し詳細に聞きたいのですけれども。 

○議   長 

 伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長 

 市街地循環バス等の実証運行の実施の詳細についてでございますが、実証運行につきま

しては、令和３年１月中旬から３月中旬の２カ月間実施するということとしておりますが、

この２カ月間のうち市街地循環便につきましては、川北ルートと川南ルートの２ルートを

実施するということとしておりまして、まず１月中旬から２月中旬の１カ月間につきまし

ては、川北ルートの柏木町からコスモール道の駅、そしてさらにはコスモール道の駅から

ニコットまで行くようなルートを中心に、市街地の医療機関等を巡回するようなルートを

想定しております。 

また、２月中旬から３月中旬の１カ月間におきましては、川南ルートを中心に運行する

という形にしておりまして、川南地区と高校、緑苑地区を巡回しまして、医療機関、町立

病院周辺を巡回するような形に運行するということとしております。 

また、尾田地区のデマンド便といたしまして、これは１月中旬から３月中旬の２カ月間、

尾田地区に居住する住民を対象にデマンド型で運行を実証するという形としております。 

市街地循環便につきましては、１回１００円の運賃を頂くという形で、また尾田地区の

デマンド便につきましては、１回２００円の運賃を頂くという形で運行するという形にし

ております。 

実証運行でどれくらいの人数が利用するか需要を把握するとともに、運行ルートや運行

時間帯などを検証しながら、今後につなげていきたいと考えているところであります。 
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以上でございます。 

○議   長 

ほかに質疑はありませんか。 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

過去に、これまで行ってきた自動運転の継続事業という解釈でいいのでしょうか。 

○議   長 

 伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長 

 自動運転の継続という部分も多少含まれておりますが、これまで自動運転でいろいろと

ニーズ調査ですとか、いろいろなアンケート調査も行ってきましたので、それらの結果も

踏まえながら、今回ルートを作成したり、時間帯を作成したりとかしているところもござ

います。 

○議   長 

ほかに質疑ありませんか。 

吉岡信弘君。 

○吉岡信弘議員 

簡単な質問です。業務委託契約なのですけれども、調査設計業務、以前に説明あったの

かちょっと分からないですけれども、場所ですね、どこなのか、そこだけお願いします。 

○議   長 

 伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長 

市街地防災拠点駐車場整備工事調査設計業務の委託契約のことだと思います。これにつ

きましては、先の補正予算でお認めいただいたところでございますが、道の駅コスモール

北側の広場になっている部分を一部駐車場とするというものでございます。 

以上でございます。 

○議   長 

ほかに質疑ありませんか。 

志民和義君。 

○志民和義議員 

 公共交通会議の関係ですけれども、尾田地区のデマンド便のことで、利用状況を調査す

るということですが、同時に今、尾田地区については、ふれあいバス、これも運行してい

るのですけれども、この間、２カ月間は、並行して走るのでしょうか。利用状況の実証で

あれば２つ走らせると、つかめないような気がするのですけれども、それともデマンド便

のみにするのか、その点については検討されているのかどうか、お願いします。 
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○議   長 

 伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長 

 ふれあいバスの件でございますが、ふれあいバスについては、この期間は通常どおり運

行するということとしております。デマンド便の実証運行につきましては、ふれあいバス

の運行していない時間帯を主に尾田便につきましては、朝の９時台、そして昼の１２時４

０分から１時半の時間帯を運行するという計画でおります。 

 以上でございます。 

○議   長 

 ほかに質疑ありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。なお、行政報告に対する一般質問の通告期限は明日９日正午まで

といたします。これをもって、行政報告を終わります。 

 

◎日程第６ 委員会報告 

○議   長 

 日程第６ 委員会の所管事務調査報告を行います。 

 調査が終了しておりますので、委員長から順次報告を求めます。 

 はじめに、総務常任委員会委員長、松本敏光君。 

○松本総務常任委員長 

 総務常任委員会所管事務調査の報告を行います。 

本委員会による所管事務調査の結果を次のとおり報告します。 

 １、調査事件名、図書館の管理・運営状況について。 

 ２、調査目的、平成２６年度に生涯学習センターに移転した図書館についての平成２６

年に行った総務常任委員会による所管事務調査で示された検討課題等への対応および移転

に伴う生涯学習センター機能への影響等を含め、管理・運営等についての調査をする。 

 ３、調査年月日、令和２年１１月１９日。 

 ４、調査視察場所、大樹町生涯学習センター内大樹町図書館および旧図書館。 

５、調査視察参加者については、ご覧のとおりです。 

６、調査報告。 

（１）移転によるメリット、デメリットの検証。 

①メリットとして期待された、子どもの居場所確保や維持管理に関するトータルコスト

の低減、エレベーター設備があることによる高齢者や障がい者の利便性向上、駐車場の確

保、除排雪の充実、落雪の危険性の解消、イベント情報等の共有による相乗効果、生涯学

習機能の充実等は認められる。 
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②デメリットとして懸念された、書架スペースや読書スペースの不足、図書の分散配置

による利便性低下、静穏性確保や室温管理に関する課題、移動図書館車の図書積替の職員

負担の増等については、建物自体が図書館利用を想定して建設されたものではないため、

抜本的な解決には至っていない。 

一方、配架スペース分散に伴うセキュリティー低下については、図書等の紛失が移転前

と同様にほとんどないことから、図書管理の面での大きな支障は認められない。 

また、入館者数や貸出し冊数の減少については、人口減少や学校等への団体貸出しもあ

ること、利用に係る登録率や町民１人当たりの貸出し数は伸びていることから、必ずしも

移転に伴う影響とは言い切れないと思料する。 

なお、活動室数の減少に伴う生涯学習センターとしての機能低下については、利用団体

等との調整により、行事関係の縮小等もないことから、著しい影響は見られない。 

（２）前回調査における課題への対応。 

平成２６年の委員会所管事務調査で示された課題についての対応・検証は、次のとお

りである。 

①利用者アンケート等を通じた読書スペースの確保。 

アンケートは未実施であるが、可能な範囲で椅子やテーブルを配置するなど、確保に努

めている。（調査時は、新型コロナウイルス感染防止対策中であったため、全体確認はで

きていない） 

②土・日の職員確保による常時監視の徹底。 

移転前と同様の人数で対応しているが、図書等の紛失の増加など、憂慮した事態には至

っていない。ただ、臨時職員を含む総体人数が減少したため、週休日の変更や兼務である

館長職を含めた勤務割により対応している状況である。 

③生涯学習センター利用団体等との協議による未使用スペースの利用。 

活動室の転用に伴う生涯学習センターの利用規制や苦情はないが、空間的にも限界が

あるため、図書館スペースの大幅な拡張は行っていない。 

７、考察。 

図書館の生涯学習センター移転により、生涯学習の拠点施設としての機能が高まったこ

と、施設面積や配架スペースに制限がある中で円滑に業務を遂行している職員の努力は十

分評価できるが、蔵書の４割が旧図書館に保管されているため、貸出しの際は職員が旧図

書館に出向く必要があること、暑熱や寒さ対策が必要なスペースも多いこと、イベント等

の開催時には、図書館に求められる静穏性の確保が困難な場合もあることなど、課題も少

なくない。 

図書館施設の将来展望については、現状維持、利便性向上のための現施設の増改築、単

独または複合施設としての新築など、町の財政状況等も含めて意見が分かれるところでも

あるが、よりよい読書環境の確保や、住民ニーズに応える施設運営とサービス向上は、図

書館運営の基本である。 
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生涯学習センターへの移転は緊急避難措置としての要素が強く、当初は仮移転であると

の説明もなされていたが、移転後７年目を迎えた現在でも、施設整備や今後の運営、旧図

書館施設の処分等についての方向性は示されていないことから、明確な方向性を決定する

ための議論を速やかに開始すべきとの共通認識に至ったところである。 

以上、報告を終わらせていただきます。 

○議   長 

 委員長の報告が終わりました。 

 これより、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 次に、経済常任委員会委員長、西田輝樹君。 

○西田経済常任委員長 

 経済常任委員会所管事務調査報告を行います。 

本委員会による所管事務調査の結果を次のとおり報告します。 

 １、調査事件名、漁業の振興について。 

 ２、調査目的、年々深刻化する漁獲量・漁獲高の減少に伴う漁業全般における現況を打

破するための方策を探り、漁業経済の現状と今後期待される新規養殖(サクラマス)事業の

概要について視察することを目的とする。 

 ３、調査月日、令和２年１１月１１日。 

 ４，調査視察場所、大樹漁業協同組合及び旭浜漁港。 

５、調査視察参加者については、ご覧のとおりです。 

 ６、調査報告。 

（１）水産業の現況。 

大樹町の漁業は、旭浜と浜大樹に漁港があり、大宗漁業である秋サケ定置網漁は、多い

ときには２,８００トン、１６億円を超える水揚げがあったが、近年は気候変動に伴う世

界的な海水温上昇などによる影響で年々漁獲量が減り、令和元年度は５３６トン、３億円

程度にまで落ち込み、さらに平成６年以降、輸入サケの増加による価格の下落もあり、厳

しい経営状況を示している。 

（２）増養殖事業の概要。 

①海洋及び内水面の増養殖事業。 

現在、町などの補助金を活用して継続している増殖事業は、海洋ではエゾバイツブやホ

ッキ、内水面ではホロカヤン沼のワカサギや生花苗沼のシジミなどがあり、資源調査を通

じて資源量確保に努めている。 

エゾバイツブにおいては、今年度の資源量が前年度と比較すると約３倍に伸びており、
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今後の操業に期待が持てる結果となっている。 

また、今年度から新たに、寿司ネタとして高値で取り引きされるバカガイ（青柳）の増

殖も試みている。そのほかにも十勝管内栽培漁業推進協議会（４町３漁協）によるマツカ

ワの中間育成と放流にも取り組み、追跡調査や生態調査を行っている。 

②サクラマス養殖事業（新規）。 

北海道立総合研究機構水産研究本部栽培水産試験場などから、夏季でも海水温が低い道

東地域における海中飼育試験への協力の打診があった。試験に適した環境であること、サ

ケ定置網漁業の長引く不振による危機意識から栽培漁業に活路を見出そうとする動きがあ

ったこと、人的支援や補助事業活用による財政支援も期待できることから、事業実施主体

である大樹サクラマス養殖事業化研究会が飼育試験に乗り出した。 

事業計画期間は令和２年度から４年度までの３カ年で、事業費は年間３４０万円を見込

んでおり、２分の１の１７０万円は北海道地域づくり総合交付金、５０万円は大樹町地場

産業振興奨励事業補助金を充て、残りの１２０万円は自己資金である。 

飼育試験は大樹漁協に委託して行い、５月に５０～１００グラムのサクラマス種苗を海

中に投入して、海水温が低下する１１月頃まで飼育し、７～８００グラムの種苗として日

本海等の養殖業者に出荷、もしくは１２月頃まで１～１.５キログラムまでにして市場出

荷することを目標とし、水産試験場職員が定期的にサンプリングして、重さや体長などの

魚体測定を行い、成長データを収集するものである。 

種苗は、まず大樹漁港内の淡水水槽に放流され、海水を少しずつ入れて慣らした後、旭

浜漁港内の海中生けすに投入した。５月に３５８匹を投入し、７月に第１回目の魚体測定

を実施、平均体重は１９９.０グラムと非常によい成果が得られた。しかし、９月２３日

に低気圧通過による大時化で生けす内に高波が入り込み、養殖網と魚体がこすれ、多くの

魚が死滅、新たに追加した魚を含め飼育試験を１２月まで継続するとのことなので、本委

員会は調査後の順調な成長を期待する。 

また、養殖事業に活路を見出そうという機運も高まり、漁協や若い漁業者から餌の種類

や回数、体長ごとのグループ分けなど、いろいろな試験を行いたいという要望があったた

め、町では令和２年９月の第３回町議会定例会において、臨時特例交付金事業を活用した

生けす増設の補助金を交付するための予算措置を追加計上している。 

７、考察。 

サクラマスの生けす養殖は、試験初年度に自然現象によるアクシデントに見舞われ、期

待する成果を挙げることができなかったが、旭浜漁港において海水温が上昇する夏季にも

成長可能であることが明らかになり、同時に大時化に耐え得る対策を講じるための検討や

養殖技術の向上、事業化に向けた強い意志なども課題として残った。 

３カ年計画であるので、類似漁場の先進視察や水産試験場等の増養殖技術指導を基に、

最終年度には全国初の夏場の海洋養殖が成功し、事業確立に向けて安定的な漁業者の収益

源につながることを期待したい。 
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漁獲高の低迷は、乱獲による資源の減少や地球温暖化の影響による海水温上昇など様々

な要因が想定される。従前のような漁業経営では経済が立ち行かなくなるため、養殖漁業

の振興や水産資源の加工による付加価値を高めるための販売方法改善など、多様な経営対

策を行うことも視野に入れるべきである。 

今後、さらに海洋資源の争奪が激しさを増し、漁業は海上・陸上養殖の時代を迎えるこ

とになると想定されるため、行政を中心に今後一層の支援を行うことも肝要である。 

また、大樹町の基幹産業である漁業の不振は町の経済に及ぼす影響も大きいことから、

地域交流イベントの開催など、漁業を広範囲に理解してもらえる環境づくりを、漁業協同

組合や組合員、行政、住民が一帯となって推進することが漁業経済の改善につながるもの

と考える。 

以上で、報告を終わります。 

○議   長 

 委員長の報告が終わりました。 

 これより、質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、委員会の所管事務調査報告を終了いたします。 

 

   ◎日程第７ 陳情第４号から日程第９ 陳情第６号まで 

○議   長 

 日程第７ 陳情第４号所得税法第５６条の廃止を求める意見書の採択を求める陳情書か

ら日程第９ 陳情第６号コロナ禍による地域経済対策を求める意見書採択に関する陳情書

まで、以上３件を議題といたします。 

 陳情の内容については、お手元に配付したとおりです。 

この３件の審査については、会議規則第９４条の規定に基づき、陳情処理表のとおり、

所管の常任委員会に付託いたします。 

  

   ◎日程第１０ 選挙第１号 

○議   長 

 日程第１０ 選挙第１号大樹町選挙管理委員会の委員及び補充員の選挙についての件を

議題といたします。 

 大樹町選挙管理委員会の委員及び補充員は、令和２年１２月２０日をもって任期満了と

なりますので、地方自治法第１８２条の規定により、議会において選挙するものであります。 

 選挙する委員及び補充員は、それぞれ４名であります。 
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 これにより、大樹町選挙管理委員会委員及び補充員の選挙を行います。 

 お諮りします。 

 選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定によって、指名推選したい

と思います。 

これにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、選挙の方法は、指名推選とすることに決定いたしました。 

 お諮りします。 

 指名の方法については、議長が指名することにしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、議長が指名することに決定しました。 

 それでは、大樹町選挙管理委員会の委員には、千葉由一君、阿部哲男君、菊地紀恵子君、

伊藤修一君を。補充員には、大林一博君、佐々木寿子君、堀川昇君、廣橋典子君を、それ

ぞれ指名をいたします。 

 お諮りします。 

 ただいま、議長において指名した方を、大樹町選挙管理委員会の委員及び補充員の当選

人と定めることにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、ただいま指名した８人が、それぞれ選挙管理委員及び補充員に当選されました。 

お諮りします。 

 補充の順序につきましては、ただいま議長が指名した順にしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、補充の順序は、ただいま指名した順序に決定いたしました。 

 

◎日程第１１ 議案第１０６号 

○議   長 
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 日程第１１ 議案第１０６号大樹町地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基

盤強化のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正についての件を議題といた

します。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第１０６号につきまして、提案理由のご説明を申し上げ

ます。 

 本件につきましては、大樹町地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化

のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正についてをお願いするもので、地

域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律第２５条の地方公共

団体等を定める省令の一部を改正する省令が、令和２年１０月１日に施行されたことに伴

い、条文中に記載のある省令の名称を改めるものであります。 

内容につきましては、住民課長より説明をいたさせますので、ご審議の上議決賜ります

ようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 林住民課長。 

○林住民課長 

 議案第１０６号大樹町地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化のため

の固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正について説明させていただきます。 

 今回の改正は、中小企業の事業承継の促進のための中小企業における経営の承継の円滑

化に関する法律等の一部を改正する法律（令和２年法律第５８号）及び地域経済牽引事業

の促進による地域の成長発展の基盤強化関する法律第２５条の地方公共団体等を定める省

令の一部を改正する省令（令和２年総務省令第８７号）が令和２年１０月１日に施行され

たことに伴いものでございます。 

 この改正により、条例の条文中に記載のある省令の名称が改正されましたので、条例の

改正が必要となったものでございます。 

 それでは、条文に沿いまして説明いたします。表の改正前の欄に掲げる規定を改正後の

欄に掲げる規定に改正するものです。 

 第２条は、用語の意義についての規定でございますが、第５号に記載されております省

令の名称、この省令の名称中第２５条を第２６条に改めております。 

 附則になりますが、公布の日から施行し、令和２年１０月１日から適用するものとして

おります。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 
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 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１０６号の件を採決いたします。 

 お諮りします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１２ 議案第１０７号 

○議   長 

 日程第１２ 議案第１０７号大樹町国民健康保険税条例の一部改正についての件を議題

といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第１０７号につきまして、提案理由のご説明を申し上げ

ます。 

本件につきましては、大樹町国民健康保険税条例の一部改正についてをお願いするもの

で令和２年９月４日に公布されました地方税法施行令の一部を改正する政令により、令和

３年１月１日から、個人所得課税の見直しが行われることに伴い、国民健康保険税の減額

の対象となる所得の基準を改めるものであります。 

内容につきましては、住民課長より説明いたさせますので、ご審議の上議決賜りますよ

うお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 
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○議   長 

 林住民課長。 

○林住民課長 

 議案第１０７号大樹町国民健康保険税条例の一部改正について説明させていただきます。 

 今回の改正は、地方税法施行令の一部を改正する政令（令和２年政令第２６４号）が令

和２年９月４日に公布され、国民健康保険税に係る改正が令和３年１月１日から施行され

ることに伴うものでございます。 

 給与所得控除や公的年金控除から基礎控除へ１０万円が振り替えられる等の個人所得税

の見直しが行われますが、国民健康保険税の軽減判定所得の算定に影響を与えないように

するための改正となってございます。 

 それでは、条文に沿いまして説明させていただきます。表の改正前の欄に掲げる規定を

改正後の欄に掲げる規定に改正するものです。 

 第２３条は、国民健康保険税の減額についての規定でございます。第１号は、７割減免

の規定でございますが、総所得金額及び山林所得金額の合計額が３３万円を超えない世帯

を対象としているものを１０万円引き上げまして、４３万円を超えない世帯に改めており

ます。また、被保険者のうち一定の給与所得者と公的年金等の支給を受ける者の数の合計

数から１を減じた数に１０万円を乗じて得た金額を加える規定などを設けることで、控除

の見直しによる影響を受けないようにしております。 

 ２ページでございますが、２ページの第２号は、５割減免の規定、３ページの第３号に

ついては２割減免の規定でございますが、同様の改正を行っております。 

 附則の２項は、公的年金等に係る所得に係る国民健康保険税の課税の特例についての規

定ですが、軽減判定所得基準の見直しに合わせた規定の整備を行っております。 

 ４ページの附則になりますが、施行期日は、令和３年１月１日から施行するとしており、

適用区分では、令和３年度以後の国民健康保険税に適用するものとしております。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 
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 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１０７号の件を採決いたします。 

 お諮りします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時５１分 

再開 午前１１時００分 

 

○議   長 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

   ◎日程第１３ 議案第１０８号 

○議   長 

 日程第１３ 議案第１０８号大樹町行政区会館等の設置条例の一部改正についての件を

議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第１０８号につきまして、提案理由のご説明を申し上げ

ます。 

 本件につきましては、大樹町行政区会館等の設置条例の一部改正についてをお願いする

もので、今年度改築を行った晩成地区の会館について、名称を「晩成行政区会館」と改め

るものであります。 

内容につきましては、住民課長より説明をいたさせますので、ご審議の上議決賜ります

ようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 林住民課長。 

○林住民課長 

 議案第１０８号大樹町行政区会館等の設置条例の一部改正について説明させていただき

ます。 
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 晩成地区の会館改築につきましては、町の単独事業として実施したことから、その名称

について地域の皆さんと協議し、「晩成行政区会館」とすることで進めてきたところでご

ざいます。過日、改築工事が終了したことから、名称の変更について条例改正をお願いす

るものです。 

それでは、条文に沿いまして説明いたします。表の改正前の欄に掲げる規定を改正後の

欄に掲げる規定に改正するものです。 

 施設の名称及び所在地につきましては、条例の別表に記載されておりますが、「晩成福

祉館」の名称を「晩成行政区会館」に改めております。同一敷地内での改築のため、所在

地の変更はございません。 

 附則になりますが、この条例は公布の日から施行するとしております。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１０８号の件を採決いたします。 

 お諮りします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１４ 議案第１０９号 

○議   長 

 日程第１４ 議案第１０９号大樹町債権管理条例の一部改正についての件を議題といた

します。 
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 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第１０９号につきまして、提案理由のご説明を申し上げ

ます。 

本件につきましては、大樹町債権管理条例の一部改正についてをお願いするもので、地

方税法の改正による延滞金の割合等の見直し規制が令和３年１月１日に施行となることか

ら、必要となる規定の整備を行うものであります。 

内容につきましては、住民課長より説明をいたさせますので、ご審議の上議決賜ります

ようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 林住民課長。 

○林住民課長 

 議案第１０９号大樹町債権管理条例の一部改正について説明させていただきます。 

 今回の改正は、地方税法の改正により、延滞金の割合等の見直し規定が令和３年１月１

日施行となることから、地方税法に合わせた延滞金の規定を定めている条例につきまして

改正を行うものでございます。 

 それでは、条文に沿いまして説明いたします。表の改正前の欄に掲げる規定を改正後の

欄に掲げる規定に改正するものです。 

 附則５項は、延滞金の割合の特例についての規定でございます。延滞金に係る特例基準

割合の名称を「特例基準割合」から「延滞金特例基準割合」に変えることなど、地方税法

の改正にならって規定の整備を行っております。 

２ページの附則になりますが、この条例は、令和３年１月１日から施行することとしてお

ります。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 
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○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１０９号の件を採決いたします。 

 お諮りします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１５ 議案第１１０号 

○議   長 

 日程第１５ 議案第１１０号大樹町後期高齢者医療に関する条例の一部改正についての

件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第１１０号につきまして、提案理由のご説明を申し上げ

ます。 

本件につきましては、大樹町後期高齢者医療に関する条例の一部改正についてをお願い

するもので、地方税法の改正による延滞金等の割合等の見直し規制が令和３年１月１日に

施行となることから、必要となる規定の整備を行うものであります。 

内容につきましては、住民課長より説明をいたさせますので、ご審議の上議決賜ります

ようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 林住民課長。 

○林住民課長 

 議案第１１０号大樹町後期高齢者医療に関する条例の一部改正について説明させていた

だきます。 

 議案第１０９号でお認めいただきました条例の改正と同様に、大樹町後期高齢者医療に

関する条例につきましても、地方税法に合わせた延滞金の規定を定めていることから、改

正をお願いするものでございます。この条例では、附則第３条に延滞金の割合の特例につ

いての規定がございまして、延滞金に係る特例基準割合の名称を「特例基準割合」から

「延滞金特例基準割合」に変えることなど、地方税法の改正にならって規定の整備を行っ

ております。 
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２ページの附則になりますが、この条例は、令和３年１月１日から施行するとしており

ます。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１１０号の件を採決します。 

 お諮りします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１６ 議案第１１１号 

○議   長 

 日程第１６ 議案第１１１号大樹町介護保険条例の一部改正についての件を議題といた

します。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第１１１号につきまして、提案理由のご説明を申し上げ

ます。 

本件につきましては、大樹町介護保険条例の一部改正についてをお願いするもので、地

方税法の改正による延滞金の割合等の見直し規制が令和３年１月１日に施行となることか

ら、必要となる規定の整備を行うものであります。 
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内容につきましては保健福祉課長より説明をいたさせますので、ご審議の上議決賜りま

すようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 井上保健福祉課長。 

○井上保健福祉課長 

 それでは、議案第１１１号大樹町介護保険条例の一部を改正する条例についてご説明さ

せていただきます。 

 大樹町介護保険条例につきましても、議案第１０９号、１１０号でお認めいただきまし

た条例改正と同様に、地方税法に合わせた、延滞金の規定を定めていることから改正をお

願いするものでございます。 

 この条例では、附則第７条に延滞金の割合の特例について規定がございまして、延滞金

に係る特例基準割合の名称を「特例基準割合」から「延滞金特例基準割合」に変えること

など、地方税法の改正にならって規定の整備を行っております。 

２ページの附則になりますが、この条例は、令和３年１月１日から施行することとして

おります。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１１１号の件を採決いたします。 

 お諮りします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 
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◎日程第１７ 議案第１１２号 

○議   長 

 日程第１７ 議案第１１２号大樹町子ども・子育て支援会議条例の一部改正についての

件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第１１２号につきまして、提案理由のご説明を申し上げ

ます。 

本件につきましては、大樹町子ども・子育て支援会議条例の一部改正についてをお願い

するもので、本条例で参照する子ども・子育て支援法に改正があり、参照条項の繰上げが

あったことから、必要となる規定の整備を行うものであります。 

内容につきましては、保健福祉課長より説明をいたさせますので、ご審議の上議決賜り

ますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 井上保健福祉課長。 

○井上保健福祉課長 

 それでは、議案第１１２号大樹町子ども・子育て支援会議条例の一部を改正する条例に

ついてご説明させていただきます。 

 今回の改正につきましては、子ども・子育て支援法の一部が改正され、第４３条第２項

地域型保育事業の確認について事業所が所在する市町村以外の市町村による確認の規定が

削除されたことにより第３項が繰り上がりましたので、引用している適用条文を整理する

ため改正をお願いするものでございます。 

 それでは、表に沿ってご説明いたします。 

 第２条は、所管事項についての規定で、第２号中「法第４３条３項」を「法第４３条２

項」に改めるものでございます。 

附則になりますが、この条例は、公布の日から施行することとしております。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これより、討論に入ります。 
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 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１１２号の件を採決いたします。 

 お諮りします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１８ 議案第１１３号 

○議   長 

 日程第１８ 議案第１１３号大樹町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部改正についての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第１１３号につきまして、提案理由のご説明を申し上げ

ます。 

本件につきましては、大樹町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部改正についてをお願いするもので、家庭的保育事業の設備及び運営に関する基準

の一部を改正する省令の施行に伴い、家庭的保育事業者等による連携施設等の確保につい

ての見直し及び居宅訪問型保育事業の保育の提供内容が明確化されたことから、必要とな

る規定の整備を行うものであります。 

内容につきましては、保健福祉課長から説明をいたさせますので、ご審議の上議決賜り

ますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 井上保健福祉課長。 

○井上保健福祉課長 

 それでは、議案第１１３号大樹町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例についてご説明させていただきます。 

 今回の改正につきましては家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部を改正

する省令に基づき、関係条文を整理し、国の基準と同様の内容にするため改正をお願いす
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るものでございます。 

 それでは、表に沿ってご説明いたします。 

 第６条は、保育所等との連携についての規定で、第４項に第１号と第２号を加え、乳幼

児の定員が５人までの家庭的保育事業所において、保護者の希望に基づき、卒園後も引き

続き教育・保育の提供を受けることが可能な場合は、卒園後の受入れ先の確保を不要とす

るものであります。 

２ページの第３７条は、居宅訪問型保育事業の規定で、第１項第４号を改め、保護者の

疾病や傷害などにより、療育することが困難な乳幼児に対して、自宅において保育士によ

る保育を行う居宅訪問型保育の実施が可能であることを明確化するものでございます。 

３ページの附則になりますが、この条例は、公布の日から施行することとしております。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１１３号の件を採決いたします。 

 お諮りします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１９ 議案第１１４号 

○議   長 

 日程第１９ 議案第１１４号大樹町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営

に関する基準を定める条例の一部改正についての件を議題といたします。 
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 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第１１４号につきまして、提案理由のご説明を申し上げ

ます。 

本件につきましては、大樹町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す

る基準を定める条例の一部改正についてをお願いするもので、特定教育・保育施設及び特

定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準の一部を改正

する内閣府令の施行に伴い、地域型保育事業者による連携施設等の確保について見直され

たことから、必要となる規定の整備を行うものであります。 

内容につきましては、保健福祉課長より説明をいたさせますので、ご審議の上議決賜り

ますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 井上保健福祉課長。 

○井上保健福祉課長 

 それでは、議案第１１４号大樹町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例についてご説明させていただきます。 

 今回の改正につきましては、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す

る基準の一部を改正する内閣府令に基づき、関係条例を整理し、国の基準と同様の内容に

するため改正をお願いするものでございます。 

 それでは、表に沿ってご説明いたします。 

 第４２条は、特定教育・保育施設との連携についての規定で、第４項に第１号と第２号

を加え、小規模保育事業所など特定地域型保育事業者において、保護者の希望に基づき、

卒園後も引き続き教育・保育の提供を受けることが可能な場合は、卒園後の受入れ先の確

保を不要とするものであります。 

２ページの附則になりますが、この条例は、公布の日から施行することとしております。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 
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       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１１４号の件を採決いたします。 

 お諮りします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２０ 議案第１１５号 

○議   長 

 日程第２０ 議案第１１５号大樹町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部改正についての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第１１５号につきまして、提案理由のご説明を申し上げ

ます。 

本件につきましては、大樹町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部改正についてをお願いするもので、学童保育所における放課後児童支援員

の認定資格研修について、都道府県知事及び政令指定都市の長が行う研修に加え、中核市

の長も研修の実施者として追加されたことから、必要となる規定の整備を行うものであり

ます。 

内容につきましては、保健福祉課長より説明をいたさせますので、ご審議の上議決賜り

ますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 井上保健福祉課長。 

○井上保健福祉課長 

 それでは、議案第１１５号大樹町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例についてご説明させていただきます。 

 今回の改正につきましては、放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の一

部を改正する省令に基づき、関係条例を整理し、国の基準と同様の内容にするため改正を

お願いするものでございます。 
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 それでは、表に沿ってご説明いたします。 

 第１０条は、職員についての規定で、第３項を改め、学童保育所における放課後支援員

の認定資格研修について、都道府県知事及び政令指定都市の長が行う研修に加え、中核市

の長も研修の実施者として追加されたものでございます。 

附則になりますが、この条例は、公布の日から施行することとしております。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 確認ですけれども、中核市の長が研修を行うことができるのですけれども、この政令指

定都市と中核市の研修日程や時間というのは変わらないという解釈でよろしいでしょうか。

ここだけお願いします。 

○議   長 

 井上保健福祉課長。 

○井上保健福祉課長 

 議員おっしゃるように、研修時間等については変更ございません。 

 以上でございます。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１１５号の件を採決いたします。 

 お諮りします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 
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○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２１ 議案第１１６号 

○議   長 

 日程第２１ 議案第１１６号大樹町営住宅管理条例の一部改正についての件を議題とい

たします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第１１６号につきまして、提案理由のご説明を申し上げ

ます。 

本件につきましては、大樹町営住宅管理条例の一部改正についてをお願いするもので、

町営住宅入居者において負担義務のある費用のうち共通の利益を図るため必要と認められ

るものを共益費として入居者から徴収できるように条例の一部改正をお願いするものであ

ります。 

内容につきましては、建設水道課長より説明をいたさせますので、ご審議の上議決賜り

ますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長 

 それでは、議案第１１６号大樹町営住宅管理条例の一部改正について、内容説明をさせ

ていただきます。 

 改正条例の説明に先立ちまして、概要を説明させていただきます。本条例改正につきま

しては、町営住宅管理条例第２０条の入居者の費用負担義務に共益費を入居者から徴収で

きる規定を追加したものでございます。 

共益費の種類といたしまして、共通の廊下や階段などの共同施設部分に係る照明等の電

気使用料といたします。目的といたしましては、この共益費については、現在も団地ごと

の棟ごとの代表者を決めていただき、代表者が電気使用料を徴収し、まとめて北海道電力

に支払っているものですが、代表者が転出したとき、次の代表者を決めるのに時間がかか

ったり、空き部屋ができたときなど、使用料を入居者人数割にすると入居者負担が増える

ことなど支障がありましたので、これからは町が代表者となり、住宅料と合わせて共益費

を徴収する方法に変更することで、入居者の負担を軽減させることが目的でございます。

対象住宅、徴収方法や共益費の月額など、具体的な内容につきましては、大樹町営住宅管

理条例施行規則で定めることとします。 
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 それでは、条文に沿いまして説明をいたします。表の改正前の欄に掲げる規定を改正後

の欄に掲げる規定に改正するものです。 

 第２０条は、入居者の費用負担義務についての規定です。第２０条の第１項については

省略されておりますが、入居者の費用負担について第１号で電気、ガス、水道、下水の使

用料、第２号では、汚物じんかい処理費用、第３号では、共同施設の給水、汚水施設の使

用維持費、第４号では町営住宅共同施設の修繕費と記載されております。これら第１項の

次に第２項として、入居者の共通利益を図るため必要と認められる共益費を入居者から徴

収できるように規定するものでございます。第３項に、共益費の徴収に関し、必要な事項

を規則で定めるよう規定するものでございます。 

附則になりますが、この条例は、令和３年４月１日から施行するものとしております。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 菅敏範君。 

〇菅敏範議員 

 趣旨については分かりましたが、この改正後の３項の共益費の徴収に関し、必要な事項

は規則で定めるとのことですが、今までの古い規則なのか、年度内に新たな規則を定める

という理解、どっちの理解になるのですか。 

○議   長 

水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長 

規則ですが、現在ある規則に追加し、年度内に改正する予定でございます。 

以上でございます。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 共益費の部分について徴収できるようにするよということだと思いますので、共益費以

外に、例えば今、だんだん少なくなっているとは思うのですけれども、お風呂なんかは例

えば自分でつけなければならないような、そういうふうな古い公営住宅があるのかないの

かをお聞きしながら、ひとつそういうふうなものが、個人でつけるようなものについても、

例えば町がある程度共益費のように毎月徴収してお風呂をつけるだとか、そういうことと

いうのはこの管理規則とか管理条例上、可能なのですか。直接関係なくて、申し訳ないの

ですけれども。 
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○議   長 

水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長 

 今現在あります管理条例の施行規則の中には、そういった項目はございません。今回、

共益費として、皆さんで共通に使用する部分だけのものについてだけ、触れさせていただ

いております。個々に準備するものについては、考えておりません。 

個人でお風呂を準備する公営住宅については現在もございますが、今、入居者がいらっ

しゃって設置してありますので、次に替わられた方もそれを使用すると考えております。 

○議   長 

ほかにありませんか。 

辻本正雄君。 

○辻本正雄議員 

 今、共益費というお話が出たのですけれども、入居率によって実は変動するのかなと思

っております。例えば、共益費が電気、外灯とか何かですと、１人でも全額、４戸部屋が

あるとしたら４分の１になるのですけれども、入居率の関係はどのようになりますか。 

○議   長 

水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長 

ただいまのご質問の４戸建てのうち３戸しか入っていなかった場合とか空き部屋があっ

た場合につきましては、その空き部屋の部分については町が負担するという考えで、率で

はなく戸数で割っています。 

以上でございます。 

○議   長 

よろしいですか。 

ほかにありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１１６号の件を採決いたします。 

 お諮りします。 
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本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２２ 議案第１１７号及び日程第２３ 議案１１８ 

○議   長 

 日程第２２ 議案第１１７号大樹町下水道事業の設置等に関する条例の制定についての

件及び日程第２３ 議案第１１８号大樹町公共下水道事業特別会計条例の廃止についての

件を一括議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま一括議題となりました議案第１１７号と１１８号につきまして、提案理由のご

説明を申し上げます。 

本件につきましては、大樹町下水道事業の設置等に関する条例の制定と大樹町公共下水

道事業特別会計条例の廃止についてお願いするものであります。議案第１１７号の大樹町

下水道事業の設置等に関する条例は、下水道事業の設置及び経営の基本等を定めることを

目的とし、地方公営企業法に基づき、財務規定を適用するため、新たに条例を制定するも

ので、議案第１１８号は、議案第１１７号の下水道事業の設置等に関する条例の制定に伴

い、大樹町公共下水道事業特別会計条例を廃止しようとするものであります。 

内容につきましては、建設水道課長兼下水終末処理場長により説明をいたさせますので、

ご審議の上議決賜りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきま

す。 

○議   長 

水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長兼下水終末処理場長 

 それでは、議案第１１７号大樹町下水道事業の設置等に関する条例制定の件、議案第１

１８号大樹町公共下水道事業特別会計条例の廃止の件の２件について一括ご説明させてい

ただきます。 

 この条例制定の説明に先立ちまして、概要を説明いたします。下水道事業の設置等に関

する条例制定につきまして、平成３１年１月から５年間、重点事業として下水道事業の公

営企業会計適用化に向けて総務省より通知がありました。地方の下水道特別会計から地方

公営企業への適用推進に向け、経営基盤の強化や財政管理の向上等、さらに的確に取り組

むため、公営企業会計の適用を求められております。これらのことから、公共下水道事業
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及び個別排水事業について、事業の設置及び経営の基本等を定めることを目的とし、地方

公営企業法の規定に基づき、財務規定を適用した新たな大樹町下水道事業の設置等に関す

る条例を制定し、大樹町公共下水道事業特別会計条例を廃止しようとするものであります。 

 それでは、条例の制定の内容を説明させていただきます。 

第１条では、大樹町下水道事業の設置の趣旨について定めており、公共下水道事業と個

別排水事業合わせて下水道事業と定めております。 

 第２条では、下水道事業の設置を定めており、地方公営企業法第４条に基づき、下水道

事業の設置について規定しております。 

 第３条では、地方公営企業法の適用範囲について、全部適用か一部適用か規定するもの

であり、本町では財務規定のみの一部適用を規定しております。 

 第４条では、下水道事業の経営の基本方針を規定しております。 

第５条では、下水道事業の組織について法の規定に基づき規定しております。 

 第６条では、重要な資産の取得及び処分の方法について規定をしております。 

 第７条では、議会の同意を要する賠償責任の免除について、賠償額を規定しております。 

 第８条では、議会の議決を要する負担付寄附の受領等、賠償責任の額を規定しております。 

 第９条では、業務状況説明書類の作成・提出について、地方公営企業法第４０条の２第

１項の規定により、年２回以上業務状況を公表するための書類を作成することを規定して

おります。 

附則といたしまして、この条例は、令和３年４月１日から施行するものであります。 

 以上で、説明を終わります。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 お諮りします。 

 この際、議案第１１７号と議案第１１８号の質疑、討論、採決を一括して行いたいと思

います。 

これにご異議ありませんか。  

（異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第１１７号と議案第１１８号の質疑、討論、採決は一括で行うことに決し

ました。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

菅敏範君。 

〇菅敏範議員 

 簡単なことなのですけれども、議案第１１８号のほうで、権利義務の帰属とあるのです
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が、これは負債も含めて、新たな公営企業のほうに全部引き継ぐという理解でよろしいで

すか。 

○議   長 

水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長兼下水終末処理場長 

 議員おっしゃるとおりでございます。 

○議   長 

ほかに質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１１７号及び議案第１１８号の件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２４ 議案第１１９号 

○議   長 

 日程第２４ 議案第１１９号大樹町水道事業の設置等に関する条例の一部改正について

の件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第１１９号につきまして、提案理由のご説明を申し上げ

ます。 

本件につきましては、大樹町水道事業の設置等に関する条例の一部改正についてをお願

いするもので、令和２年４月１日施行の地方自治法改正により、議会の同意を要する賠償

責任の免除に関する規定中に条項ずれが生じたことのほか、条文中の字句の表現を改める
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ため、必要となる規定の整備を行うものであります。 

内容につきましては、建設水道課長より説明をいたさせますので、ご審議の上議決賜り

ますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長兼下水終末処理場長 

 それでは、議案第１１９号大樹町水道事業の設置等に関する条例について説明させてい

ただきます。 

 改正条例の説明に先立ちまして、概要を説明させていただきます。この改正は、地方自

治法が改正されたため、参照している条項に合わせて改正するものと、各条項中の金額の

表示方法に違いがありましたので、準則に合わせて修正するものでございます。 

 それでは、改正の内容を説明いたします。次の表の改正前の欄に掲げる規定を改正後の

欄に掲げる規定に改正する。表中第４条と、飛びまして第６条につきましては、準則に合

わせて条項の中の金額表示を改めるものでございます。 

 第５条は、議会の同意を要する賠償責任の免除を定める規定で、地方自治法を参照する

条項番号を「第２４３条の２第４項」から「第２４３条の２の２第８項」に改正するもの

でございます。 

 附則といたしまして、この条例は公布の日から施行し、令和２年４月１日から適用する

ものでございます。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 菅敏範君。 

〇菅敏範議員 

 数字の関係の文字変更ありました。７００万円を「０００」でなくて「７００万円」と、

それから「１００,０００」が「１０万円」と。この数字の変更によって、中身は変わら

ないと思うのですが、各条例の中のそういう数字が、それはこういう「７００万円」を

「７,０００,０００円」と言っている書き方が、それが間違いだということになれば、ほ

かの条例含めてそういうところを、たまたまここは今改正があったからついでにやりまし

たということなのか、もしいろいろな条例でこれがあったら、それは間違いなので、とい

うことになれば、早期に直さなければならないということになるのですが、どういうこと

なのですか。分かるのですよ、中身は。けれども、これを、７００万円に数字を大きくし

たからといって、７００万円にしたからといって変わるものでないので、その辺は全体的

にどういうふうに考えているのですか。 
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○議   長 

黒川副町長。 

○黒川副町長 

 文字の訂正でございますけれども、今回、条例改正に伴いましてこの数字の表記につき

まして改正したものでございまして、議員おっしゃるようにほかの条例全部どうなってい

るのだというところでは、まだ古い表記、古い表記といいますか、「０００」の表記のも

のもございますが、一括して改正するのではなく、順次改正に伴いまして、その条例の改

正に伴って見直していく、準則に従って直していくというような考え方でおります。 

○議   長 

 菅敏範君。 

〇菅敏範議員 

 分かります。特段の必要がなければ僕はどっちでもいいと思っているのです。ただ、こ

れが間違いだと言われると、では間違いだったら全部統一するのかということで、例えば

ほかの条例にあった場合には、何か必要があったときにそこはその都度修正するというこ

とで、これ生きてきますよということ、ほかの条例で。この大きい数字があってもいいと

いうことで理解しましたので、いいです。 

○議   長 

 質疑ありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１１９号の件を採決いたします。 

 お諮りします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 
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◎日程第２５ 議案第１２０号 

○議   長 

 日程第２５ 議案第１２０号大樹町病院事業の設置等に関する条例の一部改正について

の件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第１２０号につきまして、提案理由のご説明を申し上げ

ます。 

本件につきましては、大樹町病院事業の設置等に関する条例の一部改正についてをお願

いするもので、令和２年４月１日施行の地方自治法改正により、議会の同意を要する賠償

責任の免除に関する規定中に条項ずれが生じたため、必要となる規定の整備を行うもので

あります。 

内容につきましては、町立病院事務長より説明いたさせますので、ご審議の上議決賜り

ますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 下山町立病院事務長。 

○下山町立病院事務長 

 それでは、議案第１２０号大樹町病院事業の設置等に関する条例の一部改正についてご

説明を申し上げます。 

 改正条例の説明に先立ちまして、概要を説明させていただきます。この改正は、地方自

治法の改正に伴います参照条項のずれを修正するものでございます。 

それでは、改正の内容を説明させていただきます。次の表の改正前の欄に掲げる規定を

改正後の欄に掲げる規定に改正する。 

 第４条は、議会の同意を要する賠償責任の免除を定める規定で、地方自治法を参照する

条項番号を「第２３４条の２第４項」から「第２３４条の２の２第８項」へ改正するもの

でございます。 

附則といたしまして、この条例は公布の日から施行し、令和２年４月１日から適用する

ものでございます。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 
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○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１２０号の件を採決いたします。 

 お諮りします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２６ 議案第１２１号 

○議   長 

 日程第２６ 議案第１２１号十勝圏複合事務組合規約の変更についての件を議題といた

します。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第１２１号につきまして、提案理由のご説明を申し上げ

ます。 

本件につきましては、十勝圏複合事務組合規約の変更についてをお願いするもので、地

方自治法の規定により、一部事務組合規約の変更にあたっては、関係地方公共団体の協議

により、これを定めることとされておりますので、今回ご提案申し上げるものであります。 

変更の内容については、新旧対照表をご覧ください。 

第３条の表中、（６）ごみ処理施設及び最終処分場の設置、維持管理、運営に関する事

務を共同処理する市町村でありますが、令和３年４月１日から新たに鹿追町、新得町を加

えるため、規約を変更しようとするものでありますので、ご審議の上議決賜りますようお

願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 
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 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１２１号の件を採決いたします。 

 お諮りします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時５５分 

再開 午後 １時００分 

 

○議   長 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

◎日程第２７ 議案第１２２号 

○議   長 

 日程第２７ 議案第１２２号大樹町公の施設の指定管理者の指定についての件を議題と

いたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第１２２号につきまして、提案理由のご説明を申し上げ

ます。 

本件につきましては、大樹町公の施設の指定管理者の指定についてをお願いするもので
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あります。歴舟川パークゴルフ場につきましては、地方自治法第２４４条の２第３項の規

定に基づき、町の条例を定め、平成２０年度から指定管理者による管理を行っております

が、次年度以降も引き続き指定管理者による管理を行いたく、地方自治法第２４４条の２

第６項の規定に基づき議決をお願いするものであります。 

指定管理者の募集にあたりましては、大樹町公の施設の指定管理者の指定手続等に関す

る条例に基づき公募を行い、応募のあった１者について職員により組織する大樹町公の施

設にかかる指定管理者選定委員会による審査、応募事業者からのヒアリングを行い、サー

ビスの向上、施設の適正かつ効率的な管理、経費の節減などが図られるものと判断したと

ころであります。 

それでは、議案に沿ってご説明を申し上げます。 

議案第１２２号大樹町公の施設の指定管理者の指定について。 

大樹町公の施設の指定管理者を次のとおり指定する。 

１、公の施設の名称及び位置。名称、大樹町歴舟川パークゴルフ場。位置、大樹町暁町

７番地地先。 

２、指定管理者。大樹町字晩成２１０番地、株式会社寺嶋商産、代表取締役、丹羽和之。 

３、指定期間。令和３年４月１日から令和５年３月３１日まで。 

参考として、地方自治法の関係部分を抜粋して掲載いたしましたので、ご審議の上、議

決賜りますようお願いを申し上げまして、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 平成２０年から指定管理をしているのですけれども、この間しばらく５年間の指定管理

としていたのですが、今回の資料、指定期間は２年間なのですけれども、その２年にした

理由について聞きたいのですけれども。 

○議   長 

水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長 

 今回応募をいただきました寺嶋商産１者から計画書を頂きましたが、応募者から近年、

人件費が高騰しており、計画段階でも指定管理料が高くなってくると。それと、今後５年

間の指定管理では、同じ結果が予測されると応募者からの申し出もあったことと、町側と

いたしましても、指定管理料が人件費の高騰により高騰していく、だんだん委託料が高く

なっていくということから、指定管理そのものを見直すべきではないかということで、選

定委員会の中でも話となりました。そんな中で、町と応募者の意見をすり合わせた中で、
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指定管理そのものの在り方を考えるために、５年から２年ということで指定管理期間を変

更させていただきまして、応募者の了承を得ながら２年間にしたところでございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 今回のことは分かりました。指定管理をしていく中で、人件費だとかが上がったと。指

定管理そのものを見直す、在り方を考えるというのですけれども、それでもう１本あるの

ですよね。指定管理しているところ。多分、晩成温泉は来年度いっぱいで終わるのですけ

れども、多分これも５年間で、来年あたり協議をしていかなければならないと思うのです

けれども、これについても今回と同じ考えで進めていくのか、それについて聞きたいので

すけれども。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま、私ども条例に基づいて公の施設の指定管理、指定のご審議をいただいている

ところです。議員ご指摘のとおり、私どものほうで今指定管理しているところは、これの

ほかに晩成温泉がございます。５年間という期間でやっておりますが、今回、パークゴル

フ場の指定管理を選定するにあたって、応募のあった相手方との協議の中で、今現在のパ

ークゴルフ場を取り巻く状況というのが、よくお互いで認識を持った上で５年の指定管理

を２年に変更させていただいた上で今指定をさせていただきたく議案を提案させていただ

いたところです。 

晩成温泉のほうにつきましても、まだ具体に５年をどうするかというところについては

まだ正直検討はしていないということでありますが、今回のような選定委員会の中で応募

いただいた方と協議をした上で、いろいろ今後について検討していかなければならないと

いうことも想定されるのかなという認識ではおりますので、ぜひ私どもとしましては、晩

成温泉の指定管理を今後継続するにあたっても、やはり直近の５カ年間の事業評価、それ

が大事かなと思っておりますので、その部分をしっかり検討した上で募集要項等にこれか

らの指定管理の在り方、または期間等については、よく検討した上で対応していきたいな

と思っております。 

○議   長 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 分かりました。それで、今回は２年間で直近の成績を見ながらやるのですけれども、考

え方によっては指定管理そのものの考え方も、今回これで認めたいと思うのですけれども、

見直す在り方とか出ている場合、指定管理から、ひょっとしたら委託ということも今後考
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えられるのかなと思うのですけれども、その辺も視野に入っているのでしょうか。 

○議   長 

 黒川副町長。 

○黒川副町長 

 指定管理を始めた当時は、使用料１日５００円、それから年間のシーズン券は１万円で

スタートしておりまして、指定管理者のほうもお客さんをたくさん集めるような努力をし

て、なるべく収入を増やすというような構造であったわけですが、管内の状況を見まして、

５年前に料金の改定をして、２００円の５,０００円ということで見直したところ、やは

り２００円のお客さんが１００人集まっても２万円ということで、なかなか指定管理者の

努力でお客さんを増やすということで、収益の改善を図るというのがかなり難しくなって

いるかなという部分もございまして、また管内的にも有料と無料のところがあるのですが、

有料のところは大体当町と同じくらいの値段で、無料のところのほうが多いと。１対２く

らいの比率だと思いますけれども、その辺のことも鑑みながら、使用料の在り方、無料に

したほうがいいのかということも視野に入れまして、議員言われたような指定管理をやめ

て業務委託というような管理方法も含めて検討していきたいと考えております。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 ちょっと指定管理と関連して、指定管理の在り方について伺いたいと思います。 

今回、公募は５年間でやったのですよね。それで、５年間で公募をして、応募した事業

体が１者ということだったのですが、５年間で公募をして応募した事業体が１者で、その

事業体との話でもって２年間に短縮したと。 

であれば、基本的には、５年間という公募に対して、別な人がいたかどうかは別にして、

５年間ならできないということで応募者がいなかったとかありますけれども、５年間で誰

も応募する状態がなくて、いろいろと詰めていって２年間だったのではなくて、５年間で

応募した後に、応募した人との協議で２年間になったという分で言うと、またそのことが

公になると、「２年間でいいのだったら俺も応募した」ということも、なきにしもあらず

なので、応募の在り方としてちょっとどうかと思うのです。 

今回２年間ということは、今後２年たった後の更新時期に、また元の５年間に戻して、

いや、また２年間で繰り返すのではなくて、今後は２年間でいくのか。さっき、ちょっと

ちらっとその話もありましたけれども、その辺ちょっと、公募と決定の在り方自体の問題

についてはどうなのかなということを、ちょっと考え方を聞きたいと思います。 

 

○議   長 

 黒川副町長。 
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○黒川副町長 

 公募は５年で条件が変わったというようなことでございますが、今回は本来の姿ではな

いというのは、おっしゃるとおりかなと思います。５年で公募して５年で委託するのは、

委託というか契約するのは本来でありますけれども、双方の思いといいますか、事情を鑑

みたところ、短期にしようということに協議の中でさせていただいたということでは、あ

る程度イレギュラーな部分があったということは、そういうことであろうと思います。 

本来、公募する前にこういったものは詰められれば詰めておくべきものではありますが、

ただ指定管理を受ける側の誰と協議するかというのが、町側が判断するべきことであった

のかなと思いますけれども、まだ公募をかけていない中で、応募もいただいていない中で、

事業者と相談するということはちょっと難しいのかなと思いますので、町側がそういう判

断できればよかったのですが、町側の判断としては、通常どおり、いままでどおりのこと

で公募しようということでありましたけれども、先ほど申しましたように、双方の協議の

結果、ちょっと短くして見直しをかけていこうということになったところでございますの

で、考え方としましては、本来的には事前に公募する前にこういった方針でいこうという

ことが決められれば事前に決めておくほうが、よりよかったかなというところで思ってい

るところでございます。 

○議   長 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 私もそういう実態であるのであれば、委員会で相談をしたらやはり２年間がいいという

ふうに、意外とすんなりいったような事例であれば、やはり今副町長言われたように事前

にいろいろな情報とかを整理をして、本来そうあるべきでなかったかと思いますし、さき

に同僚議員からあったもう１カ所の委託の場、晩成温泉の件も、そういう人件費の問題と

かいろいろあるのであれば、それはその委託へ更新のときに、十分議論をして対応すると

いうことでしていただきたいということで、これは回答はいいです。お願いをしておきた

いと思います。 

○議   長 

 いいですね、今のこと。 

 ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 
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○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１２２号の件を採決いたします。 

 お諮りします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２８ 議案第１２３号 

○議   長 

 日程第２８ 議案第１２３号町道路線の認定についての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第１２３号につきまして、提案理由のご説明を申し上げ

ます。 

本件につきましては、町道路線の認定をお願いするもので、海洋センターグラウンド敷

地に認定こども園を建設するにあたり、現在利用している施設内の道路を今回町道として

認定しようとするものであります。内容について、朗読してご説明をいたします。 

議案第１２３号町道路線の認定について。 

道路法第８条第２項の規定により、下記の町道を認定する。 

記。 

路線番号、４１５。 

路線名、松並こども園通線。 

起点、西本通７３番地７、終点、西本通７３番地１５。 

延長、２１６.１９メートル。 

路線名については、町道路線の認定に関する要綱により、原則として字名、または行政

区名とすることとしておりますが、本路線については認定こども園が建設されることを踏

まえ、行政区名を含めるとともに利用される方々に親しまれることを望み、松並こども園

通線としております。 

なお、次のページに図面を添付しておりますので、ご確認いただくとともに、内容をご

審議の上、議決賜りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 
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○議   長 

 提出者から提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 吉岡信弘君。 

○吉岡信弘議員 

 今、町長から路線名のつけ方については説明がありました。こども園なので、親しみが

あるということでございますけれども、松並は行政区の名前は入っていますけれども、こ

ども園、民間の施設だと思います。先ほど町長は当初ありましたように、海洋センター敷

地の一部の中に、こども園を新設するということでございますので、当初からある公共施

設である海洋センター前通線とか、そのような名前をつけるのが適当でないかと私は思い

ますが、いかがでしょうか。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 今回、町道の認定にあたって、路線名の考え方については、先ほど提案理由の中でご説

明申し上げたとおりでありまして、今回、私どもの市街地の幼児教育を担っている認定こ

ども園が開設されるということも含めて、松並こども園通線とさせていただきたくご提案

を申し上げておりますので、ご了解を頂ければと思います。 

○議   長 

 吉岡信弘君。 

○吉岡信弘議員 

 なぜ公共施設があるのに、民間の施設の名前をわざわざ入れなければならないのか、ち

ょっと納得いかないところでございます。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 今回、私どもの町の保育業務、市街地の保育業務を担っている認定こども園が施設を新

しくする、それに伴って町道も整備しなければならないということでありますので、海洋

センターとグラウンドの、海洋センターと付随している、ゲートボール場がありましたグ

ラウンドですが、そこに認定こども園が新設されるということも踏まえて、私どもとして

は、新たに町道として認定をする路線については、松並こども園通線とさせていただいた

ところです。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

西山弘志君。 
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○西山弘志議員 

 この道路の終点は通行止めにする予定なのですか。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長 

 図面が小さ過ぎてちょっと見づらいのですけれども、終点の部分については、現状Ｓ字

カーブで、砂利道で公営住宅のほうに下りていくようになっているのですけれども、今後、

新しく整備するときには、国道から入って真っすぐ突き抜けて、既存の舗装道路にぶつか

るような設計で考えてございます。 

○議   長 

 西山弘志君。 

○西山弘志議員 

 ということは、あそこから傾斜を滑らかにするということですね。分かりました。あり

がとうございます。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 町道の認定になったら、町民が自由に通行できる路線になるので、今はあのグラウンド

のところはただだだっ広くて、平面で自由になっていますが、今の説明でいくと、行く行

くは一定の幅員をもって、必要があれば側溝を整備した舗装化の町道になるということで

よろしいですね。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長 

 定規図がついておりませんけれども、現状のＢ＆Ｇ前の道路の幅員のまま、ずっと公営

住宅のほうに真っすぐ下って舗装化になるという計画でございます。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 
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○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１２３号の件を採決します。 

 お諮りします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２９ 議案第１２４号 

○議   長 

 日程第２９ 議案第１２４号令和２年度大樹町一般会計補正予算（第９号）についての

件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第１２４号につきまして、提案理由のご説明を申し上げ

ます。 

本件につきましては、令和２年度大樹町一般会計補正予算（第９号）をお願いするもの

で、今回は、歳入歳出それぞれ１億８,２７６万円の追加と債務負担行為の追加及び地方

債の変更であります。 

内容につきましては、総務課長から説明をいたさせますので、ご審議の上議決賜ります

ようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 鈴木総務課長。 

○鈴木総務課長 

 議案第１２４号令和２年度大樹町一般会計補正予算（第９号）について説明させていた

だきます。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ１億８,２７６万円を追加し、歳入歳出予算の総額を

それぞれ９０億５,９５９万３,０００円とするとともに、債務負担行為の追加と地方債の

変更を行うものでございます。 

最初に、資料で説明させていただきますので、５ページをお開き願います。 

 説明にあたりましては、事業の追加や事業費増減の大きなものなどに絞らせていただき、

事業執行見込み額の精査によるものは説明を割愛させていただき、財源内訳につきまして
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も、一般財源のみの増減や事業確定に伴う補助金の増減等の財政調整分につきましては説

明を割愛させていただきます。 

最初に、議会費、１４万円の減。先の条例改正に伴う期末手当分の減でございます。 

 その下から６ページにかけまして、総務費全体で、２,７５０万７,０００円の減。 

 最初に、一般管理費、特別職給与の職員手当等で１０万８,０００円の減。議会費と同

じく、先の条例改正に伴う期末手当分の減でございます。 

一般職給与、職員手当等で１４万３,０００円の減。このうち、期末手当では、２３２

万３,０００円の減でありますけれども、管理職手当について、昇任等により２１０万円

の増が相殺されたことにより、１４万３,０００円の減となってございます。 

総務管理費、報酬から共済費まで、４４万３,０００円の増。再任用職員１名について、

５分の４勤務から５分の５勤務への任用形態の変更により、報酬で２９０万円の減。給料

で３０６万３,０００円の増のほか、職員手当等と共済費を補正してございます。 

企画費、企画調整推進事業、委託料と負担金、補助及び交付金で１,１２５万３,０００

円の増。このうち、委託料では、家畜ふん尿由来の液化バイオメタンを利用したエネルギ

ー地産地消モデル化事業の計画が道補助の採択を受け、事業実施が確定したことによる委

託料１,０００万円の増。財源は、全額が道補助金でございます。負担金、補助及び交付

金では、地方公共交通確保維持改善事業について、今年度の事業実績額が確定したことか

ら１２５万３,０００円の増となってございます。 

都市間交流推進事業、負担金、補助及び交付金で、１１４万円の減。銀河連邦タイキ共

和国補助金で、各事業が縮小となり、繰越金で対応可能となることから、補助金の交付が

なくなるものでございます。 

６ページに移りまして、大樹町地域おこし協力隊設置事業、委託料から負担金、補助及

び交付金まで４９万７,０００円の増。地域おこし協力隊採用後に活動内容等が具現化さ

れたことにより、関係経費の増をお願いするものでございます。 

宇宙のまちづくり推進事業、報酬から委託料まで４,０５２万２,０００円の減。報酬に

つきましては、宇宙交流センターＳＯＲＡの開館日数の減により、ガイドに対する報酬の

減。報償費につきましては、ペットボトルのロケットコンテストの開催中止による報償費

の減でございます。 

委託料４,０００万円の減につきましては、射場等の整備計画に併せ、本年度予定して

いた航空公園機能拡充ＦＳ、フィジビリティスタディ調査事業及びＬ１射場整備滑走路延

伸等調査設計業務について、射場等の整備年度をロケットの開発状況等を踏まえて先送り

することとしたことから、調査設計業務についても来年度実施とすることとし、財源とし

て当該事業費に充当することとして計上していたまち・ひと・しごと創生寄附金について

も併せて減額するものでございます。 

次に、福祉センター費、福祉センター維持管理費、需用費で１７１万６,０００円の増。

９月の定例会で補正をお認めいただきました福祉センター煙突の修繕でございますが、既
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存モルタルを撤去したところ、煙突の上部から約４メートルのところで１周にわたる亀裂

が確認されました。この部分につきましては、建設当初のコンクリートの打ち継ぎ目部分

と想定してございますけれども、このまま放置しますと落下等の危険性もあることから、

上部撤去等の追加修繕を行おうとするものでございます。 

電子計算費、電算システム整備事業、委託料で３７万６,０００円の増。健康管理シス

テムの改修業務で、国民健康保険の被保険者番号が個人管理化されることに伴う検診デー

タ報告関連の改修費用でございます。 

賦課徴収費、賦課徴収一般経費、報酬と使用料及び賃借料で１２万１,０００円の増。

令和元年分の確定申告受付期間が本年４月１６日まで延長されたことに伴い、会計年度任

用職員に係る報酬と複合機使用料の増でございます。 

６ページから７ページにまたがりまして、民生費全体で１２１万２,０００円の増。社

会福祉総務費、社会福祉一般事業、需用費で１７万２,０００円の減。財源につきまして

は、地域づくり総合交付金が充当可能となったことから、一般財源と相殺してございます。 

７ページに移りまして、老人福祉総務費、高齢者生活安心支援事業、報償費と役務費で

５８万９,０００円の減。心身障がい者福祉費、心身障がい者福祉事業、委託料で１１６

万６,０００円の増。令和３年度の報酬改定に係る障がい者福祉システムの改修費用の増

で、財源は一部国庫補助金でございます。 

発達支援センター費、発達支援センター運営費、給料から共済費まで８０万７,０００

円の増。このうち、職員の給料に関する改正条例に基づく期末手当の減額は６９万４,０

００円で、フルタイム会計年度任用職員を４月から１０月まで雇用したことにより、給料、

職員手当、共済費の合計で１５０万１,０００円の増となっており、それらの相殺分とな

ってございます。 

 衛生費、母子保健費、母子保健事業委託料で９８万４,０００円の減。乳児検診と１歳

６カ月児、３歳児健診業務委託料で、当初は町外の医療機関にお願いすることで計上して

ございましたが、町立病院の小児科で受けていただけることになったことにより減額とな

るものでございます。 

労働費、労働諸費、通年雇用促進支援事業、工事請負費で５５０万円の増。例年実施し

ている季節労働者等の冬季就労の場として実施を予定し、今年度は、歴舟川河川敷の支障

木伐採で、延べ人数で１４０名程度の雇用を想定してございます。 

 ７ページから９ページにかけまして、農林水産業費、全体で４,６７９万８,０００円の

増。農業委員会費、農業委員会運営事業、旅費と負担金、補助及び交付金で１２２万４,

０００の減。 

８ページに移りまして、農業者年金事務費、旅費で９万６,０００円の減。 

農業振興費、農地生産基盤パワーアップ事業、負担金、補助及び交付金で４,８８３万

円の増。大樹町産地パワーアップ事業の計画が承認されたことによる補助金の増で、財源

は、道補助金でございます。 
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 牧場管理費、牧場管理運営費、職員手当等で３７万２,０００円の増。フルタイム会計

年度任用職員の勤務期間が６カ月以上となり、期末手当を支給することとなったため増額

するものでございます。 

林業振興費、有害鳥獣駆除事業、報償費で７６万８,０００円の増。ヒグマ、エゾシカ

などの駆除にあたり、当初予定捕獲等数を超える見込みとなったことによる増額でござい

ます。 

未来につなぐ森づくり推進事業、負担金、補助及び交付金で１０２万円の減。 

町有林費、町有林整備事業、委託料と工事請負費で４６１万２,０００円の減。 

 水産振興費、秋さけ定置漁業緊急支援事業、負担金、補助及び交付金で４０２万円の増。

本町の大宗漁業である秋さけ定置漁業が１１月に今年度の漁期が終了し、４年連続の記録

的な不漁となってございます。秋さけ定置漁業者が漁獲金額に応じて負担している一般社

団法人十勝釧路管内さけ・ます増殖事業協会会費の負担割合が、不漁により元年度から特

例措置で２％増加したことで漁業者の負担が増え、漁業基盤の不安定化が懸念されること

から、緊急的に支援を行うものでございます。 

 ９ページに移りまして、漁港管理費、漁港施設維持管理費、負担金、補助及び交付金で

２４万円の減。 

商工費、商工振興費、商工業振興対策事業、需用費から負担金、補助及び交付金まで１,

９２０万円の増。財源は、地方創生臨時交付金が１,５２０万円、道補助金が４００万円

で、プレミアム付特別商品券発行事業第２弾としての関係事業費を計上するものでござい

ます。大樹町商工会の助成金として、業種制限なしがプレミアム率３０％の１万セット、

飲食店限定がプレミアム率５０％で３,０００セットとしてございます。 

土木費全体で１,０４８万６,０００円の増。道路維持費、橋梁長寿命化事業、委託料と

工事請負費で１万４,０００円の減。委託料では、紋進橋補修に係る実施設計業務の事業

費確定により、６５万２,０００円の減。工事請負費では、ふるさと大橋補修工事が事業

費の確定により１,４４７万２,０００円の減でありますが、紋進橋の実施設計により、一

部で早期の補修が必要となったことから、工事請負費として１,５１１万円の増。これら

工事請負費の相殺分６３万８,０００円の増で、財源は交付率６２.７％の国庫補助金でご

ざいます。 

住宅管理費、大樹でかなえるマイホーム支援事業、報償費と負担金、補助及び交付金で

１,０５０万円の増。当初予算では、町内在住、移住者、新築・中古合わせて１５件を見

込んでございましたが、現在２４件の利用があり、今後の申請も見込み、不足することと

なったため、追加をお願いするものでございます。 

 教育費全体で４９万４,０００円の増。 

学校給食費、給食調理事業、４６万３,０００円の増。備品購入費では、新型コロナウ

イルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、電解次亜水生成装置一式を購入するもの

でございます。 
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１０ページに移りまして、社会教育総務費、子ども交流事業、４万１,０００円の増。

社会保険料の算定基礎額に変更が生じ、不足することから増額するものでございます。 

体育施設費、海洋センター維持管理費、職員手当等と共済費で１万円の減。職員手当等

では、期末手当で、職員の期末手当として計上していたものを会計年度任用職員の期末手

当に組み替えるものと、共済費では雇用保険料と社会保険料に不足が生じるため、追加計

上をお願いするものでございます。 

次に諸支出金、１億２,７７０万１,０００円の増。 

事業会計繰出金のうち、介護サービス事業会計繰出金で、地方債を３２０万円の増とし

ておりますが、当初予算で計上した特別養護老人ホーム冷房設備工事４１５万８,０００

円に対し、緊急防災・減災事業債を充当できることになったものでございます。 

また、特別会計出資及び補助金、病院事業補助金１億３,０７８万円は、入院及び外来

収入の減収見込みを補塡するための補助金１億２,０００万円と新型コロナウイルス感染

症対応地方創生臨時交付金を財源とする事業に対する一般会計負担金１,０７８万円でご

ざいます。 

以上、歳出補正額合計１億８,２７６万円の増。財源内訳では、特定財源が国・道支出

金で９,０７４万８,０００円の増、地方債で３２０万円の増、その他で４,０３９万２,０

００円の減。特定財源の合計では、５,３５５万６,０００円の増で、一般財源が１億２,

９２０万４,０００円の増となるものでございます。 

次に、歳入について主なものを説明させていただきますので、１４ページ、１５ページ

をお開き願います。 

１５款国庫支出金、２項国庫補助金、４目土木費国庫補助金、３節道路橋梁費における

ふるさと大橋、紋進橋に対する国庫補助金でございますが、従前の補助メニューである社

会資本整備総合交付金橋梁長寿命化事業が本年４月より道路メンテナンス事業補助金とし

て変更となったことから、事業費の精査と併せて組み替えるものでございます。なお、対

象事業費補助率等に変更はございません。 

下がりまして、１９款１項繰入金で１目基金繰入金は、病院事業費補助金として１億２,

０００万円を補助する財源の不足分として財政調整基金から１億１,０５１万４,０００円

を繰り入れるものでございます。 

 次に、第１表、歳入歳出予算補正の歳出を説明させていただきますので、２ページをお

開き願います。 

 歳出合計、補正前の額８８億７,６８３万３,０００円。補正額、１款議会費から１３款

諸支出金まで１億８,２７６万円の増、補正後の歳出合計９０億５,９５９万３,０００円。 

 続きまして、歳入を説明いたしますので、１ページをお開き願います。 

 歳入合計、補正前の額８８億７,６８３万３,０００円。補正額、１５款国庫支出金から

２２款町債まで１億８,２７６万円の増、補正後の歳入合計９０億５,９５９万３,０００

円となるものでございます。 
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 続きまして、第２表、債務負担行為補正を説明させていただきますので、３ページを

お開き願います。 

 内容は、債務負担行為の追加で、事項、大樹町歴舟川パークゴルフ場指定管理者管理

運営業務委託料、期間は令和３年度から令和４年度の２年間。限度額は、３,０９９万８,

０００円。 

 次に、事項、大樹高等学校入学時補助金（令和３年度入学生分）。期間は、令和３年

度。限度額は１人６万円。令和３年度大樹高校の新入生募集にあたり、生徒の確保を目

的として、補助金を支給しようとするものでございます。 

 次に、事項、大樹高等学校海外見学旅行に伴う費用に対する助成（令和３年度入学生

分）。期間は令和４年度。限度額は、国内見学旅行を超える相当額。令和３年度の新入

生募集にあたり、台湾への見学旅行の実施に伴うかかり増し経費を町が支援することに

ついて予算措置を行おうとするものでございます。 

 次に、第３表地方債補正を説明いたしますので、４ページをお開き願います。 

 地方債の変更でございますが、緊急防災・減災対策事業の限度額を３２０万円増額し、

２億８,０４０万円に、臨時財政対策債の限度額を２７１万７,０００円増額し、１億２,

５７１万７,０００円にそれぞれ変更するもので、起債の方法、利率及び償還の方法につ

いては、補正前と同じでございます。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 お諮りいたします。 

 本件の審議にあたっては、同一議件に対する質疑を３回までとする会議規則第５４条の

規定については、歳出は款ごとに、歳入は一括してこれを適用することとしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、ただいま決定のとおり議事を進めます。 

 はじめに、事項別明細書、１６ページ、１７ページ、１款議会費の質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 続いて、１６ページから１９ページまで、２款総務費の質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 西田輝樹君。 
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○西田輝樹議員 

 １７ページの職員手当等のところの差し引きの５ページのところで、昇任になって増に

なる分と、それから期末手当関係のほうで減になる分の差し引きのお話をされたと思うの

ですけれども、ここで言う期末手当２３０万円減と管理職手当のところなのかちょっとよ

く分からないのですけれども、この増減の昇任の内訳というか、増額になる部分の内訳の

人数なり、内容を教えていただきたいと思います。 

○議   長 

 鈴木総務課長。 

○鈴木総務課長 

 ５ページの一般職給与の１４万３,０００円の減の内容ということでかと思いますけれ

ども、そちらにつきましては、１７ページの上から３段目の職員手当等の中の上から２段

目と３段目の期末手当の２３２万３,０００円の減と管理職手当２１８万円の増の相殺の

金額となっております。 

管理職手当の増の内訳につきましては、当初１５名で見ていたところを１９名というこ

とで４名増員になりました。増の内訳としては、主幹に昇任したものが２名、それから課

長職ではあるのですけれども、異動等によって町長部局以外のところから町長部局に来た

ということで２名おりまして、計４名、この一般管理職の中では４名分増えたという形に

なってございます。 

○議   長 

ほかに質疑はありませんか。 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 １７ページの航空公園の関係ですけれども、今回、事業できないということで４,００

０万円戻しているのですけれども、説明の中では次年度の実施に向けて行うということな

のですけれども、令和３年度の予算を組んでいく中で、当初予算にこれ盛り込んでいくの

か、それについてお聞きしたいのですけれども。 

○議   長 

 大塚企画商工課参事。 

○大塚企画商工課参事 

ただいまお話がありました航空公園機能拡充ＦＳ調査事業とＬ１射場整備滑走路延伸等

調査設計業務につきましては、基本的に企業版ふるさと納税を財源としておりますので、

その企業版ふるさと納税を受け入れた後に、補正なりで対応したいと思っております。 

 

○議   長 

ほかに質疑はありませんか。 

西田輝樹君。 
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○西田輝樹議員 

 １７ページの企画費の委託料なのですが、有効活用モデル事業ということで、町の一般

財源がないようですが、地産地消ということに焦点をあてて委託すると思うのですが、こ

の内容というか、視点は地産地消なのでしょうけれども、内容といいますか、どのような

ことを期待して、どのようなことを明らかにしたいがために委託かけるのか、その説明を

頂きたいと思います。 

○議   長 

伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長 

 この事業につきましては、北海道の補助事業でございまして、北海道の補助事業のまず

募集要項としましては、系統制約の生じている地域の新エネルギーを促進するため、地域

ネットワークの整備やＦＩＴに頼らない需給システムの構築など、新エネルギーを有効活

用するモデルとなる取組に対して補助するというものでございまして、私どもの町といた

しましては、家畜ふん尿由来の液化バイオメタンを利用したエネルギー地産地消モデル事

業として、新エネルギーの有効活用のための基本計画の策定、基本計画策定のための調査

を行うということで、今回応募したところでございまして、１１月２７日付で事業採択を

受けたというところでございます。その内容といたしましては、約１,５００トンの乳牛

ふん尿を処理可能なバイオマスプラントを想定しまして、生成したバイオガス中のメタン

を生成、濃縮、液化して、町内で利用するモデルを構築するというもので、地域内の未利

用のバイオマスを活用することで創出されたエネルギーを地域に還元するエネルギーの地

産地消モデルの基本計画を策定し、事業可能性の評価を実施するという内容でございます。 

 以上です。 

○議   長 

 ほかにありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

休憩いたします。 

 

休憩 午後 １時５３分 

再開 午後 ２時０５分 

 

 

○議   長  

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

続いて、１８ページ、１９ページ、３款民生費についての質疑を行います。 
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 質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

続いて、４款衛生費の質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

次に、５款労働費の質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

志民和義君。 

○志民和義議員 

歴舟川の季節労働者関係で、いろいろとご尽力いただいておりますけれども、周知方法

です。どういう方法でやるのか、お願いいたします。 

○議   長 

伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長 

季節労働者に対する周知方法のことかと思いますが、まず無線放送によりまして１２月

１６日頃から１月の上旬頃まで無線放送を随時かけまして、季節労働者の方の雇用の確保

のために周知をしていきたいと考えております。また、季節労働者を雇用されている事業

所に対しても文書を発送いたしまして、お知らせしていきたいと考えているところでござ

います。 

以上です。  

○議   長 

ほかに質疑はありませんか。 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

歴舟川河川敷の支障木ですけれども、どの辺の支障木をやるのか。それと季節労働者、

対象者はどのくらいいるのかを聞きたいです。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

 

○水津建設水道課長 

 ただいまご質問の場所の件でございますが、場所の件については、ふるさと大橋の２０

号から下流のほうの右岸側の堤防沿いでございます。 
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○議   長 

伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長 

季節労働者の対象者でございますけれども、対象者につきましては、雇用保険の被保険

者資格取得で短期の特例一時金の給付資格を有している方を対象としておりまして、例年

ですと、募集を行いますと１５名程度の方が事業に対して応募してくるという状況でござ

います。 

以上でございます。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

１５名程度応募してくれるというのは、それ、来てくれる人なのでしょう。実際資格持

っているというのは、短期持っている人は何人いるのかということを聞きたいのですけれ

ども。何人がいて、１５名というのはどのぐらいの割合を占めているのかというのを聞き

たいのと、もう１点は、２０号の河川敷なのですけれども、もちろん分かるのですけれど

も、例えば上手の、上手といったらパークゴルフ場になりますよね。冬の間にパークゴル

フ場の中の、例えば支障木とか枝払いとか、そういうことを兼ねてできないのか。そうす

ると、指定管理の内容もちょっと変わってくるのですけれども、冬の間にやることも可能

ではないかと思うのですけれども、そういうことはできないのかについて聞きたいのです

けれども。 

○議   長 

伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長 

まず、季節労働者で雇用保険の短期特例一時金受給者を持っている方は何名いるかとい

うところにつきましては、申し訳ございませんが、その季節労働者として雇用されている

方が、資格を持っている方が何名いるかというところまではちょっと押さえておりません。

各事業所、町内でいきますと２５の事業所に対しまして、資格を持っている方がいらっし

ゃれば、ぜひ申込みを頂きたいという案内をさせていただいたり、無線放送で、その資格

を持っていれば応募してほしいというような周知方法を取っているところでございます。 

以上です。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長 

２０号の上流側の支障木についてですけれども、今年強風がありまして、何本かコース

内に倒れたということもありまして、その都度建設管理部に連絡しながら、その辺につい

ては整理したところでございます。ただ、今回、２０号より下流のほうが木が生い茂って
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おりまして、その辺を整理したいということで考えて場所の選定をいたしました。 

以上でございます。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

これで最後ですけれども、支障木の関係ですけれども、２０号から上手のパークゴルフ

場の本当の河川側ありますよね。本当の川沿いというか。あっちの方、けっこうひどいの

です。そういったところを冬の間にやると、夏のパークゴルフ場の営業に支障がないと思

うのです。そういうこともぜひ検討して、延べ１４０人で、多分１０日間位だと思うので

すけれども、１０日間で、もし、やりくりできるのであれば行ってほしいのと、もう１つ、

受給資格者が分からないというのは、どうも納得いかない。これ失業だから、これは個人

情報に関わるので言えないけれども把握はしている、でも１５人は応募してくれるだろう

と、それは分かるけれども、全く把握もしないで１５名は来てくれるだろうということは、

結局案内というのは２５の事業者に案内を出すということですよね。無線放送と。そうし

たら何人いて、何パーセントが該当しているのか、１割なのか５割なのか、それは分から

ないのですね。例えば１割程度だったら、こういう季節労働者対策は別にしなくても私は

もういいのかなと思うのですけれども、その辺をきちんともっと把握すべきではないでし

ょうか。 

最後に、これで終わります。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

今、歴舟川の河川敷の支障木の工事の関係でご質疑を頂いていますが、以前はこの事業

を使って、２０号から上手のパークゴルフ場側の堤防のところの支障木を伐採をしました。

今回は２０号を挟んで下手の、パークゴルフ場のコスモスホールの７番かな、あの、へり

のところも含めて支障木の伐採をするということです。ここを伐採することによって、パ

ークゴルフ場の環境と、あとは堤防を散策される方々の保安上といいましょうか、少し明

るい環境をつくれるので、そういう意味では効果があるかなと思っているところです。 

今、議からがご質疑のあった堤防と河川敷から川に行く川べりのところのあそこにも結

構木が立っているということで、そこも支障木の伐採工事で使ってやったらいいのではな

いかということで、いずれそういう検討もされるかなと思っていますが、実は今回、当初

この事業を使って支障木を伐採したいのだということで、歴舟川の清流を守る会にその辺

の対応についてご照会をかけてご相談したことがあるのです、協議して。その段階では、

清流を守る会としては、あそこは、やはり川面で発生する虫とかを防ぐ効果もあるので、

あそこについてはあまり手を触れないほうがいいのではないかというようなこともあって、

おいてあるということですが、確かにパークゴルフしていると、全然いじってないので雑
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然としているところもありますので、その辺については今後、こういう事業をまた活用す

る場面があれば、どこをやっていくか、あそこに手をかけていくかどうかというのは、ま

た相談をしながらやっていければなと思っております。 

もう１点、対象者となる方々の把握については、申し訳ありません、担当のほうからご

説明したとおりでもありますので、今後どういう形でちょっと把握できるかは今のところ

即答できませんが、対象者の把握、そして事業の効果を確かめるという意味ではこの１５

人という方が多いのか少ないのかというところも議員ご指摘のとおりだと思いますので、

その辺については今後きちんと把握したうえで事業に取り組んでいく基礎資料としていけ

ればと思っておりますので、今回についてはご了解いただければと思います。 
○議   長 

ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

質疑なしと認めます。 

続いて、１８ページから２１ページまで、６款農林水産業費の質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 ２１ページの産地生産基盤パワーアップ事業の補助金についてお伺いいたします。事前

に調べてこなかったので、これは４,８００万円というのは、当初予算の分があって４,８

００万円オンになっているのかをまず１点お聞きしたいのと、この４,８００万円の事業

の内容をお知らせいただきたいと思います。 

○議   長 

 佐藤農林水産課長。 

○佐藤農林水産課長 

 産地パワーアップ事業でございますが、こちらのほうは１０月に道の認定を受けまして、

今回補正をするものでございます。内容につきましては、機械の導入でございます。こち

らのほうは小麦、またバレイショ種芋等の機械の導入、播種及び収穫作業機の導入をする

もので、全体で１０台の農作業機械を導入する事業となってございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 その１０台の機械の管理は、どこでされるのですか。農協とか、各営農団体とか、どこ

がその１０台を管理、使用されるのでしょうか。 
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○議   長 

 佐藤農林水産課長。 

○佐藤農林水産課長 

 貸付け者が個人になっております。個人が管理するものになってございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

ほかに質疑ありませんか。 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 ２１ページの農水費の林業振興費の報償費について伺います。年度当初、この報償費に

ついては、だんだん実態に合わせた計画を組んでいくと僕は聞いていたのですが、ヒグマ

の関係が５０万円の予算に対して３０万円の増額で、大体もう冬眠に入る時期ですから、

ほぼ熊の駆除はほぼ完了したと思うのですが、どの程度の増だったのかということと、エ

ゾシカ以下の関係につきましては、これはエゾシカの報償費も増額していますし、特にキ

ツネ、アライグマは倍額にしているのです。１,０００円から２,０００円に。そういう関

係で、エゾシカが増えなかったけれども、エゾシカこれからもありますけれども、経過と

してキツネ、アライグマが増えているという経過があるのでしょうか。その辺、ちょっと

伺いたいと思います。 

○議   長 

 佐藤農林水産課長。 

○佐藤農林水産課長 

ヒグマにつきましては、当初２０頭を見込んでおりましたが、実績として３０頭、現在

のところ捕獲してございます。もうあと５頭取れるという見込みで増額をしているところ

でございます。エゾシカにつきましては、当初は１,０００頭見込んでおりました。実績

では１,００３頭ということで、こちらのほうは３頭分の増額をしております。キツネ、

アライグマにつきましては、当初予算１５０匹を見込んでおりましたが、実績として１６

７匹、１７匹増えてございます。カラス、ハトにつきましては、予算では５００羽見込ん

でおりましたが、実績では８１０羽ということで増えてございます。キツネ、アライグマ

につきましては、現在１６７匹でございますが、残り３３匹の捕獲を見込んでおりまして、

カラス、ハトにつきましては、１９０羽捕獲する予定で増額してございます。 

以上でございます。 

○議   長 

ほかに質疑はありませんか。 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

２１ページです。秋さけ定置漁業の緊急支援事業補助金ですけれども、２％増加した分
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４０２万円、今回補正するのですけれども、２％増加分なので、実際漁業者が負担するの

はどのくらいなのか、ちょっと聞きたいのですけれども。 

○議   長 

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 ２時２１分 

再開 午後 ２時２３分 

 

○議   長 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

佐藤農林水産課長。 

○佐藤農林水産課長兼町営牧場長 

漁業者の負担につきましては、１,２６５万円ほどとなってございます。 

以上でございます。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

それで町長に聞きたいのは、４年間成績がずっと漁獲が低迷しているのですよね。４０

２万円、２％オーバーした分ですけれども、１,２６０万円の漁業者の負担ですけれども、

何かもう少し割合を上げてあげてもよかったのではないかと思うのですけれども、それの

考えはどうでしょうか。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 今回、昨年に引き続いてさけ・ます増協に、本来であれば会員である漁業者、漁組だと

思いますけれども、そこが負担すべきところではあるのですが、増協自体の事業運営がま

まならないということで、会員に追加で２％のさらなる負担を強いたということで、管内

的にもいずれのところも今の漁業経営、また漁組の状況等も踏まえて、それぞれのところ

で負担をしているというのが現状であります。この２％というのは、ルールでさけ・ます

増協自体が追加負担の２％分を各会員の漁業協同組合のほうに負担を要請したという、そ

の２％でありますので、今年度についても昨年度についても２％であったということです。 

 今後はさけ・ます増協全体の会計が非常に切迫しているという状況もあり、議員がご承

知のとおり、秋さけの漁獲量、漁獲高も含めて非常に厳しい状況でありますので、今後、

さけ・ます増協の事業運営、または収支予算等でこのパーセントが動くという可能性もあ

りますし、どんな形で来年度以降増協が運営されていくかにはちょっとまだまだ確認でき

ていない、未確定な部分が多々ありますので、そういうさけ・ますを取り巻くいろいろな
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環境も含めて来年また支援が必要な場面があれば、またこの予算の段階で提案をさせてい

ただいてお認めいただくというようなことになろうかなと思います。また、情報について

は、漁組を通じて鋭意収集しながら進めていきたいと思います。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 関連で伺いたいと思います。今言われたように、内容的には理解をするのですが、例え

ばこれは今不漁だから臨時的措置で、漁がよくなれば２％はなくなるし、今、というよう

なもののように感じるわけであります。たまたま、もし、もっとだめになれば、その２％

が増えるという要素もありそうな感じがするのです。それで、これが固定されてないもの

でありますから、全体的に僕達は漁組に来る金と全体的に、この回しが分からないのです。

例えばさけ・ます増殖組合で何億円でもってこれは動いているのか、そのうちオープンと

かに振り分けるのですが、大樹全体にどの程度来ているのか分かりません。ですから、同

僚議員言ったように、地元大変な場合に、僕は、場合によってはもう１％増ということも

僕はあり得るのではないかと思っているのです。ですから、その辺はいずれかの機会に、

こういう形で回っている代物ですと、大枠。たまたま２％が４０２万円ということしか僕

らは分かっていないわけですから、その辺はどこかで提示をしていただきたいと思います

が、いかがですか。 

○議   長 

 後程資料提示ということでいいですね。 （菅議員了承） 

後で積算根拠などを提示してください。 

ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

質疑なしと認めます。 

佐藤農林水産課長。 

○佐藤農林水産課長兼町営牧場長 

先ほど１,２００万円ということで負担額をお話ししたところですが、１,３８５万８,

０００円の誤りです。訂正いたします。失礼いたしました。 

○議   長 

よろしいですね。 

続いて２０ページから２１ページ、７款商工費の質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 
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続いて、２０ページから２３ページまで、８款土木費の質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 ２１ページのふるさと大橋の改修工事ですけれども、これ国の補助金、国庫補助金をも

らってやっているのですけれども、最終的には１,４４７万２,０００円だったのですけれ

ども、６月の定例議会の工事の締結において、契約金が５,５５２万４,０００円だったと

思ったのです。最終的には約２６％の減なのですけれども、１年前に調査設計、調査委託

をかけているのですけれども、そういった中で、なぜ２６％も減額の工事になったのか。

どの部分が大きく変わったのか、まずそれを知りたいです。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長 

 ふるさと大橋の補修工事、当初予算が７,０００万円で請負額が５,５５２万８,０００

円ということで、その差額についてなのですけれども、当初予算を計上したときなのです

が、道の要領に沿うために単価表や物価資料に掲載されていない１工事当たりにおいて材

料プラス施工費が、調達が１００万円以上のものに関しましては、今回ふるさと大橋では

伸縮継手３カ所あったのですけれども、それについて１００万円以上に該当したものです

から、実勢価格を調査する必要がありました。それで、前々年度に実勢価格を調査いたし

まして、これが令和２年の予算の中で、もしかしたら実勢価格がマイナスかもしれないし

プラスかもしれないので、予算的には見積り価格の１.３倍として予算を計上させていた

だきました。ところが、結果的に入札で落札したときには、実勢価格が見積りの０.８７

倍となりました。このことから、当初設計額が大幅に下がったというところで予算と実施

設計で乖離が出たことにより、当初予算から大幅に価格が落ちたという結果でございます。 

〇議   長 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 今の説明からいくと、当初は１.３倍の見積りで工事請負を締結をしたということで、

実際は０.８倍だったと。それで、工事そのものの内容は変わらないということでいいの

ですよね。 

そうしたら、これはほとんど国の補助金、道の補助金でやっているのですけれども、道

の補助金も１.３倍で見積もっておいて、実際は０.８倍だと。今回１,４４７万２,０００

円浮いているのですけれども、それは返却ということにはならないのか。これを見ますと、

例えば９ページの補正予算、財源内訳でいくと、国・道の支出金はマイナス９,０００円、

一般財源がマイナス５,０００円なのです。それでいくと、紋進橋の補修工事が１,５１１

万円ですか。そうすると何かそこで相殺している気がするのです、数字からいくと。あま
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った補助金を紋進橋に充てたような気がするけれども、本来は何か違うような気がするの

ですけれども、そういうのは、補助金は普通あまったら返すものではないのですか。 

そして、もう１つは、紋進橋は多分橋梁計画には入っているのですけれども、本年度の

計画には入っていなかったですよね。多分次年度以降の計画なので、多分これが補助金が

浮いたので、その分を充てたと思うのですけれども、その辺、補助金のやりくりというか、

本来戻すべきではないかと私は思うのですけれども、１.３倍で見積もっておいて０.８倍

だったので、おのずと出てしまうのですね。その辺、どうなのでしょうか。何か、どうも

不自然だと思うのですけれども。 

○議   長 

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 ２時３３分 

再開 午後 ２時３４分 

 

○議   長 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長 

 補助金の返還についてですけれども、歳入のほうでありましたとおり、当初、社会資本

総合整備事業として頂いていたのですけれども、それは昨年の秋口に要望しまして補助金

がついたというところなのですが、今年の春になって道路メンテナンス事業ということで、

事業のメニューが国のほうで、そっくり切り替わりました。その中でそのことは全く知ら

ないまま発注が終わって、いざ残金を返還するために事業調整をしようと思いましたら、

道のほうからこの事業、メンテナンス事業に切り替わったものですから、これは返してく

れるなということで言われまして、何とか使ってほしいという部分でありましたので、今

回、今年、紋進橋の実施設計を実施しておりますので、その中で紋進橋全体の工事費の中

の部分的に優先的にこれは支障になる部分であるという判断の基からその工事費に充当す

ることで、来年行う事業の一部を今年補正でお願いしたいところでございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

 よろしいですか。 

ほかに質疑はありませんか。 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

大樹でかなえるマイホーム支援事業の関係で伺います。説明で分かった分は、当初１５

戸を予定していましたけれども、２４戸分の実績と今後プラスアルファを含めて計上した
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という１,０５０万円の補正を計上したということでありますが、ちょっとその数字の関

係が理解できないのです。というのは、当初予算は２,８８０万円で１５戸だったので、

単価でいうと２００万円弱なのですが、今度９戸プラスアルファで１,０５０万円しか計

上していません。そうすると、単価が１００万円以下になると思うのですが、その辺は、

当初計画で見た分の１５戸の分の実績が、ある程度余力があって９戸プラスアルファがあ

ってもそれでできるということで、この１,０５０万円をはじいたということなのか、全

然単価が安いものを見ているところなのか、その辺はどっちなのですか。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長 

当初予算においては、２,８８０万円として計上させていただきました。現在までに２

４件で申込みを計算いたしますと、３,９３０万円になります。その中には今後見込まれ

る移住者新築１軒と在住中古１軒と移住中古１軒を含めて３,９３０万円を見込んでおり

まして、当初予算の２,８８０万円を引いた１,０５０万円を今回補正とさせていただきた

いと考えております。 

以上でございます。 

○議   長 

 いいですか。 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

ということは、単純計算で言うと、当初１５戸見ていた分は２,８８０万円だったけれ

ども、それは単純に１５で割り出した数字とは全然整合性がないということですね。 

実績で新築や中古などが入り組んでいるから。結果として３,９３０万円になる分でい

うと、１５戸プラス９戸プラスアルファで間に合う金額が３,９３０万円だと。単純に割

り算ではありませんということで理解していいのですね。わかりました。 

○議   長 

 よろしいですか。 

ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

続いて、２２ページ、２３ページ、１０款教育費の質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 
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続いて、２２ページから２５ページまで、１３款諸支出金の質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 次に、事項別明細書、１４ページから１５ページ、歳入全般についての質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

        （なしの声あり） 

○議   長 

 次に、議案３ページ、４ページ、第２表債務負担行為補正及び第３表地方債補正につい

ての質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

２点ほどお伺いします。 

１点目のパークゴルフ場の指定管理ですけれども、２年間で３,０９９万８,０００円で

すけれども、１年分にすると１,５４９万９,０００円ですけれども、先ほど議案の説明で

もありましたけれども、単なる労務単価が増えた分だけなのか、作業管理工程は変わらな

い、何も２年間、今までと通常どおりやっていただけるのか、それについてお聞きしたい

のと、最後の大樹高等学校の見学旅行の関係です。国内旅行を超える相当額なのですけれ

ども、今まで台湾旅行、引率の看護師の関係。 

今までは、修学旅行の場合は、道の道教委の関係では看護師を有する資格のある者が１

人、１名引率するとなっているのですけれども、これまで２回ほど台湾に行っているので

すけれども、この中では町で、町の保健師が随行というか引率したのです。それで、来年

度以降は、その辺はどうするのか。従来の保健師がついていくのか、それとも道教委で定

められていますので、民間の保健、看護師の資格を有する者を連れていかなければならな

いのですね。そうすると、そこに費用が発生してくるのですけれども、その辺についてど

のように考えているのかお聞きしたいのですけれども。２点。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長 

パークゴルフ場の指定管理料のことについてですけれども、限度額については２か年分

ということで単年度１,５４９万９,０００円を計上させていただきました。この価格の算

出なのですけれども、令和２年度の今年度の見込みも計算いたしまして、今年の赤字分を

上乗せした形で考えております。その価格が１,５４９万９,０００円という形になるので

すが、内容についてですが、草刈りの草刈り機とか手刈りの部分で、刈り方の回数につい
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て若干抑えております。それと、その分違う方法の形で提案いただきまして、プレイには

支障ないような形で維持管理をしていこうということで、施肥のほうもちょっと回数を変

えております。 

機械刈りの回数につきましては、フェアウエーについては今年までが２６回で、次回か

らは２５回、ラフについては１８回から１５回ということで、施肥についてですが、施肥

Ａと施肥Ｂがありまして、肥料の部分については、施肥Ａの有機物とか含んだ肥料につい

てはやめて、施肥Ｂとしてそちらのほうを１回から２回に増やしてございます。 

以上でございます。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

今、債務負担行為の関係で、来春入学予定者の新１年生が令和４年度に見学旅行に行く

ということで、その助成分の債務負担行為で申請をさせていただいております。その中で、

今議員からご質疑がありましたが、大樹高校が台湾に行くようになって３カ年が経過をし、

今年については残念ながら実施ができなかったということで、過去２カ年、私どもの保健

師が随行してまいりました。高校との協議の中で、やはり行っている間に健康管理も含め

て不安があるというようなこともありましたので、私どもの保健師を町の取組として行っ

たということもありますので、保健師を同行させたという経過があります。 

来年以降の見学旅行の在り方についても、学校の校長、教頭とも私も一度協議をしたと

ころです。その中で、海外に出向く際には、看護資格を持った、そういう者が同行しなけ

ればならないという高校のほうの道教委の決まりがあるということでしたが、２カ年、私

どもも保健師を同行させましたが、やはり日頃から通常の学校生活において保健活動を担

っている養護教諭のほうが、いろいろ生徒個人個人の健康の管理、状況も含めて詳しいと

いうようなこともあって、今後については、やはり学校の養護教諭が同行することが一番

望ましいのではないかということで今のところ、正式決定ではありませんが、高校のほう

と協議をしているところです。養護教諭が学校を離れるということで、その間、学校にい

わゆる養護の担当がいなくなるということで、その対応を今どうするかというところを高

校のほうで検討していただいておりますので、そういう形が整えば、養護教諭が引率の教

員の１人として見学旅行に同行していくという形が、来年度以降、そういう形で事業展開

が行われる可能性も今見据えて検討をしております。正式には、私どもの保健師を随行す

るかどうかというところは明確に決まったことではありません。 

○議   長 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

パークゴルフ場の関係ですけれども、これまでの赤字分の上乗せをしたというのは、指

定管理上問題があるのではないかと思います。 
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そして、芝刈り回数を減らしたと。２６回を２５回、１８回を１５回、それで施肥も別

の方法で、Ａの施肥をやめてＢで１、２回やるのですけれども、これを通常どおり、まと

もに例年どおりやったら、どのくらいの金額になるのでしょうか。 

一番納得できないのは、今まで指定管理をしていた赤字分を次の指定管理の費用に乗せ

てくるというのは、これはおかしいと思うのです。絶対あり得ない。 

この辺、もし町長なり副町長等々、明確に答弁いただきたいのですけれども。 

それと、高等学校の関係ですけれども、今町長おっしゃったように、未定ですけれども、

例えば高校側で民間の看護士の資格を持っている方をお願いすると、大体旅費が道教委で

は何か２４万円から２５万円ぐらい見ているようですが、それも含めてそのことも今後、

高校側と協議になるのかなと思うのですが、その辺も振興会の予算もありますので、そこ

を見据えながら、この辺の数字も検討していただきたいのですけれども。 

この２点、お願いします。 

○議   長 

 黒川副町長。 

○黒川副町長 

指定管理の管理料のことでございますけれども、ちょっと言い方が悪かったかなと思っ

ております。大体、現状維持ということをベースに協議をさせてもらいました。 

その中で、１,５４９万円９,０００円で、現状の経費が大体それくらいだというところ

で、それに合わせて回数が２６回で前回はお願いしているのですけれども、万度にやろう

とすれば３０回は必要だというところで、最初３０回で積算をしておりました。町が３０

回やると２,０００万円かかりますと。その３０回に対しての提案は、１,８００万円でし

て、では１,８００万円で手を打てればいいのですけれども、１,８００万円だと今の大体

１,５００万円の経費からいきますと３００万円もオーバーして、これから５年間、今回

２年間にしましたけれども、その経費の増加はちょっと町としては飲めないと。提案者側

も積算するとこうなるんだよね、だけれども、経費、どんどん上がっていくのは自分とし

ても本意ではないと、改革したいということの申入れも頂きましたので、それで協議をさ

せてもらって、現状維持で何とかいける内容にしましょうということでの詰めをしたとこ

ろの２５回で１,５４９万９,０００円と、これならやれるということでの決着ということ

でございます。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

見学旅行に対する看護師、看護資格の持った者を同行させなければならないということ

で、高校と話している中で道教委としての単価的なものも今議員がおっしゃったとおり二

十数万円かかってしまうということで、それについても見学旅行に行く生徒負担というよ

うなことになっていくことを聞いておりますので、そういう金銭的な負担の割合も含めて
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養護教諭が引率教諭の中の１人としていくことのほうが合理的なのではないかということ

は、僕のほうからも話をさせていただきました。ただ、学校側で、その空いた養護教諭の

先生がいない学校の間のその空白を誰が埋めるかというところのもくろみが全くなかった

ものですから、看護師の資格を持っている人が学校にその期間だけ在駐をしていればいい

ということであれば、町内で看護資格を持った方で、その間、アルバイトか何かになるの

かもしれませんが、その間、学校にいてくれる人がいるのではないですか、ということを

僕のほうからお話をしたら、高校側も全くその頭がなかったものですから、もしそういう

形で学校が対応したいということであれば、そこは私どもが汗をかいて、そういう方をそ

の間、学校に協力いただけるような方を見つけるというところも私どもの仕事かなと思っ

ておりますので、そういう形が生徒の行っている間の健康管理、安心感も含めて、養護教

諭の随行というのが一番安心ではないかなという思いも持って、今協議を進めているとこ

ろでもあります。 

○議   長 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

高校の件は分かりました。もし大樹でそういう看護資格の持っている方がいれば、それ

を含めて、それを町の責任としてやっていただきたいと思います。 

指定管理の関係ですけれども、さっき、きついこと言ったのですけれども、課長の説明

で赤字の分を乗せたということについて、副町長はそこについて全然明言されなかったの

ですけれども、そこは本当に赤字の分、上乗せしているのか。 

もう１つ。これで最後ですから。別の方法とはどんな方法でやるのか。別な方法で同じ

回数出動するのであれば、刈ってもらったほうがよっぽど芝のためにいいと思うのですけ

れども、その工法の単価が違うのか、労務単価が違うのか、その辺を聞きたいです。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長 

施工の方法についてですけれども、フェアウエーの芝刈り回数を減らしたことから、芝

が伸びてくると転がりづらいということもありますので、工法として提案いただいたのが、

転圧をして芝を寝かせて、今までのようにボールが転がるようなフェアウエーの管理をし

ていくという部分で、単価的にも芝刈りよりも転圧の方が安いので、その分費用として抑

えられたという部分でございます。 

それと労務費についてなのですけれども、今期の積算については平成２７年度の労務単

価を使っております。それで、令和２年までに５年間で労務費が１.１５倍に膨れており

ます。ですので、当初５年前に積算した価格と今の費用を見ると、ちょっと施工費がかさ

んでいるという部分でございます。 
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○議   長 

 黒川副町長。 

○黒川副町長 

前回の５年前の委託のときの単価、労務単価からどんどん上がっていまして、そうする

とこちらが払う金額は横ばいですので、その分で経費が上がっていくというところで、最

初は収益で黒字もあったのですけれども、その分赤字になっていったと。赤字になってい

ったのはなっていったのですけれども、要は、労務単価が上がった分、今の単価で積算を

し直したことで、今の協議の経費が出ているということでございますので、５年前の単価

と今の単価とでは、今の単価で計算をし直した。でもなるべく現状維持でいきたいという

こちらの依頼もあった。お互い協議の中で現状維持でいきたいということで、では回数、

あるいは管理の仕方の工夫をして、これで収めましょうということで協議をしたというこ

とでございます。だから、赤字を乗せたということではないのです。赤字になっていたの

はなっていたのですけれども、赤字分を乗せたのではなくて、単価を見直したということ

なのです。 
以上です。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 何か不可思議な話になっているのですけれども、芝を刈ってプレイをしやすい芝を作る

ということが原則だと思うのですが、お金の関係で転圧するというということは、伸びた

芝を押さえつけることですよね。それをやることがどうかということが、ちょっと僕はあ

まりパークゴルフに詳しくないから分かりませんけれども、そういうことをしなくてはな

らないということ自体がちょっとおかしいのではないかと。 

運営の赤字という話ありますけれども、さっき言われたように、プレイ料金も５００円

から２００円、それから年間使用料も１万円から５,０００円に、当時も議論あったはず

なのです。というのは、年間、午前中、午後とか、１日２回とかやったり、それから連日

やって、それ１日当たりにしたら何十円にしかならないというそういう計算があったりし

て、使用料を下げたことが全て悪いとは言いませんが、そういうふうにして町民に還元し

ている状況の中で、この管理がまずいから、芝刈る回数を減らして提案すると、それはコ

ース状況が悪くなるのです。 

そこまでしなくてはならないのでしたら、一方で使用料等の検討とか含めてもっとある

べきだし、何となく今副町長が言われたもう１つは、赤字を補塡したのではなくて、経費

を削減したということでしたけれども、冒頭聞いたときびっくりしました。もし万が一、

指定管理者が変わったら、赤字の補塡だって、その人にできないわけですよ。同じ事業体

であったから、そんなやりくりできるのかなと思ったのですが、これは区切るわけですか
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ら、相手が変わったら、いくら前の人が赤字になったって、それは補塡することなんて不

可能な話ですから、そういうことを言われること自体が何となく、何が裏にあるのだと疑

惑を招くので、やはりきちんとすべきだと思います。 

○議   長 

 答弁要らないですね。 （菅議員了承） 

 （発言する者あり） 

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 ２時５９分 

再開 午後 ３時０３分 

 

○議   長 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 休憩いたします。 

 

休憩 午後 ３時０３分 

再開 午後 ３時１５分 

 

○議   長 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

ほかに質疑はありませんか。 

西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 歴舟川パークゴルフ場のことなのですけれども、回数減らしても何しても、いろいろ回

数減らして無理やり金額を下げても、業者にプレッシャーかけることになるし、４コース

あるから、例えば２コースは従前のようなレベルで整備して、あとの２コースについては

もう少しレベルを落とすとか、それからそういうことは契約上、非常に無理かもしれない

けれども、フェアウエーについては業者に作業してもらって、ラフのところだったらまた

別なシルバーセンターなり何なりにやってもらうとか、いろいろなやり方があると思うの

です。でも、行政のほうも一生懸命やってもらっていると思うのですけれども、一番最初

にパークゴルフ場ができたときには、柏林公園でやりましたよね。それはレクリエーショ

ンスポーツとか、いろいろな競技スポーツとか、いろいろあるけれども、やはりもう少し

そういうふうなお金が非常に苦しいことはもう絶対これからも先、なお全体の予算も苦し

くなるのですから、それはパークゴルフ協会の方々のお気持ちも分からんではないけれど

も、やはりそのときそのときの家庭の事情というか、懐の事情によって、もっと努力する

ことはあるのではないかと僕は思っているのですけれども、どうですか、町長。最大の努
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力をされて今の金額が出てきているのでしょうか。 
○議   長 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

議員の今の意見、しごくもっともだなというふうに思います。当初は柏林公園でやって

いたころは、本当にレクリエーションの一環でということでしたが、今はもう歴舟川にパ

ークゴルフ場を整備したということで、競技志向の協会の皆さんがプレイをする、日々の

そこで鍛錬をしていろいろな大会で成果を発揮すると、そういう場になっているというふ

うにも思っているところです。ただ、協議の中でご意見を頂いておりますが、やはり維持

管理をしていく中で労務費等も含めて指定管理料が高騰していくというのも事実でありま

すので、そういうところも含めて今回、この２年間という、本来５年間であった期間を２

年間という 期間で限度額も定めた中で、どういう形で運営していくかというのをこの中

で模索をしていく期間になるかなと思っておりますので、選定委員会の中でも４コースの

うちの３コースとか１コースをどうするとかこうするとか、金曜日だけではなくてという

ような、いろいろな意見があったということも聞いておりますので、そういう点も含めて

この２カ年間で今後の大樹町におけるパークゴルフ場の管理の在り方、運営の在り方につ

いては検討していく場というふうには私は捉えております。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

(なしの声あり) 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

最後に、歳入歳出全般についての確認漏れがあれば質疑を受けます。 

質疑はありませんか。 

        (なしの声あり) 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、議案第１２４号の件について討論を行います。 

討論はありませんか。 

        (なしの声あり) 

 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１２４号の件について採決いたします。 
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 お諮りいたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

  

   ◎日程第３０ 議案第１２５号 

○議   長 

日程第３０ 議案第１２５号令和２年度大樹町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

補正予算（第４号）についての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第１２５号につきまして、提案理由のご説明を申し上げ

ます。 

 本件につきましては、令和２年度大樹町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予

算（第４号）をお願いするもので、今回は歳入歳出それぞれ１，０１５万円の追加であり

ます。 

 内容につきましては、住民課長から説明いたさせますので、ご審議の上議決賜りますよ

うお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 林住民課長。 

○林住民課長 

 議案第１２５号令和２年度大樹町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第

４号）について説明させていただきます。 

 今回の補正は、既定の歳入歳出の総額にそれぞれ１,０１５万円を追加し、歳入歳出の

総額をそれぞれ６億８,８１２万６,０００円とするものでございます。 

 内容につきましては、事項別明細書で説明させていただきますので、８ページ、９ペー

ジの歳出をお開き願います。 

２款保険給付費、２項高額療養費、１目一般被保険者高額療養費、補正額１,０００万

円の増。今年度上半期における高額療養費の支給実績が前年度比で２５％ほど上回ってお

り、予算額が不足する見込みとなっていることから増額をお願いするものです。 

５項葬祭諸費、１目葬祭費、補正額１５万円の増。葬祭費につきましては、１件につき

３万円を支給しているものですが、予算不足を生じないように増額をお願いするものでご

ざいます。 
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次に、歳入について説明させていただきますので、６ページ、７ページをお開き願います。 

歳入。 

３款道支出金、１項道補助金、１目保険給付費等交付金、補正額１,０１５万円の増。

保険給付費は、普通交付金により支給することとなります。 

次に、５ページ、総括の歳出をお開き願います。 

 歳出合計、補正前の額、６億７,７９７万６,０００円。補正額、２款保険給付費で１,

０１５万円の増。補正後の歳出合計、６億８,８１２万６,０００円。 

 次に、４ページの歳入ですが、歳入合計、補正前の額、６億７,７９７万６,０００円。

補正額、３款道支出金で１,０１５万円の増。補正後の歳入合計、６億８,８１２万６,０

００円となるものでございます。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１２５号の件を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

   ◎日程第３１ 議案第１２６号 

○議   長 

日程第３１ 議案第１２６号令和２年度大樹町介護保険特別会計補正予算（第２号）に
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ついての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第１２６号につきまして、提案理由のご説明を申し上げ

ます。 

 本件につきましては、令和２年度大樹町介護保険特別会計補正予算（第２号）をお願い

するもので、今回は歳入歳出それぞれ７３万６,０００円の減額であります。 

 内容につきましては、保健福祉課長から説明いたさせますので、ご審議の上議決賜りま

すようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 井上保健福祉課長。 

○井上保健福祉課長 

 それでは、議案第１２６号令和２年度大樹町介護保険特別会計補正予算（第２号）につ

いてご説明いたします。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ７３万６,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を

それぞれ７億２,７３２万円とするものです。 

 補正の内容は、人事異動に伴う職員給与の増額と条例改正による期末手当の減額、各事

業の執行見込みの精査による減額が主なものとなっております。 

事項別明細書でご説明申し上げますので、８ページ、９ページをお開き願います。 

歳出です。 

１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、補正額３万６,０００円の減。職員給

与１２万６,０００円の増。職員手当等１６万２,０００円の減となっております。３項介

護認定審査会費、１目介護認定審査費、補正額６万円の減。 

３款地域支援事業、１項介護予防・日常生活支援総合事業費、２目一般介護予防事業費、

補正額３０万８,０００円の減。２項包括的支援事業・任意事業費、１目包括的支援事業

費、職員手当等１０万３,０００円の減。旅費２２万９,０００円の減となっております。 

次に、歳入についてご説明いたしますので、６ページ、７ページをお開き願います。 

歳入です。 

６款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金、補正額７３万６,０００円の減。 

 次に、総括についてご説明いたしますので、４ページ、５ページをお開き願います。 

 ５ページの歳出です。歳出合計、補正前の額、７億２,８０５万６,０００円。補正額、

１款総務費から３款地域支援事業費まで７３万６,０００円の減。補正後の歳出合計、７

億２,７３２万円でございます。 

次に、４ページの歳入です。 

歳入合計、補正前の額、７億２,８０５万６,０００円。補正額、６款繰入金７３万６,
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０００円の減。補正後の歳入合計、７億２,７３２万円となるものでございます。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１２６号の件を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第３２ 議案第１２７号 

○議   長 

 日程第３２ 議案第１２７号令和２年度大樹町介護サービス事業特別会計補正予算（第

４号）についての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第１２７号につきまして、提案理由のご説明を申し上げ

ます。 

 本件につきましては、令和２年度大樹町介護サービス事業特別会計補正予算（第４号）

をお願いするもので、今回は歳入歳出それぞれ２６６万３,０００円の減額であります。 
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 内容につきましては、特別養護老人ホーム所長兼老人デイサービスセンター所長から説

明いたさせますので、ご審議の上議決賜りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を

終わらせていただきます。 

○議   長 

 明日見特別養護老人ホーム所長兼老人デイサービスセンター所長。 

○明日見特別養護老人ホーム所長兼老人デイサービスセンター所長 

 それでは、議案第１２７号令和２年度大樹町介護サービス事業特別会計補正予算（第４

号）についてご説明いたします。 

今回の補正は、歳入歳出それぞれ２６６万３,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額

をそれぞれ４億４,６０３万３,０００円とするものです。 

 内容につきましては、事項別明細書によりご説明いたしますので、８ページ、９ページ

をお開きください。 

歳出です。 

１款１項ともに居宅介護サービス事業費、１目通所介護費、補正額７万２,０００円の

増。大樹町職員の給与に関する条例改正に伴う期末手当の減額とパートタイム会計年度任

用職員のデイサービスセンター介護員１名の社会保険加入による共済費の増額です。 

次に、２款１項ともに介護老人福祉施設事業費、１目介護老人福祉施設費、補正額２７

３万５,０００円の減、条例改正と職員退職などに伴う期末手当減額とパートタイム会計

年度任用職員の特養清掃員１名の社会保険加入による共済費の増額です。 

次に、６、７ページの歳入をお開きください。 

３款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金、補正額２６６万３,０００円の

減です。 

 次に、総括、５ページの歳出をお開きください。 

歳出合計、補正前の額、４億４,８６９万６,０００円。補正額、１款居宅介護サービス

事業費と２款介護老人福祉施設事業費で２６６万３,０００円の減。計４億４,６０３万３,

０００円となります。 

次に、４ページの歳入をご覧ください。 

歳入合計、補正前の額、４億４,８６９万６,０００円。補正額、３款繰入金で２６６万

３,０００円の減。計４億４,６０３万３,０００円となります。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 
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○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１２７号の件を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第３３ 議案第１２８号 

○議   長 

 日程第３３ 議案第１２８号令和２年度大樹町公共下水道事業特別会計補正予算（第１

号）についての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第１２８号につきまして、提案理由のご説明を申し上げ

ます。 

 本件につきましては、令和２年度大樹町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）を

お願いするもので、今回は歳入歳出それぞれ３５万７,０００円の追加であります。 

 内容につきましては、建設水道課長兼下水終末処理場長から説明いたさせますので、ご

審議の上議決賜りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長兼下水終末処理場長 

 それでは、議案第１２８号令和２年度大樹町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

について説明させていただきます。 

 今回の補正は、第１条で、歳入歳出それぞれ３５万７,０００円を追加し、歳入歳出予
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算の総額をそれぞれ３億１,４２５万７,０００円とするものでございます。内容につきま

しては、事項別明細書で説明いたしますので、８ページ、９ページをお開き願います。 

 ３、歳出。 

２款事業費、１項下水道整備費、１目下水道建設費、補正額３５万７,０００円の増。

これにつきましては、職員の給与に関する改正条例に基づく期末手当の減額と人事異動に

伴う給料のほか共済費の補正と、償還金については令和元年度事業の大樹下水道終末処理

場更新工事から発生いたしました鉄くずの売却額が、本年３月に確定したことに伴い、売

却高のうち国庫補助率５５％に相当する分を返却するものでございます。 

歳入を説明いたしますので、６ページ、７ページをお開き願います。 

２、歳入。 

４款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金で、補正額３２万円の増。給料と

共済費に充当する分でございます。 

５款１項１目ともに繰越金で、補正額３万７,０００円の増。補助金返還金に充当する

分でございます。 

次に、５ページの総括の歳出をお開き願います。 

 総括の歳出で、補正前の額３億１,３９０万円、補正額、２款事業費で３５万７,０００

円の増、補正後の歳出合計３億１,４２５万７,０００円。 

 続きまして、歳入をご説明いたしますので、４ページをお開き願います。 

歳入合計、補正前の額３億１,３９０万円。 

補正額、４款繰入金と５款繰越金で３５万７,０００円の増。補正後の歳入合計３億１,

４２５万７,０００円となるものでございます。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

 

○議   長 

 討論なしと認めます。 
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 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１２８号の件を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第３４ 議案第１２９号 

○議   長 

 日程第３４ 議案第１２９号令和２年度大樹町水道事業会計補正予算（第４号）につい

ての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第１２９号につきまして、提案理由のご説明を申し上げ

ます。 

 本件につきましては、令和２年度大樹町水道事業会計補正予算（第４号）をお願いする

もので、第２条の収益的収入及び支出では、収益的収入額が収益的支出額に対し不足する

額についての過年度分損益勘定留保資金から補塡する額を６,１２３万２,０００円に改め、

収益的支出の予定額を１０５万８,０００円減額、第３条の資本的収入及び支出では、資

本的収入額が資本的支出額に対し不足する額についての過年度分損益勘定留保資金から補

塡する額を２億６,６２９万６,０００円に改め、資本的支出の予定額を９万円減額、第４

条では、議会の議決を経なければ流用することのできない経費である職員給与費を１１４

万８,０００円減額するものであります。 

 内容につきましては、建設水道課長より説明いたさせますので、ご審議の上議決賜りま

すようお願いを申し上げまして、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

 

○水津建設水道課長 

 議案第１２９号令和２年度大樹町水道事業会計補正予算（第４号）について、条文に沿

って説明させていただきます。 

 第１条、令和２年度大樹町水道事業会計の補正予算（第４号）は、次に定めるところに

よる。 
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 第２条、令和２年度大樹町水道事業会計予算（以下「予算」という。）第３条本文括弧

書き中「収益的収入額が収益的支出額に対し不足する額６,２２９万円は、過年度分損益

勘定留保資金６,２２９万円で補てんするものとする。」を「収益的収入額が収益的支出

額に対し不足する額６,１２３万２,０００円は、過年度分損益勘定留保資金６,１２３万

２,０００円で補てんするものとする。」に改め、収益的支出の予定額を次のとおり補正

する。 

補正の内容につきましては、第１款水道事業費用の第１項営業費用について１０５万８,

０００円を減額するものでございます。 

 ２ページ目をお開き願います。 

 第３条、予算第４条本文括弧書き中「資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額２

億６,６３８万６,０００円は、過年度分損益勘定留保資金２億６,６３８万６,０００円で

補てんするものとする。」を「資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額２億６,６

２９万６,０００円は、過年度分損益勘定留保資金２億６,６２９万６,０００円で補てん

するものとする。」に改め、資本的支出の予定額を次のとおり補正する。 

補正の内容につきましては、第１款資本的支出、第１項建設改良費について９万円を減

額するものでございます。 

 第４条、予算第６条本文中議会の議決を経なければ流用することができない経費の職員

給与費３,６６０万５,０００円を、収益的支出と資本的支出の補正予算額１１４万８,０

００円を減額し、３,５４５万７,０００円に改めるものでございます。 

内容につきましては、事項別明細書で説明いたしますので、１１ページ、１２ページを

お開き願います。 

 収益的収入及び支出の支出の部。 

１款水道事業費用、１項営業費用、３目総係費、補正予算額１０５万８,０００円の減。

ここでは、職員手当の補正で、１１月の臨時議会でお認めいただきました職員の給与に関

する改正条例に基づきまして、期末手当の減額をお願いするものでございます。なお、水

道事業で計上している人件費のうち、課長分について４月の新年度から一般会計で支出す

ることになったため、併せて減額するものでございます。 

次に、１５ページ、１６ページをお開き願います。 

資本的収入及び支出の支出の部。 

１款資本的支出、１項建設改良費、１目固定資産取得費、補正予算額９万円の減。ここ

では、職員手当の補正で、先ほどの収益的支出の職員手当と同じく、職員の給与に関する

改正条例に基づき期末手当の減額をお願いするものでございます。 

次に、１３ページ、１４ページをお開き願います。 

資本的収入及び支出の収入の部。 

損益勘定留保資金９万円の減をするものでございます。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 
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○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１２９号の件を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第３５ 議案第１３０号 

○議   長 

 日程第３５ 議案第１３０号令和２年度大樹町立国民健康保険病院事業会計補正予算

（第２号）についての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第１３０号につきまして、提案理由のご説明を申し上げ

ます。 

 本件につきましては、令和２年度大樹町立国民健康保険病院事業会計補正予算（第２号）

をお願いするもので、第２条の収益的収入及び支出では、収入支出それぞれ１３４万１,

０００円の減額、第３条の資本的収入及び支出では、資本的収入額が資本的支出額に対し

不足する額を２２９万円に改め、資本的収入の予定額を１,０７８万円追加し、資本的支

出の予定額を１,１４０万円追加するものであります。 

 第４条では、議会の議決を経なければ流用することができない経費である職員給与費を
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１３４万１,０００円減額し、第５条では、他会計からの補助金を４億７,０００万円に改

めるものであります。 

 内容につきましては、町立病院事務長より説明いたさせますので、ご審議の上議決賜り

ますようお願いを申し上げまして、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 下山病院事務長。 

○下山病院事務長 

 それでは、議案第１３０号令和２年度大樹町立国民健康保険病院事業会計補正予算（第

２号）について、条文に沿ってご説明させていただきます。 

 第１条、令和２年度大樹町立国民健康保険病院事業会計の補正予算（第２号）は、次に

定めるところによる。 

 第２条、令和２年度大樹町立国民健康保険病院事業会計予算（以下「予算」という。）

第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

予定額につきましては、収入支出ともに１３４万１,０００円を減額するものでござい

ます。 

第３条、予算第４条本文括弧書き中「資本的収入が資本的支出に対して不足する額１６

７万円」を「資本的収入が資本的支出に対して不足する額２２９万円」に改め、資本的収

入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

予定額につきましては、収入を１,０７８万円、支出を１,１４０万円それぞれ増額する

ものでございます。 

第４条では、予算第７条で定めました議会の議決を経なければ流用することができない

経費を１３４万１,０００円減額し、７億７,４３７万４,０００円に改めるものでござい

ます。 

第５条では、予算第８条で定めました他会計からの補助金を１億２,０００万円増額し、

４億７,０００万円に改めるものでございます。 

 内容につきまして、事項別明細書で説明させていただきますので、１１ページ、１２ペ

ージをお開き願います。 

 収益的収入及び支出の支出の部。 

１款病院事業費用、１項医業費用、１目給与費で１３４万１,０００円の減。大樹町職

員の給与に関する条例の改正に伴うもので、職員７２人分の期末手当が減額となるもので

ございます。 

次に、９ページ、１０ページをお開き願います。 

収益的収入及び支出の収入の部。 

１款病院事業収益、１項医業収益、１目入院収益で１,３１１万７,０００円の減。１日

平均４５人の入院患者数を予定しておりましたが、新型コロナウイルス感染症の流行から

２人分の患者数を減じ、４３人の予定とするものでございます。２目外来収益で１億８２
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２万４,０００円の減。１日平均１６５人の外来患者数を予定しておりましたが、新型コ

ロナウイルス感染症の流行等から６０人分の患者数を減じ、１０５人の予定とするもので

ございます。 

２項医業外収益、３目他会計補助金で１億２,０００万円の増。入院・外来収益の減収

見込みを補塡するため、一般会計補助金の増額をお願いするものでございます。 

次に、１５ページ、１６ページをお開き願います。 

資本的収入及び支出の支出の部。 

１款資本的支出、１項建設改良費、１目有形固定資産購入費で１,０７８万円の増。機

器及び備品購入費で、病棟救急処置室における感染症患者等に対応するための超軽量移動

型デジタルＸ線撮影装置１台となっております。 

３項１目ともに貸付金で６２万円の増。看護師就業支援金貸与金で、当初予算では道内

からの就業者１人と町内の就業者１人を見込んでおりましたが、４月に帯広市から、来年

２月に札幌市から１人看護師が就業予定のため、道内からの就業者２人分とするものでご

ざいます。 

次に、１３ページ、１４ページをお開き願います。 

資本的収入及び支出の収入の部。 

１款資本的収入、１項１目ともに一般会計負担金で１,０７８万円の増。新型コロナウ

イルス感染症対応地方創生臨時交付金を財源とする一般会計負担金でございます。 

損益勘定留保資金で６２万円の増。看護師就業支援金貸与金の増額に伴うものでござい

ます。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

医業収益の減ですけれども、最終的には１億２,１３４万１,０００円の減なのですけれ

ども、説明の中ではコロナ禍による入院患者、外来患者減ったというのですけれども、そ

れだけの原因で減ったのか、ほかに要因はないのか。それだけコロナ関係で減ったのであ

れば、これが回避すれば、最低でも令和元年の医業収益まで戻る想定をしているのか、そ

れについてまず聞きたいのですけれども。 

○議   長 

 下山病院事務長。 

○下山病院事務長 

実際の現況の運営状況なのですが、今年度上半期の状況を前年度の上半期と比較しまし
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たところ、１日平均患者数で申しますと、外来では昨年上期１０７.１人に対しまして、

今年度の外来患者数は８３.７人、２３.４人、２３.８％の減となっております。入院で

は、昨年４３.３人に対しまして今年度は３７.９人ということで、５.４人減りまして１

２.５％の減収となっております。 

この１億２,０００万円合わせまして、医業収益と一般会計補助金の増減の関係なので

すけれども、実際に令和元年度の決算をちょっと精査しまして、令和２年度の上期、令和

元年度の上期で実際の収益はどれくらい減ったかという部分につきましては、実際の新型

コロナウイルス感染症の関係で決算と合わせて減となった額が６,３８４万円となってお

ります。残りの分につきましては、当初増収を見込んでの医業収益の計上した分が全く入

ってこないというところで、その分の収益が得られないということで、今回減額するもの

となっております。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 コロナ対策で、その辺どうもほかの増収というか、医業収益見込んだ分が最終的には入

ってこないということなのです。 

それで、一番心配になるのは、この会計というのは地方公営企業法で基本的には独立採

算制なのですよね。そういった中で、今回認めると、一般会計が４億７,０００万円なの

です。そうすると、もう１つ心配なのは、その経営の効率化の数値の指標なのです。気に

なるのですけれども、ちょっと２点ほど教えていただきたいのですけれども、例えば経営

費削減につながっていく職員給与と医業収益の比率はどのくらいになっているのか。平成

２７年で１００.４％だったのです。令和２年の目標数値が多分９４.５％で設定したので

はないかと思うのです。 

 もう１つは、材料費と医業収益の比率なのです。この辺はどうなっているのか。２７年

のときには２２.４％の実績で、多分目標数値が１８.９％なのです。という数値なのです

けれども、実際こういう４億７,０００万円も補塡していく中で、令和２年の最終的には

どれくらいの数値になるのか、それをちょっと聞きたいのですけれども。 

○議   長 

 後程、資料の提出でよろしいですか。  （齊藤議員了承） 

ではもう１度、齊藤徹君。 

 

○齊藤徹議員 

 では後程資料お願いします。最後に町長に聞きたいのは、今、一般会計で１億２,００

０万円認めますと、今も言いました４億７,０００万円なのです。もう５億に届いてしま

うのですよ。 

国からの交付金も１億何千万とかあるのですけれども、そういった中で、やはり先ほど
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言いましたように、公営企業会計というのは、基本的には独立採算制でいくのですけれど

も、そういう中で、一般会計の繰入については、地方公営企業法で第１７条の２と３で認

められて、それで操出しをしていると思うのです。 

そう言いながらでも、一般会計も湧き水のように湧くわけでもないのです。一般会計は

限度があるのです。来年度以降、この医業収益どうやって上げるか、せめて、人件費分く

らいは医業収益を上げるような工夫をしていかなければならないと思うのです。 

 もう１点は、医療体制の見直し。今外来、発熱外来ですか、車内でやっているのですけ

れども、これも多分一生のお付合いなので、ある程度の診察を設けていかなければならな

いとなると、そこでまた経費がかかってくるのです。そうすると、医療体制の見直し、医

師５人いますので、例えば土日、祝日の日直体制、夜間の日直体制、そういったこと全般

見直ししながら経費の削減に今後努めていかなければならないと思うのですけれども、そ

れについて最後町長、お願いします。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま病院の２号補正の内容についてご審議を頂いているところです。今回の補正に

至った経緯等については、先ほど事務長のほうから説明をさせていただいたとおりです。 

例年、少なくない金額を一般会計から補助しているということもあって、病院の経営に

あっては、院長を筆頭に事務も含めて鋭意取り組んでいるところではありますが、今回の

コロナ禍にあって、こういう状況になったということです。 

来年以降、病院の収益をどうやって確保していくかというところについても、大きな課

題でもありますし、解決すべき問題だとは思っているところです。ただ、いかんせん、コ

ロナの関係で先行きが見通せないという中では、来年度以降も、少なくとも来年について

も非常に病院の会計は厳しいものが想定されるのではないかというふうにも考えていると

ころでもあります。 
 現在の病院の医療体制、ドクターの体制については、近年の中では非常に充実したスタ

ッフで診療を行っていただいていると思っているところでもあります。 
町民の安心・安全のためにはやむを得ないと言いつつも、私どもの一般会計から回せる

財源についても、それはもう限りがあるということでもありますので、今回の状況を踏ま

えて医療体制、今議員からご指摘もありましたが、発熱外来等の診療体制も含めて、本当

に今の体制がいいのかどうか、必要なものは会計が厳しいと言いつつも整備していかなけ

ればならないものもありますし、逆に今の予算規模、または医療体制の中で効率を図れる

ものもないのかという精査も含めて、新年度の予算編成にあたっていきたいと思っている

ところでもあります。 
 大樹町の医療の安定的な提供のためにも、病院スタッフ一同頑張ってくれているという

ことは議員各位もご理解を頂いていると思いますので、私どもの務めとして病院会計が安
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定的な会計になっていけるような医業収益の確保でありますとか、経費の見直し等も含め

て、新年度予算の編成の中で取り組めるものについては、予断を許さずにスピード感を持

って対応していければなと思っております。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 今、同僚議員からもありましたように、非常に１億２,０００万円、大きな額で、総体

的に４億７,０００万円になるのですが、病院事務長から説明があった中で、コロナの対

応で６,３４０万円の落ち込みがあったという報告がありました。ただ、日常の現実とし

て、コロナ禍関連で病院に行くのを控えているという人達が多いのも事実だというには思

いますけれども、今年の１つの流れとして、コロナの感染防止のために、ほぼ全町民がと

言ったほうが正しいと思います。全町民が手洗い、そしてマスク着用、うがいの徹底等を

実施したことによって、マスコミ報道でもインフルエンザの予防接種は進んでいますけれ

ども、感染した患者が前年度比９割減ということが言われているのです。 

それから、風邪にかかった人も少ないと。それは、コロナの影響で身を守る対策を個人

個人が徹底したことによって、たまに町でもマスクしていない人も見ますけれども、ほと

んどの人がマスクして帽子かぶって、挨拶されても誰だか分からん状況が続いているわけ

であります。 

ですから、僕は、事務長が言ったコロナ禍の中で病院に人が来ないというか、コロナの

影響での減収ではなくて、インフルエンザの患者、通常の２月、３月以降の風邪の患者等

が激減しているのでないかということも大きな要因ではないかと、自分なりに素人感覚で

思っています。そのことは、コロナは恐ろしいけれども、逆に返せば対策をすればインフ

ルエンザや風邪の予防もできるということで、１つのある意味プラス要因。ですから、そ

ういうことも収入の減ということで計算されていないのですか。 

○議   長 

 下山病院事務長。 

○下山病院事務長 

この推計には、実はそういった部分は入っておりません。現状としましては、インフル

エンザも検査をしているのですが、今うちの病院でインフルエンザの陽性だという患者は

１人もおりません。それと、風邪症状の方は、全て発熱外来ということで受けているので

すけれども、１日二、三件程度でして、風邪もそんなに流行った感じもなくて、そういっ

た部分では恐らく去年とは全く違った病院の受診というか、患者の状況となっております。 

推計値のほうは、そういった部分は、あくまでも上期の、全年の上期と今年度の上期を

対比した中での推計で出しておりますので、インフルエンザとか風邪症状の関係で減とな

る部分については、推計の中に含んでおりません。 
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○議   長 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 町民が病院にかからない、健康であることが一番望ましいので、病院が暇で、収入が減

っても、みんなが健康であればそれに越したことがない。それに係る経費は仕方がないと

思うのですが、そういう意味で、今、町長が先ほど言われましたように、職員が日夜努力

されていることも、そうではないとは言いませんが、いろいろさっき言いましたように、

自治体の中でいろんな、自分たちが対応することによって防げる疾病のことも改めてある

のだなということは、改めて理解をする必要があるのかなというふうに思います。 

それから、これはこれ以上言いませんが、町にはいろいろな嫌なうわさがあって、だか

ら町立病院患者少ないと言われている実態もなきにしもあらずであります。ですから、町

長言われたように、病院の経営状態に対して、経営・運営に対して、やはり今どうあるべ

きかの議論をきちんとする時期にあるのかなと改めて思いますので、町長先ほど言われた

ように、この５億円になろうとしている一般財源の補塡について、これをひとつの５億の

ところを壁にしてやっていけるような対応について議論を深めていっていただきたいと、

こういうふうに僕自身も思いますので、その辺、最後にもう一度お聞かせいただければと

思います。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 先ほど同僚議員にお話しした内容とかぶるということはご了解いただきたいと思います

が、先ほど事務長のほうから説明したとおり、インフルエンザでありますとか風邪であり

ますとか、この時期ある程度の流行がある病気に対しても、感染症対策が徹底されている

中で発生が抑えられているということは、私どもにとっては非常に町民の健康という部分

ではありがたいと思っているところです。ただ、その分、先ほどから説明しておりますと

おり、外来の患者、入院の患者の収益が上がってこないというところも両面であると思い

ますので、一概に増やすことだけを、町立病院の患者を増やすということだけを念頭に置

くというわけにはなかなかいかないかなと思っているところです。 

 これからも、町民の健康を守る、安心して暮らせる地域をつくっていくという意味では、

町立病院の役割は間違いなくあると思いますので、それをしっかりと町立病院のスタッフ

とともにつくっていく、築いていく、継続していくということは必要かなと思いますが、

そこら辺で正直、どこら辺まで今の体制を維持していくかというところもあるかなと思っ

ておりますので、その辺は短絡的な考え方ではなくて、長期的なビジョンを持ちながら病

院運営をどうしていくかというところも考えていく必要はあろうかと思っておりますので、

来年度の予算編成をまずはどういう形でやっていくかということを見据えた中で、今後検

討していきたいと思っております。 
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○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１３０号の件を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

   ◎休会の議決 

○議   長 

 これをもって、本日の日程は全て終了いたしました。 

お諮りいたします。 

 議会運営基準第２０の２の規定に基づき、明日９日は休会にしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、明日９日は、休会とすることに決しました。 

 

   ◎散会の宣告 

○議   長 

 本日は、これにて散会をいたします。 

散会 午後 ４時１２分 
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開議 午前１０時００分 

 

   ◎開議の宣告 

○議   長 

 ただいまの出席議員は、１１名であります。 

 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 

   ◎日程第１ 会議録署名議員指名 

○議   長 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２４条の規定により、議長において、 

１０番 志 民 和 義 君 

１１番 齊 藤   徹 君 

 ２番 辻 本 正 雄 君 

を指名いたします。 

 

   ◎日程第２ 一般質問 

○議   長 

 日程第２ 一般質問を行います。 

 先に質問の通告がありましたので、これより順次発言を許します。 

 はじめに、８番、西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 おはようございます。先に通告してありますことについて、一般質問させていただきま

す。 

環境保全対策事業についてということで、質問をさせていただきます。 

今日、町内においては法人、個人を問わず大規模に畜産経営が行われています。これに

かかる対策も大きな資金が必要とされています。 

また、井戸水利用があれば、これに起因する生活不安もあります。これらの現況と対策

についてお伺いします。 

項目としては６つを用意させていただきました。 

１番、町内におけるバイオマス利用施設と今後の建設予定。 

２番、利用施設の課題や問題点について。 

３番、共同利用のバイオガスプラントの可能性。 

４番目には、メタンガスの発電以外の利用について。 

 ５番目には、町内における井戸水利用の実態。 
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 ６番目は、硝酸・亜硝酸性窒素検出の有無についてをお伺いします。よろしくお願いい

たします。 

○議   長  

酒森町長。 

○酒 森 町 長  

 西田議員ご質問の環境保全対策事業についてお答えをいたします。 

１点目の町内におけるバイオガス利用施設と今後の建設予定についてでありますが、

町内には、現在、３つの施設で家畜ふん尿を由来とするバイオガスの利用が行われており、

今後の建設予定の施設については、複数の施設が計画されていると伺っております。 

バイオガスプラントを建設することにより、家畜ふん尿処理に係る労力の低減や臭気対

策が図られるなど、今後、規模拡大を進めていくうえでも大変有効な施設であると認識し

ております。 

２点目の利用施設の課題や問題点についてでありますが、第１には、施設の建設費が高

額ということです。国の補助事業では、発電に関係する施設機器は補助の対象外となって

おり、総事業費の約７割が事業者である生産者の負担となっております。 

第２には、メンテナンスの料金が高いことが挙げられます。管理については民間業者に

委託している事業者が多く、年間で数百万円の経費を負担していると伺っているほか、事

業者の発電施設から電力会社の変電所までの送電線の容量等が不足している場合には、事

業者が送電線の架け替え費用を負担しなければならないという問題もあります。 

３点目の共同利用のバイオガスプラントの可能性についてでありますが、今後建設予定

の施設の中に、複数の酪農経営者が共同利用する集中型のバイオガスプラントも含まれて

いると伺っております。 

４点目のメタンガスの発電以外の利用についてでありますが、全国的に、電力会社側が

バイオガス発電などからの電力買取りを、送電線の容量不足を理由に現在停止していると

ころでありますが、ノンファーム型接続という、夜間など送電線の空き容量を利用した、

新たな連携の検討が行われているところであります。その早期実現に向けて、先月、北海

道酪農振興町村長会議、北海道公社営畜産事業推進協議会の役員として、中央要請活動を

行ってきたところであります。 

一方、国・道においては、バイオガスなど再生可能エネルギーの地産地消を支援してお

り、メタンガスから、水素やメタノールなどを抽出し、その有効利用に向けた実証実験が

各地で行われています。 

当町におきましても、家畜ふん尿由来の液化メタンを利用したエネルギーの地産地消に

ついて調査検討してまいります。これはメタンガスを液化し、ロケットや施設の燃料とし

て、利活用の可能性を検討するものです。 

５点目の町内における井戸水利用の実態については、町が設置している井戸はありませ

んが、井戸水として利用していると把握しているものは１４件あり、このうち８件が家庭
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用飲用水として利用されていると承知しております。 

６点目の硝酸・亜硝酸性窒素検出の有無についてでありますが、「北海道飲用井戸等衛

生対策要領」により、個人飲用の井戸にあっては、一般水質検査を１年以内ごとに１回行

うことが望ましいとされていることから、設置者において検査を実施していると思われま

すが、町においては検査結果の把握は行なっておりません。 

北海道が実施しております水質調査の結果については、地図上に環境基準値以内の箇所

と、基準値を超過した箇所が表示され、公表されておりますが、大樹町内と思われるエリ

アでは、基準値を超過しているところはありません。 

○議   長 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 ご答弁の中でちょっと確認したいことあります。１点目の今後建設予定の施設について、

複数のというようなお話がありましたけれども、農協なりそれぞれ関係団体との協議や情

報交換の場で、どれくらいの施設が計画されているとか、具体的な数字をお持ちでしたら

お知らせください。 

○議   長 

佐藤農林水産課長。 

○佐藤農林水産課長 

 現在、８つの経営体でバイオガスプラントの建設が予定されております。 

○議   長 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 まだ計画でしょうから、いろいろ日々日々変わってくることも想定されますけれども、

この８つというのは、町とか農協が関与しない純粋な、例えば農業生産法人ですとか農家

とか、そういうような方が事業主体になっていると思ってよろしいのでしょうか。 

○議   長 

佐藤農林水産課長。 

○佐藤農林水産課長 

 議員おっしゃるとおりでございます。 

○議   長 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 それでは、まず前半バイオガスのこと、それから後半、井戸水利用のことについて、２

つに分けてお話というか質問させていただきます。 

 ひとつ具体的に今まで自分が思っていたような、そういうような状況にあるのだなとい

うことで思っているのですが、お聞かせいただきたい１つは、このバイオガスプラントの
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推進にあたり、法人か個別経営かは別にして、今、農業関係の方が計画されているのは、

多分集中型ではなくて個別型の計画をされていると思うのですが、その中で町の役割なり

協議に関わっているか、その状況についてお知らせください。 

○議   長 

佐藤農林水産課長。 

○佐藤農林水産課長 

 現在、バイオガスプラントの計画に対しましては、農協が中心となりまして、町も含め

まして事業を計画している事業者と電力の接続、またその形態の規模について専門業者を

交えまして、計画について協議をしているところでございます。 

○議   長 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 うちのバイオガスプラントについては、個別型なのですけれども、十勝で、僕も中に施

設見学に行って僅かな説明を受けたことがあるのですけれども、その方向性として、例え

ば環境省やＮＥＤＯ、産総研、いろいろな組織があるのですけれども、うちについてはそ

のような環境省や経産省の事業というのが見えてきていないのですけれども、それは何か

特別な理由があるのでしょうか。プラントが大きければいいというものではないと認識は

しているのですけれども、そのような中央官庁関係やＮＥＤＯなどの協議の跡がないよう

に思われるのですが、その経過というか、どうしてそのようなことなのかをお知らせくだ

さい。 

○議   長 

黒川副町長。 

○黒川副町長 

 バイオガスプラントを十勝で早くに取り組んでいたのは、鹿追町が早かったのかなと思

います。集中型で、そこは取組が早かったのだろうと思いますが、私が聞いている中では

鹿追町のバイオガスプラントは当初は補助事業で行っていると伺っております。途中でＦ

ＩＴの制度が入りまして、ＦＩＴ制度にもならないかというような協議もされたようです

けれども、私どもの町で取り組み始めたときは、やはりきっかけはＦＩＴ制度というとこ

ろからスタートしておりますので、ＦＩＴの関しましては、基本的に補助事業はなしと。

ＦＩＴの買取り電力、３９円ですけれども、この中に設備投資分も含まれているから、Ｆ

ＩＴで電力得る場合は補助金はないですよということでのスタートでありましたので、補

助の協議というのは行っておりませんが、そこに伴います先ほどの話がありましたような

電力線の負担金ですとか、そういった接続の関係とか、そういったことに関しては当時の

前町長が負担金の軽減等について北電に要請をしたり、あるいは農林省、経産省に要請を

したりというようなことをしております。現在も酪農振興町村長会議等で環境整備につい

て要請をしているということでございまして、ＮＥＤＯとかそういったものは恐らく新た
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な実験的なモデル事業的なものには事業が一緒にやる場合があるのかもしれませんが、通

常のバイオガス発電をするのにＮＥＤＯあるいは経産省等の補助金等々が絡むというのは、

ちょっと私どものほうは承知しておりません。 

○議   長 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 パイオニア的な、そのような事業に、今で言うＮＥＤＯや経産省、環境省の事業が利用

できるよというようなお話だったと思うのですが、今、大きな農業法人がご自分でＦＩＴ

のそういうようなことでやっていることも承知しているのですけれども、臭気対策とか、

それから大きな法人だったら自分のお金である程度やれるのでしょうけれども、小規模な

酪農家の方のことを思ったり、市街地の周辺なんかの臭気のことを思えば、先ほどの集中

型のようなことも考えたらいいのではないかなという意見なのです。 

集中型で小さなものというのはあまりあり得ませんし、集中型のマイナスの面もありま

すよね。例えばふん尿を車で運ばなければならないだとか、いろいろマイナスな面もあり

ますし、施設のお金もさらに多額になることは想定されます。この時代の中で集中型、実

際には鹿追町とかのそういうようなモデル事業のことばかり言ってもあれですけれども、

何か鹿追町の事例でいけば、もちろん電気を起こすことや水素を作ること、汚泥の利用、

生ごみまで集中施設ならば、そのようにできるのではないかなと。集中型も、事業主体は

どこになるのか、例えば農協がやっていただけるのか町なのか、ある程度公設民営的な、

そういうふうな動きなのか。資金対応もＰＦＩのような、そういうような手法も多分可能

でないかなと思うのですが、町として今のような観点から、集中型のメタンガスのプラン

トの必要性をどのように考えているのでしょうか。まずお聞かせいただきたいと思います。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 今現在、各酪農家それぞれの事業体等で検討している状況については説明をさせていた

だいたとおりです。その中には、大規模法人で単独で個別で処理を賄うところ、そして、

酪農家が、畜産農家、肉牛農家なども入っているのかもしれませんが、複数戸で集中型で

共同で運営していく考え方で今現在計画を進めているというところもあると聞いておりま

す。 
 私どもも、先ほど副町長からの答弁にもありましたが、酪農、畜産を営む上で、家畜ふ

ん尿の処理まで完結できて初めて正式な酪農経営、畜産経営がシステム化できると思って

おりますし、何よりも、やはり臭気対策、そういう部分でも適切な処理であると思ってお

りますので、バイオガスプラントの建設にあっては、私どももいろいろな酪農、畜産を振

興する上でも必要な施策であると思っておりますので、今後も生産団体、農協等とも協議

をしながら進めていければと思っております。 



 

－ 8 － 

私どもの役割としては、施設を建設するにあたって、例えば農地の転用が絡む場面での

相談なり指導をさせていただくことがあるとか、またはいろいろな資金、または制度との

利活用も含めて情報を提供させていただくということが大きな役割かなと思っております

ので、今後も今現在計画をしておりますバイオガスプラントが早期に実現できるように、

そういうアシストといいましょうか、応援、支援については私どもの役割であるという認

識を持っております。 

○議   長 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 農協なり農家なり、それぞれの努力の中で行政としても応援していくのだよというよう

なお話だったと思います。 

現行のご答弁の中で、バイオガスプラントは、いろいろ大変だよというような中で、電

線の話やいろいろ出てきていると思うのですけれども、例えばの話で、そう簡単なもので

はないと思うのですけれども、どうしてもＦＩＴの中で処理しようとするから、電線の枠

がなかなかないとか、電気を通せないとか、電線を強化しなければならないとか、それぞ

れ隘路というか、そういうようなものが考えられるのでしょうけれども、これどうなので

しょうか。町として、例えば夜、農家がもちろんそういうような施設で夜発電をしていた

だくことは、一番誰にも迷惑はかからないのですけれども、でもガスタンクが大きくなけ

ればならないとか、発電機も今の能力では、夜だけでは発電できないとか、そういうよう

な問題が出てくるのではないかなと思うのですけれども、どうしてもそういうような発電

だけに頼らない方法というのは、低圧ガスで、例えばメタンガスをどこか、この施設で燃

やしてもらうような、公衆浴場だとか、何か隣の町で農家が塩作っているから、薪たかな

いで、熱源にしたらどうかとか、下水処理場も必ず菌を増やすのに加温すると思うのです

けれども、そういうようなところに使うとか、ちょっと僕はそんなところくらいしか気が

つかないのですけれども、まだまだこの町なりこの近隣にメタンガスを熱源として使って

いただけるような、そういうようなことはあるのではないかなと思うのですけれども、今

町長がまさにアシストと言われましたけれども、その行政としてのアシストは、こんなこ

とだったらうちの町でもできるよというようなアイデアがあると思うのですけれども、そ

こら辺はどのようにお考えですか。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 先ほど答弁の中でも答弁させていただいたと思っておりますが、私どもは今、エネルギ

ーの地産地消ということで、スマート街区の事業の採択を受けて、役場周辺の公共施設の

エネルギーを地産地消していこうという取組を進めているところです。 

今回、補正予算でお認めいただきましたが、これとは別に酪農家のところでバイオガス
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で発生する液化メタンをエネルギーとして地産地消できないかという取組を実は北海道の

全部で３地区のうちの１つに採択を受けて、今年から研究に入るということで予算を認め

ていただいたところです。その取組は、まさに今、議員がご指摘のあったとおりの形をで

きないか、公共施設やまたは最終的にはロケットの燃料というところもあるのですが、そ

ういうものに活用できないかという研究をまさにこれからスタートしたということであり

ますので、その成果として実現できるものがあれば、公共施設等にまずは燃料として供給

していきたいという思いも含めて、北海道のほうにモデル事業として採択を受けたところ

であります。 

○議   長 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

早くそういうようになって、８基の施設が電気の線の容量などに惑わされないで、所期

の成果を達成できることを願っております。 

 こんなことを言うのも釈迦に説法で大変申し訳ないのですけれども、今の集中型に対し

て、スラリーでなくて固い牛ふんというか、べたべたでないもので、小規模ガスプラント

がいよいよ動き始めたり、具体的にはＮＴＴと帯広のバイオリサーチですか、初期投資な

しで、イメージはリースだと思うのですけれども、そういうようなことも新聞発表されて

おります。 

また、興部では、大阪大学との共同研究でガスをメタノールですか、メタノールはその

ままご存じなように燃やせますし、新聞によりますと、化学製品の原材料にもなるようで

す。 

そういうようなことを、農協やいろいろなところありますので、先ほど日々日々農協や

関係機関と協議しているというお話ですけれども、やはり町としても先進事例なりをキャ

ッチして、その先進事例が本当にうちにも導入できるものなのかとか、セクションはある

のでしょうけれども、ある程度、エネルギーを割くような体制が必要ではないかなと思っ

ておりますし、こういうようなことは技術職でなくてもある程度新聞やいろいろな情報の

中からキャッチできると思いますので、体制の強化をしていただきたいと思っているので

すが、いかがですか。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 私、先ほどバイオガスの関係で、中央要請を行ったと答弁させていただきましたが、ま

さに北海道酪農振興町村長会議、北海道公社営畜産事業推進協議会、両会長は興部の町長

であります。私とも一緒に役員をしているということで、日々そういう活動を通じていろ

いろな情報は私どもも得ていると思っております。 

また、北海道全体でバイオガスの推進を図るべく自治体、または関係機関が入った協議
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会がございまして、それの勉強会が来週の１４日の日に札幌市で開催をされる予定で、私

と担当の課長が出席する予定でありました。ただ、残念ながらウェブによる会合になった

ということでありますので、担当課長がウェブで参加し、勉強をさせて情報を得るという

ことを進めたいと思っております。 

これからも、今事例でありました興部に限らず、道内では先進的に取り組んでいる各自

治体または酪農法人等がありますので、そういう情報収集または有効な方法等については、

地元の各生産者等にもしっかりフィードバックできるような、そういうことについてはこ

れからも努めていきたいと思っております。 

○議   長 

 西田議員、もう少し質問、端的にやってください。 

先に聞くことを言ってくれないと、前書きだけをしゃべっていても困るので、こういう

ことが聞きたいともう少し分かるようにお願いします。 

西田議員。 

○西田輝樹議員 

 そのように中央での活動も見えてきましたので、大変ありがたいことだと思っておりま

す。 

 あと、今の最新事例のことと大変矛盾するような言い方で申し訳ないのですけれども、

あとは前にスラリータンクみたいな、グリーンで一時期、萌和かどこかにタンクを設置し

た事業もあると思うのですけれども、そういうようなものですとか、大樹には公の大きな

農協で堆肥場もないと思いますので、バーク堆肥だとか、今ある既存の事業についても、

もう１回再点検していただきたいなと思っているのですが、昔、実施してだめになったの

か、そこら辺がよく勉強不足で分かりませんけれども、既存の古い技術とか古い方法でも

再評価すべきものがあるのではないかと今回思ったのですが、町ではそのようなこと、い

かがお考えでしょうか。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 私も職員時代に農業に携わった経験がございますので、当時の事業でパワーアップ事業

という事業だったと思いますが、酪農家、生産者が最終的には５％負担で家畜ふん尿の処

理施設を整備できる事業がありましたので、その段階で、今現在ある経営体の全ての経営

体が自賄いで酪農、家畜ふん尿の処理をできる施設は有していると思っております。ただ、

それが大規模化になってくるに伴って、今現在のあるふん尿の処理施設が自分の経営体と

はマッチングしない状況が出てきているというところが、今現在、各生産団体において家

畜バイオガスプラントの整備を図っていく方向にあるという位置づけになっているのだと

思っております。 
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○議   長 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 今回、この一般質問するにあたって、住民の方から臭気のことがもともとの動機なので

すけれども、町の条例で俗にいう公害防止的な条例もちょっと見て見たらなくて、事務局

に問合せをしたらないそうです。 

それで、この臭気対策、今までもできていないし、条例などは無理でないかなと思って

はいるのですけれども、指導指針というか指導要領というか、何か要綱の中で農家に指導

をする方策はないのかなと思って。随分、臭気のことは改善できると思うのですが、臭気

対策の面から指導指針や指導要領の可能性はないのでしょうか。 

○議   長 

佐藤農林水産課長。 

○佐藤農林水産課長 

 ふん尿散布による悪臭につきましては、ゆとり農業推進会議の中でも悪臭の調査を行っ

ているところでありまして、市街地につきまして何が原因かということで調査を行って、

直接農家のほうに指導をしているところであります。 

指針につきましては、特にありませんけれども、農協または普及センターと協議をいた

しまして、最善な施肥の仕方、また堆肥を作るときの、スラリーであれば曝気を十分にし

てとか、好気性発酵させてというような指導のほうは、農協を通じて農家には周知をして

いるところではございます。 

○議   長 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

次に５点目、６点目に町内の井戸水の利用の状況についてお調べいただいたり、いろい

ろご足労いただいたと思うのですけれども、ご答弁の中で１つ気になることがあったのは、

道の指針の中で１年以内ごとに１回行うのだよと、その検査をですね。町においては、検

査の結果については把握していないということなのですが、ちょっと合併浄化槽みたいな

ものと違って、直接、今は飲み水としては利用の部分は８件ということですので、その

方々が何も言ってこないところをみると問題はないのかなとは思うのですけれども、利用

の部分が１４件あるといいますので、町としての関与は必要でないかなと思うのですけれ

ども、この井戸水について、まず１点目にお聞きします。 

○議   長 

 林住民課長。 

○林住民課長 

 井戸水に関してですけれども、他の町村ですけれども、今回の報道などの事例がありま

したので、関係する部署で集まりまして、ちょっと相談の場を持ちました。 
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答弁したとおり、検査結果について今まで把握はもちろんしていない。あくまでも町の

立場としては、飲み水については上水を引いてもらうというのが第一に考えて進めている

と。井戸水にあっては、個人の考え方の中で井戸水を利用されている方がいるというよう

な考え方でおります。 
ただ、現実的に井戸水を利用されている方いらっしゃいますので、今回こういった報道

を受けて、水質等について不安があるような方については、公害に関する分掌は、住民課

になりますので、こちらのほうにご相談くださいということでご案内をするというような

形で考えております。 
以上です。  

○議   長 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 不安がなくても、ある程度インフォメーションというか、いろいろその危険性や心配事

について何か通知したほうがよろしいのではないかなと思うのですけれども、今のご答弁

の中では不安のある人は言ってきてくださいよというふうな答弁でよろしいのですか。 

ちょっとそれ、確認させてください。 

○議   長 

 林住民課長。 

○林住民課長 

 各井戸の設置者において、適切な水質検査とかが行われて、そこの基準が問題ないとい

うことが把握されていて、飲み水に不安がない方については、そのままご利用いただけれ

ばいいと思ってますので、あくまでもそういった状況の中で不安なり、そういった部分、

検査内容とかを含めてそういった相談事がある方について対応していきたいと考えており

ます。 

○議   長 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 そのような町の方針というのですから、これ以上言いません。 

 この硝酸・亜硝酸性窒素というのは、井戸水の中に自然に水銀とか何かみたくあるもの

ではないのですよね。勝手に思っていることは、例えば過剰な堆肥が撒かれたり、過剰な

化学肥料が撒かれたりして、その中で水質汚濁が出てくるのではないかなと自分では思っ

てはいたのですけれども、そのような認識でよろしいのでしょうか。 

○議   長 

黒川副町長。 

○黒川副町長 

 専門家ではないので聞いた話になってしまいますけれども、道のホームページによりま
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すと、硝酸性・亜硝酸性窒素による地下水の汚染についてというところが掲載されており

ます。その中には、「一般的には、過剰な施肥や家畜排せつ物の不適正処理、生活排水の

地下浸透などが原因であると言われております。」というふうに書かれておりますので、

そういうものなのかなと思っております。 

○議   長 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 僕もバックデータ持ってなくて、知らん人と分からん人同士で話ししたら大変申し訳な

いのですけれども、大樹のこれだけ大規模化が進んでいて、今はそのようなバイオガスプ

ラントがちゃんとこれから発揮して、大型のそういうようなものができてくれば、大分環

境に対するダメージが少なくなるのではないかなと思うのですけれども、地下水がそうい

うようにして井戸水が何でもないからっていうばかりではなくて、牛の頭数が分かれば、

おのずから浸透していく量も、研究機関や大学だったらいろいろな相談にのってくれたり、

環境関係の道の機関も応援してくれると思いますので、ぜひそういうような根本的なこと

も、個人が何でもないからと言っているから何でもないのだばかりでなくて、事が起きる

前に、ぜひそういうような今回のこの井戸水なり、この水の汚濁のことについても事前に

勉強なり対策なりをぜひ進めていただきたいということで、要望だけにしておきますので、

そういう時代と思っております。 

バイオガスプラントについては、それぞれ２次燃焼させるとか、いろいろな本当に新し

い技術で皆さんそれぞれ頑張っておいでですので、ぜひそのような知見を活用して、酪農

もトップでしょうけれども、そのような環境対策もトップの町になることを願って、一般

質問を終わります。 

○議   長 

 休憩いたします。 

  

休憩 午前１０時４４分 

再開 午前１１時００分 

 

○議   長 

 休憩前に引き続き、一般質問を行います。 

４番、西山弘志君。 

○西山弘志議員 

 先に通告しておりました町営の合葬墓について質問いたします。 

 少子高齢化が加速している現代、お墓や納骨堂を継いでくれる人がいなかったり、遠方

に住んでいて管理が難しいなどの理由で無縁墓ができ、埋葬されていた遺骨は最終的に合

祀されると思います。 
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 合葬墓は、継承者や身寄りのない人・墓守がいない人などの供養の場となり、その受け

皿として必要と考えます。 

 現在、十勝では、帯広市営の合葬墓があり、池田町でも今年度、町営の合葬墓を建立す

ることが決まったと聞いております。 

 今後、お墓や納骨堂を継承することが困難になり、墓じまい・納骨堂じまいが進むと思

われ、また宗教に関係ない無宗教、お墓や納骨堂が持てないなどの理由で合葬墓の要望が

高まっています。 

 他の自治体でも、合葬墓について検討が進められております。大樹町仏教会にもご協力

を頂き、宗教に関係なく供養していただけたらと思います。 

 町営の合葬墓について、町長の考えをお聞きします。 

○議   長  

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 西山議員ご質問の町営の合葬墓についてお答えをいたします。 

 はじめに、お墓の実態について説明をいたします。当町には墓地条例に定められた１

１カ所の墓地があり、このうち大樹墓園、開進墓園、尾田墓園の３カ所は使用料を定め、

使用を認めております。 

３カ所合計の区画数は１,８４３区画で、令和２年３月末の使用状況は１,０３７区画、

このうち墓石または墓標が建っているのは７８７区画となっております。近年は、新規の

使用はほとんどなく、返還される方が多くなってきております。 

墓園の管理にあっては、使用許可を受けた方が亡くなった場合など、新たな使用者を届

出してもらう決まりとなっているものの、未届けの場合も多く、現在の使用者が把握しき

れていないこと、議員のご質問にもあるとおり、子どもがいない等の理由によりお墓を

守っていく人がいなくなるケースが懸念されることが、これから大きな課題となっている

ことから、対応策の検討も進めており、合葬墓につきましても情報収集を進めているとこ

ろであります。 

納骨堂を所有するお寺にあっても、同じような心配があると思われることから、年内に

お寺の考え方についての聞き取り調査も行うこととしております。 

議員がご心配されるとおり、お墓や納骨堂を継いでいく人がいなくなるようなケースは、

今後増えていくことが予想されますので、町営の合葬墓も含め、当町にあった仕組みを検

討してまいりたいと考えております。 

○議   長 

西山弘志君。 

○西山弘志議員 

 町にあった仕組みを検討していただけるということで、現在、超高齢化社会となり、過

疎化地域でも人口減少する中、地域では高齢で亡くなる方が年々増加しています。 
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それに伴い、深刻な問題があります。それは、お墓の無縁化、無縁墓です。寺院として

は、少子化や核家族化の影響により、墓じまい・納骨堂じまいをする人が増え、檀家が減

るのは時代の流れと受け止めております。 

寺院でも、無縁墓には頭を悩ませており、対策として境内に合葬墓や合葬式納骨堂を設

ける寺院も増えてきたと聞いております。寺院としては、無縁化する前に墓じまい・納骨

堂じまいをしていただき、合葬墓への移動をしていただきたいとの声があります。 
今後、合葬墓を設ける自治体は増えてくることは間違いないと思います。墓じまい後の

遺骨の受入れ先が見つからず、悩んでいる人は、受入れ先が自治体であれば、寺院のよう

な、しがらみもないので、墓じまいする人がますます増えると思います。 
様々な理由で子ども、孫達に負担をかけたくない、お墓・納骨堂を経費面で建てること

ができない人、無宗教の人など、これから合葬墓を希望する人が増えると考えます。町長、

これから先、１０年、２０年、先を見据えて、合葬墓は町にとって必要だと考えています

が、いかがでしょう。 
○議   長  

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 答弁の繰り返しになって申し訳ありませんが、私もこれからはお墓を守っていく、そう

いう役割を担っていける方々がこの大樹町にお住いにならないということは当然あり得る

ことだと思っておりますし、今現在、お１人でお暮らしの高齢者の皆様も自分が亡くなっ

た後の遺骨についてどういうことをできるかというところもお悩みをお持ちの方もいらっ

しゃるというふうな認識でおりますので、今後、私どもの町にも何らかの形でそういう施

設が、町営になるのか寺院が、お寺がつくっていくのか、そういうところはあると思いま

すが、そういう形でのお墓の形をつくっていくということは必要だと思っておりますので、

答弁の繰り返しになりますが、今現在、情報収集に努めているということであります。 

○議   長 

西山弘志君。 

○西山弘志議員 

町長、提案というのかな、これ。寺院の納骨堂じまいが進む中、納骨堂の空きスペース

を宗派を問わず無宗教の人にも利用できる永代供養の場として貸出しすることで、寺院の

運営にも期待できるのではと私は考えます。大樹町を離れ、遠方で住んでいる人が子ども、

孫達に、じいちゃん、ばあちゃん、ご先祖様は大樹町に眠っている、ご先祖様のふるさと

は大樹町です、お参りすることもできます、ふるさと大樹を思っていただき、合葬墓を建

てることによりふるさと納税の期待ができるのではと考えますが。 

○議   長 

酒森町長。 
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○酒 森 町 長 

 お寺の納骨堂、今議員がご指摘のような活用のほう、活用といっていいのでしょうか、

そういうのはあるかなと思いますが、それはお寺の個々のご判断によるところかなと思っ

ております。大樹町に長らくお住いをいただき、大樹町でお亡くなりになった皆様がこの

地で永代、安らかに眠っていただけるような、そういう施設運営の在り方については、私

どもも検討していきたいなというふうには思っております。 

○議   長 

西山弘志君。 

○西山弘志議員 

最後になりますが、少子化によるお墓・納骨堂の継承で悩む人が、今増えています。継

承者や身寄りのない人、無宗派の人、子どもに負担をかけたくない人などがおります。私

事ですが、私も今年、子ども達に負担をかけたくないという思いで、墓じまいをしました。

仏教会や檀家さんのご意見、参考にしていただき、これで町営合葬墓についての質問を終

わります。 

○議   長 

次に、３番、吉岡信弘君。 

○吉岡信弘議員 

 先に通告しております２点について町長にご質問いたします。 

 まず最初に、新型コロナウイルス感染症予防対策についてでございます。 

 新型コロナウイルスが世界に広がり、多くの尊い命が犠牲となっております。 

 ワクチンの開発が進んでおりますが、まだまだ収束にはほど遠く、先が見通せない状況

にあると思います。感染予防対策として、マスクの着用、手洗い、うがいなどの対策を取

っておりますが、完全とは言えません。 

感染予防の１つに、ドアノブなどに抗菌剤を吹きつけることで接触による感染予防に効

果がある抗ウイルス加工がありますが、インフルエンザやノロウイルスの予防効果が確認

されており、新型コロナウイルスにも効果が期待できます。一度の加工で１年から数年効

果が持続するようです。札幌市営地下鉄で抗ウイルス加工が行われるようで、道内では福

祉バスの座席等の抗菌加工を実施した自治体もあるようです。 

 そこで、１点目、抗ウイルス加工についてどのように認識されているか。 

２点目として、町の福祉バスなどの町有バスや学校、学童保育所、認定こども園等で実

施してはどうか。 

 以上についてお答えをお願いします。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 吉岡議員ご質問の新型コロナウイルス感染症予防対策についてお答えをいたします。 
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１点目の抗ウイルス加工についてどのように認識しているのかについてでありますが、

様々な商品等で抗ウイルス加工という表現を見聞きします。抗ウイルス加工は、インフル

エンザウイルスやノロウイルスの数を減少させる効果があるとされており、新型コロナウ

イルスについては検証が十分ではありませんが、同様の効果が期待できるものと認識して

おります。 

２点目の福祉バスなどの町有バスや学校、学童保育所、認定こども園等で実施してはど

うかについてでありますが、札幌市営地下鉄などでも薬剤の吹きつけにより、抗ウイルス

加工を施すと報道等で承知しております。 

抗ウイルス加工も、感染予防対策の１つの手段であり、今後、効果や費用など情報収集

してまいりたいと思っております。 

○議   長 

吉岡信弘君。 

○吉岡信弘議員 

 それでは、再質問させていただきます。 

 まず、簡単な質問ですけれども、町長の答弁で、最後のほうに今後、効果や費用など情

報収集してまいりたいと思っていますということです。まず、今後というのはどういうこ

となのか、ちょっと教えていただきたいと思います。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 抗ウイルス加工についての考え方というのは、認識についてはお話をしたとおりであり

ます。 

情報収集についても、私どもも今回のご質問を頂いた中で新聞等、またはインターネッ

ト等でも情報収集を図っておりますが、それぞれ担当のほうでも今情報収集を図っている

ということでありますので、今後というのは、もう既に情報収集については取り組んでい

るということであります。 

○議   長 

吉岡信弘君。 

○吉岡信弘議員 

 情報収集していただいていると。早急にやっていただくということだと思いますけれど

も、札幌市でこれ、町長も答弁されているとおり、たしか１２月、今月から地下鉄で抗ウ

イルス加工が始まっているのかなと思いますけれども、１２月からされるということでご

ざいます。 

情報については、北海道にもこういう事例もありますし、全国的にも、もう学校や保育

園、あるいはホテル、列車、駅、いろいろなところでやっている実績もありますので、身

近に、道あるいは札幌市について問合せすれば、費用、あるいは効果等も分かると思いま
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すので、改めて早急な対応を取っていただきたいと思いますが、再度その辺、お伺いしま

す。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 今、情報収集については鋭意取り組んでいるということでありますが、どんな方法を講

じるにしても費用が発生をしますので、その費用と効果を見比べた上で必要な処置につい

ては対応していきたいと思っております。 

○議   長 

吉岡信弘君。 

○吉岡信弘議員 

 費用、私もいろいろ見ておりますけれども、費用については調査は必要だと思います。

それについても、そういう実施されているところがあったり、いろいろな会社があると思

いますけれども、そういう実績もあると思いますので、そんなに時間はかからないのでは

ないかなと思っております。予算化に向けては、あれこれ理屈は必要ない、全くストレー

トにコロナウイルスの予防対策ですから、ぜひ特別交付金の使い道にふさわしい予算だと

思いますので、ぜひ検討し、実施に向けて調査を早急に進めていただきたいと思います。 

○議   長 

黒川副町長。 

○黒川副町長 

 いろいろな商品があることは承知しております。つぶさに承知しているわけではないの

ですが、代表的なものにつきましては、一部業者にちょっと問い合わせたものもございま

して、ピンからキリまであるのかなと思いますが、高級なほうといいますか、高いもので

は、例えば施設に噴霧する場合に、３００平米で９００万円というようなものもあるやに

聞いております。面積増えると単価下がってくるのですけれども、ちょっと私どもの考え

ているものよりはかなり高額なものなのだなという認識でございます。 
また、マイクロバス等ですけれども、この商品は１５万円程度というようなものもござ

います。その辺の費用の兼ね合いと、臨時交付金につきましては、使途がほぼ９割方決ま

っておりますので、その中でこの分に取り組める部分があるのかどうか、あるいは実際効

果があるのかどうかというのは、やらないよりはやったほうがいいのかなというのは思い

ますけれども、そこら辺の費用対効果を見極めながら考えていきたいと思います。 
○吉岡信弘議員 

では、次にいきます。 
○議   長 

次に入ってください。 
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○吉岡信弘議員 

２つ目の通告をしております大樹町子ども・子育て支援事業計画についてお伺いいたし

ます。 

私が令和２年９月議会において質問した大樹保育園の建設理由について、町長は一番重

要な要因は、保育士の不足の中、入所人数に見合った効率的な運営のため統合を決めたと

答弁がありました。そして、老朽化と記載されている大樹町子ども・子育て支援事業計画

については、検討委員会を開催し、計画内容の訂正を行いたいとのことでした。 

１、大樹町子ども・子育て支援事業計画検討委員会を開催し、内容の訂正を行ったかど

うか、また内容をどのように訂正されたかお伺いします。 
○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 吉岡議員ご質問の大樹町子ども・子育て支援事業計画についてお答えをいたします。 

大樹町子ども・子育て支援会議は、子ども・子育て支援法に基づき、特定教育・保育施

設及び特定地域型保育事業の利用定員の設定や、子ども・子育て支援事業計画の策定、さ

らには、本町における、子ども・子育てに関する施策の総合的かつ計画的な推進に関し、

意見を述べる審議会として設置しております。 

今年度の子ども・子育て支援会議については、新型コロナウイルス感染症の感染防止の

観点から、今日まで開催しておりませんが、来年２月頃には会議を開催する予定であり、

開催の折には委員の皆様に、法人認定こども園の施設整備について、改めてご説明をさせ

ていただきたいと考えております。 

○議   長 

吉岡信弘君。 

○吉岡信弘議員 

 それでは、再質問をさせていただきます。 

 大樹町子ども・子育て支援会議はまだ開催していないと。来年２月頃開催の予定である

と。その折には、委員の皆様に法人認定こども園の施設整備について改めてご説明させて

いただきたいとの考えでおりますとのことでの答弁でありました。そこで、その開催の折

にどのような内容でご説明されるのかお伺いします。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 前回の一般質問でも同様の内容でご質疑をいただいて答弁をさせていただいたとおりで

あります。 

 私どもの計画書に認定こども園の整備にあたっては、計画書の中に「老朽化」というこ

との明言がございましたが、私はその認定こども園の改築にあたっては、多様な要因があ
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るというふうに思っており、老朽化に加えて私は保育環境の充実、スタッフの一元化によ

る効率的な施設運営という意味合いが私にとっては非常に大きいかなという思いも込めて

答弁をさせていただいておりますが、そこに計画書に明記してある「老朽化」とのそごが

生じているという議員のご指摘もありますので、その私どもの思いについてご説明をさせ

ていただきたいと思っています。 

○議   長 

吉岡信弘君。 

○吉岡信弘議員 

 今年の９月議会での私の一般質問の答弁で、今おっしゃられた中の関係もございますけ

れども、疑問が残っておりますのでお伺いしたいと思いますけれども、老朽化に町長は保

育園の建設にあって、老朽化でないという認識でおりますと最初、明言されました。その

後、私の質問で、私が「子ども・子育て支援計画には老朽化と記載してありますよ」と質

問したところ、手元に計画書がないのでと、そしてその後に、計画書にそういう記述があ

ればそういうことだと思っておりますとの答弁でありました。しかし、その後の答弁も繰

り返し、今町長が申されたように、本当の一番の理由、一番の要因、それは保育所の関係

と子どもの数の関係、公的な運営のため、それが一番重要な要因であると答弁されており

ます。 

最初の答弁では、その９月の当時、最初の答弁で、再答弁でもですが、老朽化とは古く

て使えないということでありますし、しかし町長の答弁は、現施設は年数は経過している

が、使用可能であり、利活用をしていきたいとの答弁でした。使える施設であれば、今後

も、北保育園であれば柏木町行政区会館として利用しているわけですから利用できると思

いますが、引き続き利用されるということなのかお伺いします。 

○議   長  

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時２６分 

再開 午前１１時２７分 

 

○議   長 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 施設の後利用については、私どもも法人のほうに利活用についてのお願いをさせていた

だいております。今後、北、南、それぞれの保育園で法人のほうで町で活用してもいいよ

ということがご判断がいただければ、地域の皆様や利用を想定される皆様とともに、どう

いう活用ができるかについては検討していきたいなと思います。 
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○議   長 

吉岡信弘君。 

○吉岡信弘議員 

 これは繰り返しになりますけれども、町長は９月の議会の答弁で、先ほどもありました

けれども、何かやるときには多様な要因があると言われております。そういうこともある

のでしょうが、町長が繰り返し答弁された一番重要な要因は保育所と保育士の数の関係。

なぜ、大樹町子ども・子育て支援事業計画にこの重要な点を記載しないで、老朽化と記載

したのかお伺いします。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 計画書の中には、老朽化に伴い統合した認定こども園の整備を進めますということを明

記しておりますが、その後段に入園を希望する全ての子どもが入所できる体制を整備する

ということも追記で書いてあるところです。 

 認定こども園の整備にあたっては、多様な目的がある、多様な要因があるというふうに

も私も前回も答弁をさせていただいておりますので、そういう意味で、トータルで整備を

進めるということで計画書のほうに明記をしたつもりでおります。 

○議   長 

吉岡信弘君。 

○吉岡信弘議員 

 後段に記載されているということですけれども、一番重要、先ほど申し上げた、町長も

言っております。保育士の関係、それから子どもの数。そういうことについて明記、最初

に老朽化ではなくて、最初に明記されるべきだったとも思いますけれども、なぜそれが記

載されないで、その老朽化だけを記載したのか。 

 昨年の議会の一般質問で、私は役場の建設と撤回した学童保育所を同時に進行できるの

ではないかとの質問をしました。そのときに、大型事業の重複は避けたいとの答弁があり、

大樹保育園の建設があると答弁されました。そのとき、私は大樹保育園というのは、学童

保育所をやれない、先に保育園をやるのだと、緊急性があるものだと思っていました。で

すが、耐震も大丈夫ということで、前回要求した老朽化の資料の提出もありませんでした。

老朽化ではないと思いますが、いかがですか。 

○議   長  

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時３１分 

再開 午前１１時３３分 
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○議   長 

休憩前に引き続き、会議を開きます。 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 今回、子ども・子育て支援会議において、前回の答弁の中で私が申し上げた内容につい

て報告をし、説明をさせていただく時期については２月頃を目処にしているということで

ありまして、計画書に書いてあります認定こども園等の環境整備の今後の取組の内容につ

いて私から改めて検討会議の委員のほうに説明をさせていただきたいと思っております。 
○議   長 

吉岡信弘君。 

○吉岡信弘議員 

 その答弁の折には、先ほどありましたけれども、重要な点は先ほど述べられた保育士、

それから子ども、そのほかに老朽化があるということで言われたと思うのですけれども、

それでよろしいのか。それであれば、老朽化ということであれば、古くて使えないという

ことでありますから、これ、柏木町の行政区会館として今後利用できないということで解

釈していいのか。 

○議   長 

通告の範囲外ですので、もう１回、変わった言い方でお話してください。 

○吉岡信弘議員 

 私は、先ほど老朽化でないと答弁されておりましたので、そして一番重要な点は保育士

と子どもの数だと言っておられました。そういうことでいけば、老朽化でないということ

であれば、建設する大義名分はなくなったのではないかと思います。いかがでしょうか。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 保育所の統合または施設を新しくして保育環境の充実を図りたいという思いは、法人が

お持ちの思いでありまして、その法人の保育所を経営する、運営するお立場で考えた部分

について今回、来年度から新しい認定こども園が建設されると思っておりますので、町と

しては、その思いについてはしっかり受け止めた上で支援をさせていただきたいと思って

おります。 
○議   長 

吉岡信弘君。 

○吉岡信弘議員 

 先ほどから、疑問が晴れないのです。なぜ「老朽化」と計画書に記載をされて、一番重

要な点を記載していなかったのか。それが一番私のネックなのです。 

 本当に、これ、そういう説明で納得いくのでしょうか。町民には、委員会もそうですけ
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れども、委員会で説明すると支援会議ですか、支援会議の委員には説明するといっており

ますけれども、なぜ今頃、いまさらというか。私の質問によって変えるようになったと思

うのですけれども、これただ、口先で老朽化、老朽化でないという、ただ単純な問題でな

くて、町長が計画書によって委員に、それから議員協議会でも、そして町民にも周知され

ているということは重大なことだと思うのですよ。それを変えるということは、単に変え

るということは、ただ追加しますということにはならんと思うのですよ。やはりそこには、

こういうことでありますと、責任も伴ってくると思うのですよ。 

支援会議での説明、先ほど言ったことだけでよろしいのか、それとも今後、町民にも説

明されていくのかどうか。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 私、今回の一般質問で、前回の一般質問もそうですけれども、私の思いも含めて説明を、

答弁をさせていただいております。 

私も法人のほうとも何度も協議をさせていただいておりますし、子ども・子育て支援会

議でも、私の思いも含めて認定こども園等の環境整備については、町の思いも含めてお話

をさせていただいております。そういう意味では、私は支援会議の委員も、おおむね同じ

思いでいてくれるかなと思っております。 
ただ、今回の一般質問、前回の一般質問も通じて、議員にいろいろな部分で懸念や疑念

を与えてしまったということに対しても、支援会議の中で、こういうご意見を頂いてます

ということも含めて説明をした上で、改めて私どもの考え方も伝えて町の保育サービスの

充実の考え方について説明をさせていただきたいと思っております。 

○議   長 

吉岡信弘君。 

○吉岡信弘議員 

 最後にお伺いします。結論的に老朽化が正しいのか、老朽化でないのか。先ほど言いま

したよね。老朽化とは古くて使えないということですから、どちらなのか明確にお答えく

ださい。一度は９月の再質問で老朽化ではないと申し上げておりますけれども、それでよ

ろしいのかどうか。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 認定こども園の今回の環境整備、施設の整備については、多様な要因があるということ

で思っております。 

○議   長 

吉岡信弘君。 
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○吉岡信弘議員 

 議長、ちゃんと答弁させてください。お願いします。 

 多様な要因があるということで、どちらにとっていいのか分からないですよ。老朽化な

のか老朽化でないのか。お願いします。 
○議   長 

多様化は多様化。 

全部含めてという意味ではないのか。 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 前回のご質疑でも答弁をさせていただいておりますが、両施設については昭和５６年と

６１年ですか、いずれにしても長期間経っているということで、施設については相当な年

数が経っていると思っております。ただ、今回の認定こども園の改築にあたっての法人の

思いをいろいろお聞きさせていただいた中では、改築に向けては、要因については１つ、

２つではないというふうに思っております。 

○議   長 

吉岡信弘君。 

○吉岡信弘議員 

 何度も聞きますけれども、年数が経過してて使えるのと、老朽化というのは古くて使え

ないのですから、その言葉です。そのままでいくのかどうか。今後、説明会のときにその

ままでいくのか。老朽化としていくのか、それとも年数が経過しているけれども、まだ利

用できるのだということの説明でいくのか、そこら辺を。 
○議   長  

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時４２分 

再開 午前１１時４３分 

 

○議   長 

休憩前に引き続き、会議を開きます。 

もう一度お願いします。 

○吉岡信弘議員 

 何度も繰り返しになりますけれども、計画書には「老朽化」という言葉しか載ってない

です。それはもう間違いないですよ。それを今度の会議で、２月頃開催したいということ

でございますけれども、そのときには「老朽化」という言葉も残して説明されるのか、そ

れとも使うということであれば、例えば年数が経過していて大変なのだと、だけれども、

まだ使えるから使いたいと、使ってくれと言われていると、そういうふうなことになるの
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か、そこら辺を教えていただきたいと。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 委員会の中で、会議の中で説明をさせていただいきたいという思いは先ほどから答弁を

させていただいております。今回の施設整備、改築にあたっては、いろいろな要因がある

ということもありますので、その要因も含めて改めて私のほうから、法人の思いも含めて

委員の皆様には説明をさせていただきたいと思っております。 

○議   長 

吉岡信弘君。 

○吉岡信弘議員 

 すみません。何回も質問しなければならなくなってしまうのですよ。私の聞いているこ

とを答えていただいていないのですよ。 

（発言する者あり） 

○議   長  

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時４５分 

再開 午前１１時４５分 

 

○議   長 

休憩前に引き続き、会議を開きます。 

吉岡議員。 

○吉岡信弘議員 

 どうしても私の言っている、どちらかでもないのか、どちらなのか分かりませんけれど

も、先ほど申しましたように、町民に対しても老朽化と計画を周知しているのですよ、老

朽化という計画を。そのことについては、どう対処するか、ちょっと教えてください。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 議員の通告書にあります委員会を開催し、内容の訂正を行ったかどうかということであ

りますので、委員会を、先ほどの答弁で申し上げましたが、来年の２月頃には開催をした

いなと思っており、その場で今回のこども園の環境整備に至った私どもの計画の内容等に

ついて改めて説明をさせていただきたいと思います。 

○議   長 

吉岡信弘君。 
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○吉岡信弘議員 

 最後まで私の質問、老朽化であったのかなかったのか、はっきりと。老朽化であると言

ったこともありますし、老朽化でないと言ったことも過去の議案にはあったわけですけれ

ども、今回改めてはっきりした答弁は頂けませんでした。 

私もこのまま残念ですが、これ以上質問しても同じ答えだと思いますので、疑義が残っ

ておりますけれども、残念ながら質問は終わらせていただきます。 

○議   長  

 休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時４８分 

再開 午後 １時００分 

 

○議   長 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

１０番、志民和義君。 

○志民和義議員 

 先に通告してありました１点について教育長に質問をいたします。 

 ＩＣＴによる児童・生徒への電磁波の影響について質問をいたします。 

 ＧＩＧＡスクール構想によって小中学校でもＷｉ－Ｆｉ環境が整備されることになった。

教育環境の向上にＩＣＴの活用は必要なことですが、電磁波の健康被害について心配する

声もあります。電磁波の健康被害について、今のところ統一見解は出されていない状況だ

と聞いています。 

 一方、児童・生徒は発達途上であるため、大人と比較して影響を受ける可能性を指摘す

る声もあります。教育長の考えをお伺いいたします。 

○議   長  

板谷教育長。 

○板谷教育長 

志民議員ご質問のＩＣＴによる児童・生徒への電磁波の影響についてお答えをいたしま

す。 

ＧＩＧＡスクール構想のＧＩＧＡとは、Ｇｌｏｂａｌ ａｎｄ Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ 

Ｇａｔｅｗａｙ ｆｏｒ Ａｌｌの略称であります。意味合いとしては「全ての人が世界

的規模で、様々な技術革新を活用できるようにする入口」と捉えております。 

国では、多様な子ども達を誰１人取り残すことなく、公正に個別最適化され、資質・能

力が一層確実に育成できる教育、ＩＣＴ（Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｃｏｍｍｕ

ｎｉｃａｔｉｏｎ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）、情報通信技術環境を実現するため、創造性

を育む教育を全国の学校現場で持続的に実現させることを目的に、教育分野のＩＣＴ化
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を推進しております。 

具体的には、児童生徒向けの１人１台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的

に整備し、個別最適化された学びを全国の学校現場で持続的に実現させる構想となってお

ります。 

議員ご指摘の電磁波の影響についてでありますが、電磁波とは、電気が流れるところに

発生するエネルギーの波のことを言い、家庭や職場でも多くの電化製品に囲まれて生活し

ている私たちは、電気を使えば、電磁波が発生しますので、電磁波の中で生活していると

言えます。 

ＧＩＧＡスクール構想が実施される中で、無線ＬＡＮなどに用いられる高周波のほか、

低周波を含め様々な電磁波に囲まれ、今後、頭痛・集中困難・吐き気・かゆみなど不調を

訴える児童・生徒が出る可能性を指摘する意見もあります。 

電磁波については、ＷＨＯ、世界保健機関では、科学的根拠は現時点ではないとしてい

るほか、他の国際機関などからもガイドラインを遵守している限り、電磁波のリスクは身

の周りに数多く存在するリスクと比較しても、心配するほどのリスクではないと発表して

おります。また国内においても「電波防護指針」に基づき、タブレット端末などのＩＣＴ

機器が使用されております。 

しかしながら、電磁波の安全性や健康についても適切に対応すべきであると認識してお

りますので、例えばタブレット端末の使用が長時間にならないよう、一定の使用時間に制

限するなど、ＩＣＴ機器を安全かつ適切に利用できるよう、学校に対して指導してまいり

たいと考えております。 

○議   長 

志民和義君。 

○志民和義議員 

 分かりました。今のところは影響ないということですが、今後、今の４Ｇから５Ｇにな

って、さらに周波数が短くなると、エネルギーの集中、密度が高くなって、しかも直進性

が高まるということで、特に、大人はそうでもないと、影響ないという統一見解です。 

ただ子どもの場合、頭蓋骨が薄く柔らかい。しかも大人と違って水分が多いと。こうい

うことは、短い周波数にあたると、今影響出るのは熱ということで、電子レンジが一番い

い例なのですけれども、そういうような影響が出てくるということで、今、家庭の中では

本当にそういうような電子機器に囲まれているのですが、学校に来ている間はそういうこ

とはほとんどないまま生活しているということで、この被害をなるべく少なくする、その

方法としてＷｉ－Ｆｉのアクセスポイント、Ｗｉ－Ｆｉフィルター、ああいうのをやはり

使用しないときは切ると。私の自宅なんかではもうＷｉ－Ｆｉフィルターの２４時間入れ

っ放しなものですから、そういうことに子ども達にはならないようにということと、それ

からタブレットとかスマホ、スマホは授業中は使いませんけれども、タブレットに電磁波

を減衰させるフィルムが安い値段で売っているということで、そういうこともやはり必要
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でないかと、こういうことを指摘する方もおります。ぜひ、その点について特別私は予算

かけないでもそういう心配がないようにできると。 
一般的に影響ある子どもとない子どもがいると。中でも過敏症というのは、出ないかも

しれませんが、やはり、中にはいることも考えられますので、大樹で私は出たという話は

聞いてませんけれども、そういうことが心配されますので、そういう点についての対策に

ついて再度お伺いいたします。 

○議   長 

瀬尾学校教育課長。 

○瀬尾学校教育課長 

 現時点では、科学的な根拠が出されていないため、今のところ使用しないときにＷｉ－

Ｆｉの電源を切るということ、想定はしておりませんけれども、今後使用していく中で、

もし仮にＷｉ－Ｆｉの電磁波の影響により体調不良を起こす児童または生徒が発生した場

合には、電源を切るという処置も１つの方法であると感じておりますので、他の事例も参

考にしながら、研究、調査等していきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議   長 

志民和義君。 

○志民和義議員 

 フィルムのほうはどうでしょうか。 

○議   長 

瀬尾学校教育課長。 

○瀬尾学校教育課長 

 フィルムにつきましても、他の事例を十分調査をさせていただいて、効果のほう等確認

させていただいて、対策を講じたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議   長 

志民和義君。 

○志民和義議員 

 状況を見ながらということで、大変ありがとうございます。私達の身の回りには、本当

に調べてみますとたくさんの電磁波に囲まれていることも分かります。中でも影響あるの

が、やはりテレビとか冷蔵庫とか、電子レンジとか、その他のものについてはもうある程

度、距離すでに取っているわけです。だから、電波の強さというのは、距離に反比例する

ものですから、家の中ではそれほど問題ないのですけれども、問題は影響が出てくるもの

としては、やはりパソコンとかゲーム機、スマートフォンと、こういうふうにタブレット

もそうですけれども、そういうところがやはり影響するということで、学校の中での時間

というのかな、長時間というのは、科学的根拠は示されてないとはいえ、これから５Ｇに
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なってくると、やはり今からいろいろなところでだんだんだんだん出てきて、心配だよと

いうことが出てきてますので、そういう点についても改めてもう１回研究していただきた

いと思いますけれども、どうでしょうか。 
○議   長  

板谷教育長。 

○板谷教育長 

 子ども達の健康というのはすごく大事な部分でございますので、アンテナを高くして情

報を察知しながら考えていきたいと思います。 
○議   長 

次に、９番、菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 先に通告しておりました水道料金の見直しと管路更新財源確保について町長に質問した

いと思います。 

 上水道や下水道の生活インフラについては、国の補助金を活用して整備してきましたが、

水道事業の運営は経営赤字と老朽化した施設の改築や配水管の改修等で苦慮していると聞

いています。 

 大樹町においても、数年前から水道料金の見直しが議論されてきましたが、現時点では

具体的な考え方が示されていないところであります。老朽化した配水管の改修は、先の定

例会で耐用年数が経過した第１次重要路線３１キロメートルをおおむね１０年間で整備す

るとの考え方が示されましたが、具体的な年次計画や多額の財政措置については、早期に

検討結果を示す必要があると考えるので、町長の考え方を以下の３点について伺いたいと

思います。 

 １点目は、水道料金の見直しに対する現時点での検討内容。 

 ２点目は、配水管改修の年次計画と財政措置の考え。 

 ３点目は、町民負担の基金積立ての考えはできないか。 

 以上の３点であります。よろしくお願いします。 

○議   長  

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

菅議員ご質問の水道料金の見直しと管路更新財源確保についてお答えをいたします。 

１点目の水道料金の見直しに対する現時点での検討内容についてでありますが、１１月

３０日に個別庁議を実施し、本年、第１回目の水道料金改定の検討を行っており、担当者

からは、これまでの経過と現状の説明を受け、今後どの程度水道料金を改定していくか、

シミュレーションの提案を受けたところであります。また、協議後には不足する詳細資料

の要求を行っており、今後、さらに内部協議を行い、説明できる段階になりましたら議員

協議会等で協議をさせていただきたいと考えております。 
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２点目の配水管改修の年次計画と財政措置の考えについてでありますが、水道事業が

保有する水道管路は約３２１キロメートルあり、幹線管路のうち約３１キロメートルを第

１次重要路線と位置づけ、今後整備していきたいと考えておりますが、坂下配水系の浄

水場や取水場の施設についても老朽化が進んでおり、今後耐震化も含めた施設更新が必要

であります。 

水道事業資産である管路と施設はどちらも重要な資産であり、機能強化や改修が必要と

なるものではありますが、坂下浄水場等の在り方について検討を進めているところであり

ます。施設の在り方の方針を決めてから配水管の改修を行うことで、効率よく事業を進め

ることができ、財政的にも有利と考えております。 

また、財政措置については、補助率の高い道営営農用水事業で実施することが、財政的

に有利と考えております。 

３点目の町民負担の基金積立ての考え方はできないかについてでありますが、水道事業

は地方公営企業法に基づく企業会計となっており、管路や施設を更新するための減価償却

を行ない、内部留保資金として将来のために積み立てる仕組みとなっておりますので、新

たに町民負担の基金積立ては考えておりません。 

ただし、２点目で答弁をしましたとおり、管路や施設に係る経費を考え、水道料金をど

のように改定していくかについては、検討を進め、令和３年度中に結論を出したいと考

えております。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 １点目の水道料金の見直しに対する再質問を行いたいと思います。冒頭、今後の水道料

金の改定については現在検討中であり、さらに内部協議を行い、説明できる段階になった

ら協議したいという答弁でありますが、実はこの質問提案から直後に最近検討に入ったと

いうことであります。お聞きをしたいのは、その検討を進めている内容の概略でありまし

て、全般的な見直しを検討しているのか、部分的にポイントを絞った検討しているのかと

いう内容でありますが、漠然として検討を進めるのではなくて、できれば主な中身を聞き

たいのですが、いかがですか。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長 

 水道料金の改定についてどのような、全般的な改定なのか、部分的な改定なのかという

部分でございますけれども、現在、４パターンの料金改定を案としてシミュレーションで

出させていただきました。その中で、今４個のうち１個を絞り込んで、改定に向けた検討

を進めているところなのですけれども、現在は営農用水の部分に限って、どのくらい上げ

ていいのかという部分についてを考えております。ちょっと資料がまだ足りないので、そ
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の中でも、もう少し検討していくのですが、営農用水の料金だけでなく、そこを上げて他

にも影響がしてくる部分もありますので、全般的にはなるかもしれませんが、まずそこに

は至っておりません。 

 以上でございます。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 それで、最初は料金改定の経過なのですが、私の承知している範囲で言いますと、平成

２６年の９月から、消費税が内税から外税になる改正をしているのです。把握をしている

中で、平成１８年度以前はちょっと分からなかったのですが、１８年度以降は料金改定を

していないので、僕個人的にもそろそろ開かずの扉を開けるべきでないかという考えで聞

いているところであります。それで、最後の料金改定をしたのはいつでしたか。お聞きし

ます。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長 

 平成１７年に大幅な料金改定をしてございます。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 分かりました。 

 それで、先ほど４パターンの話から、営農用水の値上げの検討を進めていると聞いたの

ですが、実は何点か確認をしたいことがあるので、１つはこの見直しの段階で水道料金の

公平性の問題について若干考え方を聞きたいと思っています。１つ目は、家事用と家事用

小口の区分なのですが、これの区分をしているのは分かるのですが、この区分の境目の明

確な区分のところがちょっと理解していない部分なのです。実は平成１８年から令和元年

まで見ますと、小口の戸数が１２０戸ぐらい増えているのです。そっちは増えているので

すけれども、このことは実は独身世帯とか高齢化などによるものなのかなと承知している

のですが、原課としてどういう状況の中で小口が増えてきているのかという分について、

家事用と家事用小口の区分をする明確な境目、公平性問題でいうと、家事用小口には超過

料金がないのです。家事用には超過料金があって、たくさん使用する人が超過料金あるの

は否めないのですが、小口で超過料金がないというのを家事用の一番下というのは、変わ

らないところで基本料金の違いもあるので、その辺の設定の話で。 

続けて言いますと、例えば、小口の設定をした人が、家族構成等の事情でもって水を使

う量が増えた場合に、それは変更として家事用小口から家事用にどんな形でいくのか。そ

れから、高齢化した場合に、今まではいろいろ水を使っていたけれども、例えば配偶者が
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亡くなったり、子どもが家を出たりして減った場合に、例えば家事用から家事用小口に、

どういう物差しでもって異動するのか。その異動は認められないのかということだけです。

その辺、何点か、対応している分の現実的な対応の在り方をお聞きしたいと思います。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長 

 家事用と家事用小口の境目ですが、家事用が基本水量が８トンとなっておりまして、そ

の半分の４トンが小口となっております。毎月の検針の中で、自動的に４トンを超えると

家事用になります。５トンだと家事用になりまして、４トン以下は家事用の小口というふ

うにシステム的に計算がなっておりまして、家族の人数が多い、少ないは関係なく、単純

に４トンを境目に水道料金の小口が設定されております。 

それと、小口が増えているという部分では、ちょっと明確な答えになりませんけれども、

最近アパートとかの建設が多く、核家族が増えているのかなという部分で、そういった小

口の独身の方が増えているのかなと推測いたします。 

 以上でございます。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 私の解釈が間違っていました。今の話でいうと、その月によって今月は家事用小口で、

次の月は家事用だと、そういう解釈だったのです。例えば、独身者でもアパートに入った

ときには、大体なんかの形でもってあなたは小口ですねとなったら、しばらく小口で、何

か変わった時点で変更あるのかなと思ったのです。ということは、４月は小口で５月は家

事で６月は小口でって、そういう徴収方法になっているということなのですか。失礼しま

した。分かりました。 
 ２つ目に、先ほど課長から話がありました公平さの２つ目で、営農用の料金設定につい

てありましたが、このことはいろいろなこれまで早い時期から不公平感があるという話も

ありまして議論もありました。結論が先送りになってしまってきたという経過もあったと

いうふうに承知もしています。そのことは検討中ということでありますので、それはでき

るかぎり今の公平性の中での検討をしていただきたいと思いますので、ここはこれ以上触

れないでおきたいと思います。 
 それからもう１点、業務用、それから営農用の関係で、例えば自宅用と、例えば業務と

いうか、工場と自宅のメーター器の関係で、これは何となく町内全体でバラバラ感がある

という話も聞いています。ですが、これは、できればどっちかにきちんと全体が統一され

るべきでないかと思うのですが、それがあるのか、実態としてお聞きをしたいと思います。 
○議   長 

 水津建設水道課長。 
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○水津建設水道課長 

 業務用のメーター器の話だったかと思いますけれども、それについては実際に業務用と

家事の、家がくっついているのでそういった業務用のメーター器になっているというとこ

ろもございますし、その逆もまたございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 営農用も同じなのですが、統一はされていないという理解をすればいいのですか。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長 

 考えは統一されております。ただ、営業をやっていた中で、たまたま営業がなくなった

という部分で家事用になるという方もいらっしゃいます。そういうのは、ちゃんと変わっ

たときに申し出を出ていただくことになっております。 

 以上でございます。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 聞いているのは、そうではないのですよ。仕事辞めたときに家事用になる。それは分か

ります。ただ、事業をやっているときにメーターを業務用のメーターと家事用のメーター

分けたり、だからＡというところで分けていると、Ｂというところでは１つだというのに

なると不公平だから、どっちかに統一するべきでないかということなのです、聞いたのは。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長 

 失礼しました。最初から用途ごとに設定はしております。 

 以上でございます。 

○議   長  

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 １時３２分 

再開 午後 １時３３分 

 

○議   長 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
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 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長 

 失礼いたしました。最初から建てるときにメーターを家事用と業務用に分けているとこ

ろもありますし、１個のところもございます。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 今課長が言われたように、そういうふうなところがあると聞いているから、それは１個

なら１個に、２個なら２個にするのが公平性でないかということで、僕は２個にしたら良

いとか、１個にしたら良いと言わないで、どっちかに統一したほうが、みんな同じ扱いで

よろしいのではないかと聞いているので、その辺町長、お願いします。 

○議   長  

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 １時３４分 

再開 午後 １時３５分 

 

○議   長 

休憩前に引き続き、会議を開きます。 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 僕の言っているのは、２つにしたら良いと言っている話ではないのです。実態として、

業務用とか営農用で、そういうふうに分離しているところと分離していないところがある

からという話があるので、それはどっちかにきちんと統一したほうが不公平がなくていい

のではないかと。そういうことです。だから、１つにするべきだというのではなくて、そ

れはその事情でするのだから、２にするのだったら２つにでもあるだろうし、１つなら１

つにみんなが統一したほうがいいのではないかと思いますけれども、バラバラ感のやつは

やめたほうがいいのでないかということです。 

○議   長  

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 １時３５分 

再開 午後 １時３８分 

 

○議   長 

休憩前に引き続き、会議を開きます。 
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酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 今、原課のほうとも確認をしたのですが、基本的にはメーター器は１個で対応してると

いうのが私どもの考え方です。農家であれば、ご承知のとおりでもありますし、業務用、

工業用を使っている事業体の皆様も、住宅の部分も含めてメーター器は１個で対応してい

るというふうに思っております。ただ、何らかの理由で、工場と住宅が大きく離れている

とか、そういうところについてはそれぞれに引っ張っているという可能性もありますので、

そこは家事用と工業用という形で２種類の水が出ていっているということになろうかと思

います。 

公平感ということを考えれば、やはりそれはそれぞれの使った分についてはということ

が必要なのかもしれませんが、現実論としてはそういうメーター器の配置と管路になって

いますので、そこの調べについては非常に難しいのではないかなというふうには思ってお

ります。ご指摘の意味はよく分かります。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 分かりました。基本的には、業務用についてはメーター器１個の対応を基本としている

と。ただ、実態として今町長が言われた内容で、どうしてもそうしきれない一部の特殊な

事例については２個メーター器を使っているところもあって、そこは本人の了解を得た中

でやっているという理解でよろしいですね。それで了解をしました。 

 最後に町長に、今検討中でありますけれども、回答の中では３年度中に検討結果を出す

ということでありますから、料金の改定をするとすれば、４年度から実施ということでよ

ろしいですか。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ご指摘のとおり、先日行われました個別庁議の中でも今後の料金の改定に向けたスケジ

ュールも検討しておりまして、今のところのもくろみとしては、令和３年度中に何らかの

形を示した上でご了解を頂きながら、令和４年度から新しい料金で水道料金のほうを見直

していきたいという思いでおります。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 ２点目に、管路の改修計画と財政措置であります。冒頭申し上げましたように、３１キ

ロを第１重点管路として１０年間で整備をしていく考えと、回答の中でも町が保有する水

道管路は３２１キロあるということを聞きました。公営企業法で管路の耐用年数が４０年
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ということを定められているということでありますけれども、布設から耐用年数を経過を

したものもございます。それは早急に整備をしなくてはならないと思うのですが、１つは

１０年間、おおむね１０年間、意味は分かるのですけれども、大体、およそですよね。で

すから、それを一気にやるとか年次計画的にこう、１０分割といかなくても、そういうふ

うに区切り区切りで１０年かけてやるのか、１０年間の間で一気にやるのか、その辺の年

次計画的な考え方はありますか。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長 

 年次計画的には、正確には定めてなくて、１０年間で３１キロをやりたいと考えており

ます。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 その解釈の問題なのですが、おおむね１０年といっても、大体ずっといって、一番終わ

りのほうにそのおおむねが固まるようなことではないですよね。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長 

 偏った工事にはならないのかなと思っております。大体均等には考えたいと思っており

ます。 

 以上です。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 ３１キロの管路の改修に必要な経費については、どのくらいだと理解をすればよろしい

ですか。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長 

 今の試算ですけれども、大体３１キロで２０億円を考えてございます。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 そうすると、ここは正確な回答は要らないですが、例えば残りの幹線管路、それから家

庭に引く細い管というか、幹線以外の管路を含めるとまだ３００キロくらい残るわけです
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よね。新しいものもあり、古いものもあり、非常にそうすると、単純計算でいうと２００

億円近い、これをずっと繰り返すと今の２０億円を含めて、残ったものを耐用年数が来た

後に整備をしていくと、更新していくと２００億円近いような、百何十億円の財源が必要

だというようなことになるのかと思いますので、非常にこの対応については厳しい状況に

あるのではないかと思います。 

 答弁の中で、この今２０億とお聞きしましたが、財源については、補助率の高い道営営

農用水事業を活用すると有利だという考えでありますが、どの程度の補助率なのか。これ

は例えば１０年間の２０億円に対して１回だけでなくて、ほぼ全部、年次計画的な全年度

に対しての補助金が適用されるのかお聞きをしたいと思います。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長 

 現在検討している事業としては、厚生省の補助金と営農用水の事業がありまして、営農

用水のほうが補助率がよろしいので、そちらを今選択しております。補助率としては、２

７.５％プラス水量割ということで、営農事業ですから農家の水の量が多ければ多いほど

補助率がよくなるということで、これは道営の事業ですので負担金の形で支払う事業を行

うものでございまして、今、その計画にのればその１つの事業に対して負担金は続くのか

なと思っております。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 今の３１キロだけと思いますが、町の財政の持ち出しは、ざっくりどの程度ぐらいとい

う理解ですか。 

○議   長 

もう一度お願いします。 

○菅敏範議員 

 町の２７.５％プラスもろもろで補助率があるということになりますと、２０億円に対

して町の持ち出しの財源としてはどれくらいになるのか。ざっくりでよろしいですけれど

も。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長 

 管の更新という意味では、営農用水事業でやるものではなかったので、失礼いたしまし

た。更新というのは、厚生省の補助事業になります。厚生省のほうの事業では、更新とい

う事業がございます。 
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○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 今のあれは、そうしたらちょっとこんがらがっちゃうのですけれども、例えば施設更新

の予定をしている坂下浄水場の施設の更新に対しては２７.５％プラスアルファ補助率は

あると。だけれども、管に対する補助率自体、厚生省の関係で分からないという受け止め

をしていてよろしいですか。今、その金額を聞いてどうこうということないのです。ただ、

補助率高いのが有利だと言われたから、どの程度かということだったので、管に対する補

助率はないと。 

○議   長  

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 １時４９分 

再開 午後 １時４９分 

 

○議   長 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長 

 更新という事業では、営農用水事業にのれなくて、機能強化という形に切り替えて事業

をすれば、営農用水事業にのることができまして、それには２７.５％の負担金で済むと

いう形になります。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 今度、こっちが分からなくなったのですけれども、言われた施設の更新、坂下浄水場の

更新の話はちょこちょこ言われているのですが、そこにはさっき、営農用水事業で２７.

５％プラスアルファの補助率があると。だけれども、管の補修に対しては補助率はないと

いう理解で、今さっき終わったのですが、今、課長から何かすればあるような話だったの

だけれども、そこ、あるということでよろしいですか。 

○議   長  

 黒川副町長。 

○黒川副町長 

 管の更新に対してはないです。ですから、同じ管を入れる場合はだめなのですけれども、

末端の利用者が増えて管を太くしなければならないという場合は補助の対象になるという

ことです。 
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○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 ということは、今のあるものをそっくりそのまま同じものを更新すると補助率はないと。

でも、事業によって、管を太くすると補助が出るということだったら、それは考えている

のは、そうしたら同じ太さでなくて、補助を受ける考えとしては違う形でもっての改修計

画を立てていきたいというような腹積もりがあるというような理解をしておいてよろしい

ですか。いいですね。 

○議   長  

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 今、生花、晩成のほうに営農用水の管を入れ直しているのですけれども、あれは末端に

というか、その流域に新たな法人ができて、水の需要が増えて、この管では細いよという

ことで、道営事業でお認めいただいて、今管を太くしている。それについては、道営で営

農用水事業でやっているという状況でありますので、今、ここで言っている３１キロにつ

いても、通常の老朽化による更新という形になると思いますので、基本的には私どもの財

源でやっていくしかないかなと思っております。ただ、その中で、今のような状況がどこ

かの牧場で大きく水を使うような計画が示された管路については、道営の営農用水でやっ

ていくという方法もあると思っております。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 複雑で、だんだん聞いた方が分からなくなったので、ただ、まず１つ分かったのは、経

費としては２０億円くらいかかると。でも、それをいろいろな形でもって、基本的には管

路更新は自主財源だと。いろいろな事情があれば補助を受けられるということの理解をし

ておきたいと思います。 

 それから、ひとつ町長お聞きしたいのですが、実は施設の更新のことで効率よい対応と

いう回答を頂いているのですが、坂下浄水場の関係、私の記憶が間違ってないとすれば、

帯広から給水を受けるということで検討をして、経費が莫大にかかり過ぎてだめと、アウ

トになったという経過があると思っています。ですから、大樹町としては、どうしても坂

下の浄水場が更新をすることになったら、向こうから引っ張るのではなくて、自前で坂下

を更新しなくてはならないことなので、ちょっとどうするかというのは、建て直すか建て

直さないかで、あちこちから持ってくるという検討はもうする余地がないという理解なの

ですけれども、更新時期に来たら坂下を改築するという理解でよろしいのですよね。 

○議   長  

 酒森町長。 
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○酒 森 町 長 

 １１月３０日の個別庁議で、実は水道の関係で２点ありまして、１点目は料金の見直し

をどうしていくかという点、もう１点は、今議員がご質疑の中でありましたとおり、坂下

浄水場の現状と施設をどうしていくかというところの検討に入ったという段階です。十勝

中部広域水道のほうから水を引っ張ってこれないかというところの検討もしていく必要が

ある、または今の坂下浄水場の老朽化といろいろな部分で改修が必要なので、今のままで

そっくり、新たに更新をしてやった場合についてどのぐらいかかるかという費用的な部分

の対比を今始めたところでもありますので、これからまた中部のほうともいろいろ情報交

換を担当のほうでしているところでもありますので、そういう部分で検討が進んだ段階で、

これについてのある程度の資料等が整った段階では、議員協議会等で説明をさせていただ

きたいと思っております。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 検討しているということですから、それはそうしていただいて結構なのですが、僕の認

識としては、あっちから持ってくるのはもう財政的にかかり増しになってだめだと。です

から諦めましたというのを、何年か前に結論頂いて、経済常任委員会の調査の中で頂いて

いるはずだったのです。もう無理だと。ですから、坂下を大事にしなくてはならんという

ことだったので、検討を否定するわけではありませんが、そのことはちょっとまた別な機

会にと思っていますが、３点目の町民負担の基金の積立てなのですが、町長から考えてい

ないという回答を頂きました。ですから、深くは言うつもりはありませんが、個人的には、

今、水道事業赤字を承知しています。企業会計で独立採算制でありますので、かかった料

金は受益者負担が原則であって、絶対赤字になってはいけないとは言いませんが、そうな

らならないように将来のことも考えて対応するのが行政の在り方だと理解をしているとこ

ろでありますが、現実にはそこに一般会計の補助金、国と町のやつも入れて、入っていま

すが、町長が言われた減価償却を内部留保資金として積み立てているのでそれを活用する

ということなのですが、とりあえずは、さっき言った３１キロを除外した残りではなくて、

３１キロ分の更新については内部留保資金で対応するという、ここに充当できるという判

断ですか。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長 

 事業が行われることになれば、内部留保資金のほうを活用しながら事業を進めるという

ふうに考えてございます。 

○議   長 

菅敏範君。 
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○菅敏範議員 

 当面の話としては理解をしました。それで、まだこの後、さっき言いましたように、そ

の３１キロだけではなくて、次からまた１０年たった後に古いのが出てくるので、私のほ

うできちんと調べていないのも悪いのですが、減価償却費をきちんと積み立てていくと、

ある程度年数が来たときに更新しても間に合うようになっているはずなのですが、何とな

く感触としては、それが切り崩して使われて、実際には減価償却費をはじめからずっと足

していくと、今の残高と合わないという状況だというふうに思いますので、また、今後１

０年以降の在り方については、それは別な議論が必要だと思いますが、今は内部留保資金

で補助金がなくても対応できるということで理解をしておきたいと思います。 

 先ほど言いましたが、町民負担の基金というのは、これは水については、釈迦に説法で

すが、自分たちが生活の中でなくてはならないものだと。それが、受益者が受けている中

で、ランニングコストは別にしても、更新のコストについては、本当は水道料金に何パー

セントか入って、それを積み立てるような形の制度があってもしかるべきものかなと考え

ておりました。ただ、今後、将来３２１キロのうちの、まだ増えるかもしれませんが、ま

だ３００キロ弱残っております。その更新も含めて、資金の在り方については、ぜひ検討

していっていただきたいことを申し上げて、終わりたいと思います。 

○議   長  

 休憩いたします。 

 

休憩 午後 ２時００分 

再開 午後 ２時１０分 

 

○議   長 

 休憩前に引き続き、一般質問を行います。 

 ６番、船戸健二君。 

○船戸健二議員  

 先に通告してありますとおり、コロナ禍、コロナ後の町内会の在り方について、町長に

質問させていただきたいと思います。 

 町内会などの地域活動は、町民の皆さんが主体となり、住みよい地域づくり、地域コミ

ュニティーの交流の場として、住民と行政をつなぐ重要な役割を担ってきました。 

 また、災害時・非常時において、町内会の必要性が見直されていますが、町内会への加

入率の低下や高齢化など、課題が山積しています。 

 新北海道スタイルに基づく新型コロナウイルス感染拡大予防の観点から、多くの町内会

活動が自粛、活動休止をしている現状からも、町内会の今後の在り方について町として方

向性を示していくことが必要であり、新しい町内会の在り方を考えていく時期に来ている

のではないかと考えておりますので、お考えを伺います。 
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○議   長  

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 船戸議員ご質問のコロナ禍、コロナ後の町内会の在り方についてお答えをいたします。 

町内会は、地域に住む住民の方達が、地域生活をよりよいものにするために活動を行

っている任意の団体で、町内では行政区を単位区域として組織されております。 

親睦事業や環境美化活動のほか、近年では高齢者への声かけ・見守り活動や自主防災

の取組など、安心して暮らせる地域づくりに重要な役割を担っております。 

日頃から顔の見える地域のつながり、コミュニティーの形成は、町の総合計画にも掲

げる「協働のまちづくり」を進めるうえで根幹を支える部分であり、町としても地域コ

ミュニティー推進事業などにより、自主的な活動の支援を行っているところであります。 

議員のご質問にもあるとおり、少子高齢化の進展や生活スタイルの多様化により、町

内会への加入や活動への参加が減少し、地域コミュニティーの希薄化が危惧されており、

さらに本年は、新型コロナウイルスの関係から計画されていた活動ができないという状

況であります。 

どのように活動したらよいか、苦慮されている町内会も多いとは思いますが、行政区

相互の連絡調整、情報交換を行っている行政区長連絡協議会の場があり、上部組織から

の情報提供や他の町内会の活動事例などを参考にしながら、地域の実情にあった活動が

模索されていくものと思っております。協議会の事務局は住民課が担当しておりますの

で、積極的な情報提供に努めてまいります。 

住民の自主的なコミュニティー活動を推進していくことが、協働のまちづくりを進め

るにあたって重要なことと考えておりますので、今後にあっても情報提供や活動支援を

継続するとともに、町内会が必要とする支援の在り方を検討してまいります。 

○議   長 

 船戸健二君。 

○船戸健二議員  

 まずはじめに、町長のご答弁のとおり、昔から町内会の活動は、地域の環境美化活動や

自主防災の取組、安心して暮らせるよりよい地域づくりに重要な役割を担っていると僕も

感じていますし、敬意を持っています。 

 コロナ禍により、町内会の主要な活動は、今後も自粛・縮小が続くことが予想されます

が、感染予防に十分注意し、十分な活動の必要性や実施する上での対策活動をしたとして

も、不安を感じる住民の皆さんは少なくありません。協働のまちづくりを進めていく町と

町内会が一丸となり、地域住民の皆さんへ感染予防、屋内、屋外でのチェックリストなど、

感染対策を周知し、ご理解とご協力を得た上での活動が望まれます。 

コロナ禍において、本格的な町内会活動ができる時期を見据え、現在の課題として挙げ

た町内会への加入率や参加率の低下、役員の担い手不足対策についての考えと、将来的に
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町内会の統合の可能性についてのお考えを伺います。 

○議   長  

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 私も町内会の会合等については積極的に参加をさせていただいておりますし、今の立場

になる前には、長く町内会の役員も務めさせていただきました。ただ、私どもの町内会も

含めてでありますが、やはり役員の担い手は不足している、そして役員の高齢化が進んで

いる、固定化が進んでいるというのは否めない現状かなと思っているところです。幸い、

私どもの町内会にあっては町内会に転居された方々ほとんど町内会に加入をしていただい

ている状況ではありますが、特に若い世代の方の入居するような施設が新たに建っている

ような行政区、町内会にあっては、なかなか町内会への加入がままならないという実態も

大樹の中でも数多く見受けられております。やはり町内会活動、地域のコミュニティーを

支える根幹でもありますし、一番身近な、そして一番重要な立場、組織であるという思い

は強く持っておりますし、それは町の行政区を運営していただくという観点からも重要な

役割を担っているというふうに思っているところです。 

残念ながら、町内で行政区の活動がままならない地域もございます。その地域の皆様と

もその解消に向けて日頃から情報を共有し、ご相談を申し上げているところでもあります

が、なかなかその現状を打開するような形には至っていないというのが現状であります。 

 これから高齢化が進み、人口減少が進む中では、やはり町内会を維持していく、行政区

を維持していくということは困難な地域もこれから出てくるということも想定はされると

ころでありますので、行政区の統合等については、ぜひ私どももその地域の皆様とよく情

報を交換し、ご相談をしながら、地域の皆様の思いに添った対応を取っていきたいと思っ

ております。 

○議   長 

 船戸健二君。 

○船戸健二議員  

 民間のアパートでは、入居時に大家さんが家賃に町内会費を含んでいますと説明し、町

内会に入ってもらうということで町内会費、町内会の加入と区費の徴収の負担を軽減する

ところもあると聞いております。しっかりと説明し、強制ではなく両者が合意のうえでの

話でもあるので、よい対策の１つの方法でもあると思います。 
 大樹町でも、数年前と比べ、多くの新築アパート、マンション、また大樹でかなえるマ

イホーム支援補助金の効果により、多くの新築住宅が建っていますので、転居のタイミン

グや町内会と連携し、円滑な加入を進めていくことも重要だと考えますので、お考えを伺

います。 

○議   長  

酒森町長。 
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○酒 森 町 長 

 今、議員がおっしゃったように、新たにマンション、アパートみたいなのを造って、そ

この大家さんが家賃と一緒に町内会費を集めるよというようなことを説明をした上で了解

を頂けるのであれば、それは私どもにとっても町内会にとっても非常にありがたい形では

あります。 

今、役場の窓口で転入をされた方に対しての情報を、以前は一覧表で行政区長なりにお

渡しをしていたのですが、昨今の個人情報保護法の関係でそれもままならないという状態

で、ご承諾を得て情報を町内会に伝えていいよと言っていただいた転入者の方には、区長

のほうにその情報はお伝えするのですが、そこをお認めいただけなかった場合については、

区長に情報をお伝えする手段がないということで、私どもの行政区の区長でもそういう形

で情報が伝えられなかった場合については、誰が入居したのか分からないということも正

直あるということで、町内会の加入をお願いする班長さんなりが非常に苦労をするという

ような場面がもう既に出ているところでもあります。個人情報保護法の観点からも強制を

するわけにもまいりませんので、私どもも町内会の在り方、必要性も含めて、広報紙など

で周知をした上で理解を高めていくということが、とりあえず今打てる方策なのかなと思

っております。 

○議   長 

 船戸健二君。 

○船戸健二議員  

 多くの方に町内会に参加していただくためには、町内会には加入していて区費も納入し

てもらっているが、様々な利用により行事や集まりに参加できない世帯や単身者に対し、

区費の減額や行政区によって異なることがありますが、班長や役員は輪番制が多いと思い

ますので、家庭の状況に応じ班長や役員を免除するなど、一定の基準やガイドラインを設

け、負担の軽減、対策を取っていくことも公平性を上げて、結果的には加入者の向上につ

ながっていくものと考えていますので、その点についてお伺いします。 

○議   長  

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 行政区、町内会をどうやって円滑に運営していくか、また役員体制をどういう形で進め

ていくかというような情報も含めて、そういう情報を交換できる、その場がまさに行政区

長連絡協議会であるかなと思っておりますので、私どもも機会があれば連絡協議会のほう

にも参加をして、懇談をさせていただいておりますので、今後もそういう部分でどういう

形がいいか、または先進的に取り組んでいるような事例がある場合については、みんなで

共有をしていくなどを通じて、円滑な行政区、町内会の活動に寄与していければと思って

おります。 

○議   長 
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 船戸健二君。 

○船戸健二議員  

 私が今回お伝えしたいことはとても単純な話です。若い世代や、より多くの人に町内会

の担い手として関心を持ってほしいということです。そして、町内会への加入、未加入に

ついては、あくまで任意であり、強制ではないということ、そして、本来の目的として住

民生活をよりよいものにするために町内会が組織されていますので、加入者と未加入者の

あつれきがあってもいけません。加入しないことで町内生活上不利益があってもいけませ

ん。規約に幅を持たせ、根気よく町内会の役割や意義を十分に説明し、賛同してくれ、加

入してくれる割合も少しずつ着実に増えていくものではないかと思います。 

 まとめになりますが、現在北海道、札幌、特に旭川では、感染が拡大し、自衛隊派遣や

医療の逼迫が報じられています。十勝、また大樹町でも爆発的なクラスターが起こり得る

可能性は十分に考えられます。情報としても、町のホームページに上がっていたり、先ほ

どのお昼の放送でも、注意喚起が流れていました。医療体制が不十分な年末年始に向け、

改めて個人単位、町内会、特に集団での忘年会、新年会においての感染拡大防止対策の周

知徹底が必要だと思いますので、最後に町長のお考えを伺います。 

○議   長  

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 まさに議員がおっしゃるとおりでありますので、今後も、今までもマスクの徹底であり

ますとか、３密を避ける、手洗い、消毒を励行するとか、そういう取組について広報して

きたつもりでもありますし、やはりコロナの感染を防ぐ中では、マスクと手洗い、これを

徹底するということがまずは第一義ではないかなと思っております。町としても広報紙や

あらゆる機会を通じて町民の皆様に感染症の予防対策の励行をお願いをしているところで

もありますし、今、北海道は非常に予断を許さない状況にあるということも思っておりま

すので、対岸の火事と思わずにしっかりと対策をこれからも講じていくことが重要かなと

いう強い思いではおります。 

○議   長 

 船戸健二君。 

○船戸健二議員  

 大事な人と自分を感染から守るため、予防していても誰もが感染する可能性があり、感

染者や濃厚接触者に対し、コロナ差別の加害者・被害者にならないよう、一人一人の感染

拡大予防の徹底と意識の向上を期待し、質問を終わります。 

○議   長 

次に、１１番、齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 先に通告いたしました公共施設の総合的管理と今後の公共施設の計画について町長にお
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伺いをいたします。 

 過去に建設されました公共施設がこれから大量に更新時期を迎える一方で、財政は依然

として厳しい状況にあります。また、今後人口減少により、公共施設等の利用需要が変化

していくと思います。 

このようなことから、総務省では、公共施設等の全体を把握し、長期的な視点をもって、

更新・統廃合・長寿命化などを計画的に行うことにより、財政負担を軽減・平準化すると

ともに、公共施設等の適切な配置を実現することが必要であるとして、平成２６年４月に

「公共施設等総合管理計画」の策定にあたって指針を大樹町も受けました。それに併せて、

平成２９年３月に、議員協議会において計画策定が説明されました。これまでの検証と課

題（計画変更）と今後の公共施設計画と運営管理等に関し、次のことをお聞きしたいと思

います。 

１点目ですけれども、我が町の公共施設等の総合管理計画の策定状況を再度お聞きした

いと思います。 

２点目ですけれども、保有する公共施設（建築物・インフラ資産）の中で、老朽化が著

しい施設、今後多額のメンテナンスの費用、耐震強化のための費用が必要と思われる施設

が見受けられますが、総合的に計画を立て、管理していかなくては財政が逼迫するという

ようなことも考えられますので、現在の計画は、十分とお考えなのかお聞きしたいと思い

ます。 

３点目ですけれども、厳しい財政状況を乗り越えて、改修、保全、安全対策を行ってい

くことは、行政の力だけでは無理ではないかと思います。官と民の知恵、ノウハウを結

集して対策を講じることも必要だと考えます。公と民の連携のＰＰＰ・民間資金を活用し

たＰＦＩもあり、これまで議論・協議してきたのか。今後、計画の中で活用の考えについ

てお聞きしたいと思います。 

４点目ですけれども、公共施設、特に産業関連施設ですけれども、耐用年数の経過に伴

い、設備を含めた施設全体の老朽化が著しい中、特に町営牧場、晩成温泉について、今後

の更新計画、運営規模とか縮小の今後の考え方についてを聞きたいと思います。 

５点目ですけれども、第５期総合計画の中で、今後の公共施設の中で特に町民プール、

学童保育所、公営住宅等の計画について、再度お伺いしたいと思います。 

６点目ですけれども、第６期総合計画に向けての公共施設の更新・統廃合・長寿命化の

計画について再度お伺いしたいと思います。 

よろしくお願いします。 

○議   長  

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 齊藤議員ご質問の公共施設の総合的管理と今後の公共施設計画についてお答えをいたし

ます。 
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 １点目の公共施設等総合管理計画の策定状況についてでありますが、当町の公共施設等

総合管理計画は、「公共施設等の全体像を明らかにし、様々な社会情勢を踏まえ、長期的

な視点を持って、公共施設等の総合的かつ計画的な管理を推進すること」を目的に、建築

物などの公共施設と、道路、橋梁などのインフラ施設に区分し、さらに、公共施設では１

０類型に、インフラ資産では５類型に分類し、現状の把握と将来の見通し、計画的な管理

に関する基本方針を定めたものであります。 

２点目の、現在の計画は、十分と言える考えなのかについてでありますが、計画の中で

も定めているとおり、財政状況や環境の変化に応じて適宜見直しを行っていくものであり

ます。 

特に主要な施設にあっては、第５期大樹町総合計画執行計画プロジェクトチーム会議に

おいて、必要性や優先度の検討を進めており、財政的には当然のことでありますが、各種

補助金の活用、交付税措置のある起債の借入れなどを行うほか、財政シミュレーションを

適宜見直すとともに、対象とする施設によっては、修繕による延命、廃止など、その時々

の社会情勢等を踏まえ、見直していく必要があると考えております。 

 ３点目の公民連携ＰＰＰ・民間資金を利用したＰＦＩについてこれまで議論、協議し

てきたのか、今後、活用の考えはあるかについてでありますが、ＰＦＩで定義される公

共施設等の、設計、建設、維持管理及び運営に、民間の資金とノウハウを活用し、効率

的かつ効果的な公共サービスの提供を図るもののうち、町営住宅における設計、建設に

ついて、管内他町村で実施している状況と、現在、大樹町で建設を進めている町営住宅

に係る設計と建設費用について、１戸当たりの費用に換算して比較したところ、大きな

差はなかったものであると確認しております。 

また、サービス付高齢者向け住宅については、民間事業者へ土地の貸付を行い、設計、

建設、維持管理及び運営について、民間事業者に委ねることが望ましいと考え、協議を

行った経過もありますが、現時点では実現に至っておりません。 

今後にあっては、サービス付高齢者向け住宅に限らず、必要となる施設等への住民の

方々のニーズを踏まえながら、公民連携も含め、検討してまいりたいと考えております。 

４点目の町営牧場や晩成温泉の今後の更新計画と、運営規模、縮小・拡大の今後の考

え方については、両施設とも老朽化が進んでいるところでありますが、当面は小破修繕

により維持しながら、町営牧場は料金の見直しと機械の更新と設備の改修を図りつつ、

晩成温泉も含め、施設の在り方や規模等については、引き続き協議を進めてまいります。 

５点目の第５期総合計画の今後の公共施設計画についてでありますが、本年１月に、

整備の在り方や工程等をまとめた第５期大樹町総合計画執行計画を作成したところであ

りますので、今後の財政状況等を踏まえながら計画的に進めてまいりたいと考えており

ます。 

６点目の第６期総合計画に向けての公共施設の更新・統廃合・長寿命化の計画につい

てでありますが、第５期大樹町総合計画執行計画において、主要な１９施設等について
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更新、当面の利用継続などの方向を示し、これまで３回の見直しなどを行っており、第

６期総合計画に向けては、コロナ禍後の社会情勢が見通せない中で、さらに厳しい視点

に立ち見直しをしながら進めていく必要があると、考えております。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 先ほど申しました平成２６年に総務省から指針を受けて、大樹町、２８年に策定したの

ですけれども、そのときに一緒に水道事業の経営戦略、また下水道事業の経営戦略と、そ

れと大樹町国民健康保険病院新改革プランという、４つが一緒に報告されたのですよね。 

 それで、説明されたのですけれども、本来ですとこの４項目を含めて再質問するとより

詳細に総合計画が見えてくるのかなと思うのですけれども、これをやりますと大変時間が

かかりますので、今回は公共施設全体と、特に気になる施設について、これから再度質問

していきたいと思います。 

 １点目ですけれども、現在の計画で充分かという質問に対して、計画中の中でも定めて

おり、財政状況は環境変化に応じて適宜見直していくつもりでありますと、そう答弁いた

だきました。それで、第５期の総合執行計画に何か進めていく中で、特にスマート街区事

業が加わったりなんかして、今日のコロナ禍の影響が大きい中、令和３年度以降の各会計

の予算、残りの第５期の総合計画、これは令和元年から令和５年の間ですけれども、とも

に適宜見直し、特に財政状況、環境の変化は見直しがあるのか、それについてお聞きした

いと思います。 

○議   長  

鈴木総務課長。 

○鈴木総務課長 

コロナ禍の影響において、令和３年度各会計予算とそれから総合計画の見直しの関係で

ございますけれども、令和３年度予算につきましては、基本的には例年どおり緊急性、必

要性、経済性、費用対効果などを踏まえながら、コロナウイルス感染症により、これまで

とは考え方を見直さなければならないところもあると思いますけれども、そういった見直

さなければならないところは見直しも含めまして計上をと考えてございます。 

総合計画のほうにつきましては、総合的な調整をする分野、主にハード事業については

第５期総合計画執行計画において優先度を定めながら、計画的に整備をすることとしてお

りますけれども、今後の経済の動向、それから地方財政制度の見直しなど、財政を取り巻

く環境の変化に応じて、適宜見直しを行いながら進めてまいりたいと考えてございます。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

分かりかました。財政状況とこれからの環境の変化に応じて見直すということですけれ
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ども、そう言いながらでも特に施設の中で一番気になっているのは、町営牧場と晩成温泉

なのです。今後の更新計画に対して、答弁は、当面は小破修繕で維持しながら進めていき

たいと、町長から答弁頂いたのですけれども、これ、両施設とも築４０年が過ぎているの

です。形のあるものはいずれは壊れてしまうのです。その当面というのはどれぐらいなの

か、私は５年ぐらいなのかなと思っているのですけれども、ひょっとしたら町長は壊れる

までなのかなと、価値感の違いがあると考えますが、一応、どれぐらいの期間であるのか

ちょっと聞きたいのですけれども。 

○議   長  

佐藤農林水産課長兼町営牧場長。 

○佐藤農林水産課長兼町営牧場長 

冬期舎飼で使用しておりますカラマツ牛舎でございますが、こちらの方は、若干耐用年

数を超えておりまして、また鉄骨牛舎につきましては、耐用年数に到達しておりません。

カラマツ牛舎につきましては、小破修繕で今後１０年間は使用していく考えでございます。

本牛舎につきましては、耐用年数を１０年以上超過しておりますが、随時修繕しており、

牛の飼養については従来どおり継続できる状況ではございますので、こちらも今後１０年

間は使用していく考えでございます。 

事務所につきましては、耐用年数を２０年以上超過しておりますが、こちらも小破修繕

により今後１０年間は継続して使用していく考えでございます。まずは、順位的には事務

所よりも牛舎の更新が優先でございますが、それよりも先に作業機械の更新を優先させる

方向でおります。 

以上でございます。 

○議   長  

伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長 

晩成温泉についてでございますけれども、現時点で何年ということは決まってはおりま

せんが、施設、設備ともに老朽化が進んでおりますので、十何年もということにはならな

いと思っております。 

以上です。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 そうしたら、町営牧場、晩成温泉、それぞれ１０年、町営牧場については当面は１０年

だと。晩成温泉については、多分１０年はもたないだろうという、そういう答弁、説明頂

いたのですけれども、それで進めていく中で、まず平成２８年に作成した公共施設等の総

合管理計画から、その中で本町の公共施設の延床面積、合計が当時は１１万平方メートル

なのです。人口１人当たりにすると、平成２７年ですと５,８４５人で計算しているので
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すけれども、その床面積が１８.８平方メートルで、これ全国平均は当時で３.２２平方メ

ートルなので、約全国平均でいうと５.８倍、そういうように記載されているのです。今

後、令和３年、４年に向けて、新庁舎、スマート街区等の施設を含めると、町民１人当た

り、どのぐらいの床面積になるのかちょっと聞きたいのですけれども。 
○議   長  

鈴木総務課長。 

○鈴木総務課長 

 町民１人当たりの延床面積ということでございますけれども、庁舎、スマート街区を含

めると、ということでございますので、庁舎につきましては、新旧庁舎の差分の減、新し

い庁舎のほうが縮小しておりますので、減になります。それからスマート街区では、延床

面積ということになりますと、木質チップのボイラー棟に係る分が面積に含まれることに

なりますので、その分が増ということになりまして、それらを相殺しますと約５００平方

メートル程度の減と想定しております。 

人口につきましては、当時の計画の数字では２７年１月１日現在ということで５,８４

５人ということで数字を１人当たりの数字としておりますけれども、直近の１１月末現在

の数字では、５,４５２人となっておりますので、その当時から見ると３９３人と減少幅

が大きいという状況になっております。そのため、町民１人当たりの延床面積につきまし

ては、約１９.８平方メートルと、当時の平成２８年の１８.８平方メートルより１.０平

方メートルの増となっている計算となっております。 

以上でございます。 
○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 １人当たりの床面積が１９.８で分かりました。多分、今の説明からいくと、今これか

らやっていく地中熱とか、それは床面積に入るのか、土に埋まっているからならないのか

な。それと、太陽光の関係。太陽光も床面積に入るのか分かりませんけれども、今の延床

面積でいくと１９.８と分かりました。 

 もう１つ聞きたいのは、減価償却費の率なのですけれども、一般会計に影響しない公共

施設等の有形固定資産、減価償却費についてですけれども、この長寿命化工事による使用

期間の延長効果には、数字には反映されないのですけれども、一般的目安として有形固定

資産の減価償却率というのは、大体３５から５０％なのですけれども、当町は２８年で５

８％で平均で推移しているのですけれども、今、どれぐらいの償却率なのかお聞きしたい

のですけれども。 

○議   長  

鈴木総務課長。 
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○鈴木総務課長 

 平成２８年から今現在、令和２年ということで４年経過しているという状況にございま

して、令和元年度末現在の償却、それまでの施設の増減とか入れまして、約６２％になろ

うかと計算してございます。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 ということは、平均目安からちょっと出てきたということなのですよね。 

それで、公共施設等の町営牧場と晩成温泉で再度お聞きしますけれども、両方とも小破

修繕で、町営牧場は約１０年、晩成温泉は１０年持たないというのですけれども、町営牧

場は料金を含めて機械の更新等の施設改修を図りつつ、晩成温泉も施設の在り方、規模に

ついて引き続き協議してまいりたいという、そういう内容頂いたのですけれども、町営牧

場なのですけれども、先ほど説明ほぼされたのですけれども、町営牧場というのは、十勝

管内で大体１９の施設があって、直営でやっているのは大体６施設で、そのうちＪＡの指

定管理が６、振興公社が大体７という数字なのです。 

それと、冬期舎飼でいくと、冬期で９施設がやっていて、直営でやっているのは大樹町

と清水町で２施設なのです。そういった状況の中で、我が町の牧場利用戸数はどうだろう

となりますから、ＪＡ大樹ですと正組合２００で３６戸ありまして、専業農家、酪農家７

４戸なのです。牧場でいきますと、夏期で２０戸、冬期舎飼が１６戸、法人も含むのです

けれども、今の利用でいくと約３分の１の利用に至っているのですけれども、先ほど説明

ありましたように、一番古い事務所で築４７年なのです。木造のフリーストールも４棟と

も耐用年数の１７年をはるかに超えてきているのです。機械も、比較的新しいタイヤショ

ベル、今年給餌ミキサー入れてますので、それ以外、ほとんどトラクターが２万時間を超

えて、これから更新なのですけれども、当面小破修繕をしながらという答弁頂いたのです

けれども、もうやりきれない状況の判断だと思うのです。料金も含めて。料金も、今は多

分内税ですよね。ということは、２％上がったときは、町が負担しているのです。その辺

も、やはりそのときに本当は外税に一緒にすればよかったのですけれども、今はそういう

状況にしているのですけれども、そういった状況の中でも、今と同じスタイルで経営を運

営していくのか、それについて聞きたいのですけれども。 

○議   長  

佐藤農林水産課長兼町営牧場長。 

○佐藤農林水産課長兼町営牧場長 

先ほどご説明いたしましたとおり、建物につきましては小破修繕で継続使用していく考

えでございます。農作業機械につきましては、今後１０年間の更新計画を作成中でござい

まして、内容を精査し、計画的な更新を予定しております。また、コントラ事業などの作

業の外部化を進めまして、また機械のレンタルや農業者等からの借上げなども含め、機械
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の導入に係る費用を抑えていくことも検討しております。 

牧場の在り方では、町営牧場の外部委託についても検討を進めまして、国の補助事業を

活用した機械の導入も視野に入れて検討してまいりたいと思っております。まずは、預託

料金の値上げについては、管内の公共牧場の夏期放牧、冬期舎飼の預託料を参考にしまし

て、また作業機械の更新、その後の施設の更新を踏まえた形で積算し、運営委員会にお諮

りする予定でございます。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

当面、小破修繕でやっていくのはいいのですけれども、１０年たったらもう築５０年で

すよ。役場でいったら、もう建て替えですよね。それのことは後で町長に聞きます。 

利用料金ですけれども、できれば今、内税なので、やはり外税にするべきだと思うので

す、私は。その辺も町長、後から聞きますので、お願いをいたします。 

それで、２点目で晩成温泉の関係ですけれども、一番これも気になるのです。今のところ、

運営は指定管理者で行われているのですけれども、この契約も来年の令和３年度で切れる

のです。指定管理も、５年間の期間において、本当に民の知恵でノウハウを結集して、対

策を講じた努力、調べたところによりますと、入湯税ですか。当時、はじめは平成２７年

の予算額が４００万９,０００円に対して決算が約５００万円なのです、実績が。令和元

年度が、歳入予算額が４１４万２,０００円だったのに、決算は５０３万８,０００円と、

本当に入館者数にかなり努力されているのですよね。ここはやはり民間のノウハウという

のは、かなり努力されているのかと思います。 

しかし、施設面、本館が築４０年、もう浴室が築２４年経っているのです。改修してか

ら。学童、農業研修センターも築３８年で老朽が進んでいるのですけれども、来年契約の

更新時期が来るのですけれども、そういった中で、当面は小破修繕で進めていくというの

ですけれども、これ、指定管理者がやる上でどうなのでしょうね。本当、これでオーケー

になるのか、なかなか厳しい状況だと思うのですけれども、それでも当面は小破修繕でい

くのか、それについてお聞きしたいと思います。 

○議   長 

 伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長 

 晩成温泉の利用者数は、宿泊者を含めまして平成２９年度で約５万人、平成３０年度で

約５万２,０００人、令和元年度で約５万４,０００人と、年々利用者数は増加している状

況となっており、大樹町にとっても貴重な観光資源となっているところであります。しか

しながら、施設、設備ともに老朽化が進み、大規模な改修が必要な状況となっていると認

識しているところであります。大規模改修には、相当な財政負担が伴いますので、当面は

小破修繕により維持していくこととしておりますが、来年度には令和４年度以降の指定管
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理者を選定していくこととなりますので、早い段階で今後の晩成温泉の在り方等を検討し

ていきたいと考えているところでございます。 

 以上です。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

分かりました。両施設の目的からいっても、両施設とも築４０年が経過しているのです。

当面はということは、さっき言った１０年とか１０年もたないとか、先ほど言ったけれど

も１０年といったらもう築５０年、普通の家庭でしたら、もう建て替えですよね。そうい

った中、将来の目標数値、やはりきちんと５年先、１０年先、築５０年、運営規模につい

ても先をどうするということを考えるべき。例えば牧場であれば冬期舎飼を縮小するとか、

年間雇用している人もいますので、その辺もあって、簡単に廃止できないけれども、縮小

するとか廃止するとか、もしくは晩成地区の夏期放牧をやめるとか、そういった思い切っ

た行動に出ないと、なかなか牧場運営は成り立たないと思うのです。 
それともう１つは、温泉。温泉をどうするかということ。例えば、今は条例で謳ってい

るので、料金をこっちで指定していますけれども、料金を含めて指定管理にやらせるとい

う方法もあるのです。例えば、チップ代は町で出すけれども、あとは全て何とかやってく

れだとか、それと、それができないのであれば、もう１つは冬期の宿泊施設をやめるとか、

そういった縮小をして古いものは取り壊すということをしていかないと、なかなか１０年、

そういった５年先、１０年先のビジョンというのは、やはり今から描いていかないと、も

たないと思うのですけれども、いざというとき大変だと思うのです。その辺について、先

ほど牧場料金の外税、内税について、それについて町長の考えをお聞きしたいのですけれ

ども。 
○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 今、公共施設等の総合計画の中身で特に議員がご指摘の町営牧場と晩成温泉について、

ともに築４０年以上経過している施設でもありますので、それの今後の見通しについてご

質疑をいただいているところでもあります。 

公共牧場、町営牧場については、やはり私が職員のときに携わったときから見ると、戸

数はもう本当に半減以下になっている状況です。ただ、預託の頭数については半減という

ことはありません。ただ、今の家畜伝染病等の関係で、預託の戸数が減ったということも

ありますが、育成牛をつくっていく、担っていくという部分ではまだまだ役割はあるのか

なと思っているところです。ただ、いかんせんご指摘のとおり、施設または機械等も含め

て老朽化が進んでおりますし、私どもの牧場に勤務するスタッフについても、なかなか充

足が難しいというような状況が続いているところでもあります。 
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また、料金についても、今は見直しを進めるということで答弁をさせていただいており

ますが、内税であるということもあります。その辺については、料金の改定のこれから検

討する中で、ぜひ外税の方向で考えていければなというふうには思っております。 
預託されている皆さんにとっても、経営の一環、育成の部分を町営牧場に担っていると

いう役割はあります。「来年からやめます」というようなわけには、なかなかいかないと

いうこともありますので、議員ご指摘のとおり、ある程度目先を見据えた中で縮小してい

くのか更新していくのか改修していくのか、そういう計画を預託者の皆様にも示した中で、

どういう形で町営牧場の役割を継続していくべきかというところは検討していきたいと思

っております。 
先ほど答弁の中で、説明の中でもありましたが、１０年は小破修繕ということで漠然と

１０年、まだこれから使いますというようなことではなくて、具体にどういうことをやっ

ていく、どの段階でどうしていくというところも含めて、ぜひ牧場の運営委員会または経

済団体、預託者の皆様とも相談をさせていただきながら、お示しできればなと思っており

ます。 
 晩成温泉につきましては、あと１年指定管理の期間があります。来年度中には新たな、

それ以降の晩成温泉の運営をどうしていくかというところも検討していかなければならな

いと思っております。 
 今回、パークゴルフ場の指定管理の関係で、期間を見直したというようなこともありま

すが、やはりその先の指定管理をどういう形でやっていくかという部分では、今現在の晩

成温泉の状況をしっかりと評価して把握するということが大前提かなと思っており、その

中には、老朽化しております施設の対応について、今後どうしていくべきかというところ

もあると思いますので、その点も含めてしっかり見据えた上で、晩成温泉のこれからの形

については、指定管理を募集する段階で、ある程度の目先の部分についてはお示しできる

のではないかなと思っております。  

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 ぜひ、晩成温泉については本当に入場者ですか、５万４,０００人ってすごい数字に盛

り返しているのです。大樹町の観光の１つなので、その辺は、やはり今後指定管理者と十

分協議していく必要があるのかなと思います。 

 牧場なのですけれども、当面は１０年程度、施設を利用するとのことですけれども、私

が思って見ているのは、特にひどい、ひどいと言ったら怒られるのですけれども、本牛舎

です。舎飼。あれはちょっと、一度冬、雪降った日、牧場運営委員会で見に行ったほうが

いいですよ、絶対。あれはひどい。ひどいというか本当によくここで働いているなという

くらい感心して私も１回見たのですけれども、そこを早急にやはり回避していかなければ

ならない。そうしないと今６名年間雇用しているのですけれども、そのうち、何か辞めて
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いくのではないかと、もうそれぐらい厳しい状況に追い込まれているのです。ぜひその辺

も今後、検討していただきたいと思います。 

 次、第５期の総合計画の中で優先順位、Ｓとか優先整備が出ていますプールについてと

学童保育について聞きたいのですけれども、今後、財政状況見ながら計画的に進めてまい

りたいという答弁なので、多分建設を進めるのだろうと思うのですけれども、今現在、庁

舎で約２５億円、これにあと備品とかいろいろかかるのですけれども、スマート街区も１

００％道の補助金ですけれども、運営事業費がどういう形で進められるか、まだ未確定な

のです。多分、ひょっとしたらその経常経費が増える可能性がある中、それと今、法人の

認定こども園が建設で、実施設計で工事費も協議中ですけれども、これも恐らく８とか９

とかそういう数字が生まれてくるのではないかと思うのですけれども、そういった中で、

それと単年度の経常経費を見ても、微増傾向にあるのです。恐らく１０％や２０％近く微

妙に上がっているのではないかと思うのですけれども、そういった令和元年度の一般会計

の財政状況、基金が３６億２,０００万円、町債が９９億５,０００万円という結果から、

それぞれの状況から両施設とも令和４年度以降に検討中とされているのですけれども、執

行計画されているのですけれども、本当にこれ、両施設とも建設していくのでしょうか。

その辺についてちょっと聞きたいのですけれども。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 私どもの先ほど説明をさせていただきましたが、検討チームの中で優先順位をつけて、

町民プールについては優先度が非常に高いという結果を見ております。また、学校現場か

らもプールに対する要望が出ているところでもあります。 

いろいろな施設の広域での活用も叫ばれている昨今ではありますが、プールについても、

その部分では教育委員会のほうでも検討しておりました。ただ、授業等の関係で利用する

という点も含めて、やはり今の規模、今６レーンですが、その規模であるかどうかは別に

しても、やはり一番利用の多い小学校に近いところに町民プールとしての学校で使うよう

なプールの設置が必要であるということもあって、今現在教育委員会とも協議をし、また

今現在のプールについては、Ｂ＆Ｇ財団からのご支援を頂いて建設したものでもあります

ので、Ｂ＆Ｇ財団ともプールの改築に向けての検討を進めているところでもあります。Ｂ

＆Ｇ財団からの補助が見込めるという段階で、プールについては建設を進めたいという思

いでおります。 

一方、学童保育の施設でありますが、以前に私どものほうで計画をし、建築に向けて準

備を進めていたということですが、残念ながら建設には至らなかったというところであり

ます。従前から公共施設の整備については、年次計画をもって重複しないような形で進め

ていくということをお示しさせていただいており、そういう形で進めているところでもあ

ります。 
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ただいま役場、私ども、または町民の悲願でもありました役場庁舎の建設に今年から手

がけたところでもあります。また、法人の認定こども園についても保育環境の充実を図り

たいという思いも含めて、実施設計、そして来年度から事業着手という予定になっており

ます。 
プールについては、しかるべき段階ということで、まだ具体の年次は申し上げられませ

んが、予算を計上させていただいた上で執行できればと思っているところです。 
学童保育についても、建設をもくろんだということもありますので、建設については進

めたいという思いはありますが、他の、例えばその学童を建てる段階ではなかった認定こ

ども園の新たな設置が進められているということもありまして、そこに例えば南保育園に、

あの地域で今、十分な手だてが講じられていない行政区の集会施設等をひょっとすると、

仮ですよ、もっていければ、今の学童または武道館で学童を継続することも可能性はゼロ

ではないなというところも踏まえて、そういうあの当時にはなかった施設運営の在り方等

も含めて、学童については検討していきたいと思っております。どういう形で学童の施設

が整備できるか、改修できるかというところはこれから検討してまいりますが、そういう

形で学童とプールについては、今後の施設運営をもくろんでいきたいという思いでおりま

す。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 分かりました。当面、執行計画の中では町民プールですけれども、計画の中では基本設

計で大体１,2００万円見ていたと思うのです。建築費が約４億円という数字が出ていたと

思います。恐らくこれに学童保育所を新たに建てるとしますと、約１０億円はかかるだろ

うと思うのです。 

大型投資、経常経費が微増していく中、将来に向けて地方債の現在高調書だとか基金残

高、起債残高だとか償還金と総合すると、例えばプールと学童の建築を１年ずらしてもそ

んなに財政が緩くなるわけないと思うのです。そうすると、財政難に陥る、また逼迫する

のではないかと、前回同じこと質問したのですけれども、そういうことを一番心配するの

ですけれども、ここは先ほど今町長言ったように、もう一度両施設の事務事業の目線を変

えるべきだと思うのです。今、町長言ったように。 
多分、今町長の答弁からいきますと、プールは多分新築、新しく建てたいのだろうなと

いうのが答弁で分かりました。問題は学童保育所なのです。学童保育所は、今町長は武道

館もあり得るだろう、仮と言いましたけれども、そこはまたバスで送迎しなければならな

いのです。 
私もちょっと提案したいのは、今法人がやっている保育所を利用できるのでは。南北が

空きますと、基本的には返却なのです、町に。北は土地も建物もそうなのです。南は建物

は町に返す、土地は宗教法人ですが。そういったことを考えるとバスの経費も浮くだろう
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と。昔のスタイルに戻すのもいいのではないかなと。送迎が心配されるのですけれども、

送迎のそういう時間は、今学校でやっています学校運営協議会（ＣＳ）その中で学校地域

協働本部というのがありますので、そういった中でボランティアの方を募るとか、そうい

ったやり方もいろいろ工夫があるので、全体でそういうことをイメージしながら目線を変

えるべきでないかと思うのですけれども、再度町長お願いします。 
○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 今、議員がご指摘のとおり、目線を変えるという部分では、今のような、例えばＣＳを

利用するとか、これから新しい認定こども園ができたときに空くであろう南北の保育所の

施設を活用するというようなところも、目線を変えるという部分でまさにそのとおりかな

というふうにも思っておりますので、そういう今の状況と環境が変わりつつあるところ、

そこをしっかりと見据えたうえで施設の整備を進めていくということはもちろんだと思っ

ております。 

また、何が何でも施設をやるということではありません。従前から施設整備を行う段階

では申し上げているつもりではありますが、しっかりと財政、財源を見据えた中で、また

それを建てることによって発生するランニングコストも含めて、財政運営、シミュレーシ

ョンをするうえで建設を進めていくという思いは強く持っておりますので、そういう、建

ててしまったから町が、財政が立ち行かなくなって破綻するなんていうことは、到底私も

考えてはおりませんので、そういう点についてはしっかりと地に足を据えて対応していき

たいと思っております。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 ぜひ、これコロナ禍とかいろいろあって、本当に経済環境、町民の生活ニーズが変わっ

ていく環境なので、ぜひその辺を柔軟に対応しながら進めていただきたいと思います。 

 それで、第６期の中で、議会の総務常任委員会において所管事務調査を行い、松本委員

長が報告したのですけれども、結構時間がかかるので、途中から抜粋して読み上げると、

「移転後７年目を迎えた現在も、施設整備や今後の運営、旧図書館の施設の処分等につい

ての方向性が示されていないことから、明確な方向性を決定するため議論を速やかに開始

すべきだ」と、そういった共通認識で委員長報告させていただいたのですけれども、やは

り第６期に向けて総合計画の中で、図書館の在り方というのは、今の学習センターも含め

て、どういう形で進めていくのか、ちょっとお聞きしたいのですけれども。 

○議   長 

酒森町長。 
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○酒 森 町 長 

 今回、定例会の冒頭で、所管事務調査の報告を頂き、私も非常に内容を興味深く拝見を

させていただいたところです。今の図書館が耐震がないということで、緊急避難的に学習

センターに移転をしている現状があります。 

その中で、所管事務調査の中でも報告がありましたが、メリット・デメリットは確かに

書いたとおりあるかなと思っております。施設の有効利用という観点からは、光熱水費も

含めて学習センターの中で図書館機能があるということ、またはあそこにあるということ

なので、使い勝手のよさも当然あろうかなと思っているところです。ただ、いかんせん蔵

書のまだ４割が旧図書館の中にあるということで、利用される方々には大変なご不便をお

かけしていると思っているところでもあります。 

今後、大樹町にとってどういう形で図書館を整備・運営していくということが望ましい

かという点については、利用される方または教育委員会サイドの意向も確認したうえで、

方向性を出すべき案件であるというふうには思っているところでもあります。第６期の総

合計画ということを考えれば、令和６年以降ということにもなりますので、そこまでに結

論が出せればいいですし、出せなくても第６期の中では、しかるべき位置付けが、どうす

るかという位置付けが必要になると思っておりますので、これからも板谷教育長とともに

図書館の在り方については鋭意検討していきたいと思っております。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 分かりました。できればここで板谷教育長、どうなのだと聞きたいのですけれども、通

告書に質問事項、質問者書いていませんので、今日はやめます。 

 これまでの再質問は、公共施設等の計画に基づいて、老朽化の施設２件、第５期の建設

検討中のやつが２件、第６期のやつ１件について、それで答弁や説明を頂いたのですけれ

ども、あと２問で終わりにしますけれども、施設全体のことについてお聞きしたいと思い

ます。 

 公共施設、人口町民１人当たり床面積が先ほど説明頂いたように１９.８なのです。こ

れ、全国平均なので、人口密度とか、土地の面積の広さが違うので、一概に５.８倍、６

倍だとは言えないのですけれども、例えば同じ町村、南十勝の中でどのぐらいの床面積だ

と、そういう調査も今回はして、自分の町がどのくらいの位置にあるのだということも、

やはりこれから検討すべきでないかと思う。それを今後お願いしたいと思います。 

 それで、町民サービスを行ううえで、廃止できない施設もあるのですね。やむを得なく。

周辺施設の立地状況を踏まえながら、今後、施設や統合、機能の複合化等により、効率的

な施設の配置を考慮していくことが必要だと思うのですけれども、それについてお伺いし

たいのと、もう１つは、それぞれの施設の費用対効果を踏まえながら、人口減少や厳しい

財政状況を勘案し、必要なサービス水準を確保しつつ、施設の総量というか適正化、例え
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ば施設同士の統廃合を進めるとか、新しいもの１建てたら古いもの２を壊すとか、そうい

ったことをもうやっていかないと、だんだん床面積が増えていくと思うのですけれども、

その辺についてちょっと町長の考え聞きたいのですけれども。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 公共施設を新たに造る段階で、今まで従前使っていたものをなくしていくという、スク

ラップアンドビルドでしたか、１つ造ったら１つ壊していくという考え方は、まさにその

とおりだと思います。新しいものを造っても、古いものをそのままにしておいたら、いつ

までも面倒見る、床面積が増えるばっかりでありますので、そういう意味では、その思い

は私も強く持っておりますので、その思いで施設の運営、または整備について携わってい

きたいと思います。 

また、古くなった建物をいつまでも置いておくというのも、非常に安全的にも美観的に

もよくないということもありますので、もう使用しない施設について活用の方策がないも

のについては、お金をかけてでも壊していくということが必要でもありますし、願わくば

有効利用できる、民間の方が有効できるような更地になれば、ぜひそこは民間の方にお譲

りしてでも活用していただければと思っているところでもあります。 

これからも老朽化する施設については、更新計画を持った上で整備をしていかなければ

なりませんので、今議員からご指摘のあるお考え方については、私は全くそのとおりだと

思いますので、どんどんどんどん床面積が膨らんでいくことのないように、人口はどうし

ても減っていくということがあれば、それだけでも町が担っていかなければならない１人

当たりの床面積というのは増加をしてしまいますので、そういうところを抑制するような

レイアウトや配置も含めてこれから検討していく考え方の中の大きな肝としてその思いは

持っていたいと思います。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 ぜひ、その辺をお願いしたいと思います。１人当たりの床面積が増えるということは、

お金に変えると１年間の経常経費が増えるということで、１人当たりの経費が増えるとい

うことなので、ここはやはり人口を見合わせながら、適正な床面積をお願いしたいと思い

ます。 

 最後になるのですけれども、今回の質問は、配付されたこの公共施設等総合管理計画で

すね、この中でちょっと、一応全部読ませていただきました。そうしたら、２３ページに

ぜひこれは町長にやっていただきたい事があったのです。今ここで、町長や説明員がいろ

いろ説明していただいたのですけれども、ここにいる人だけが共有するだけで、職員全体

が共有していませんよね。それ、内容を読みますと、「職員１人１人が公共施設等の管理
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の意義や必要性を理解する必要があるため、全職員にこの計画内容を周知させるなど、意

識の共有化を図ります。職員１人が常に経営的視点を持って、全体の最適化を目指す戦略

的取組が必要であることを示し、そのために各施設を管理する職員に対して技術的な講義

等を行うとともにマネジメントに関する講義も取り入れ、職員のスキルと意思向上に努め

るなど、必要な研修を行います」と、こういう立派な内容書いているのです、これ、まさ

にそうだと思うのです。ここにいる人だけ共有してもだめなのです。若い職員をやはり同

じレベルで同じ視点を持って、同じ理解を持ってやることが私は絶対必要だと思うのです。 

そういうことで、厳しい財政状況を共有しながら、意識を向上するために必要な研修、

講義、ぜひ町長にやっていただきたいのですけれども、最後にそれお願いいたします。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 私も今回、齊藤議員から、このご質問を頂いた中で、平成２８年度、２９年の２月でし

たか、に策定をし、議員協議会に説明をさせていただきました公共施設等総合管理計画を

全部、もう一度読みました。議員ご指摘のとおり、２３ページに職員向けのスキルと意識

向上、またはマネジメントに関する講義を取り入れたものの研修をやると、ここに明記し

てありました。 
担当者、各施設を管理する職員に対する技術的な講義というのは、それぞれ所管すると

ころで技術的な、またはいろいろな新しい取組も含めた専門的な講習は受けているのです

が、職員全体で同じ思いを持って施設の管理運営に携わるためのマネジメント講習という

のは今までやってなかったということでありますので、早い段階で、ちょっと、いついつ

とは今明記はできませんし、どのような方を呼べばこういう講師が、研修ができるかとい

うところも、これからではありますが、この計画の中でやるというふうに明記してあった

点については、今まで開催ができなかったということでありますので、しかるべき段階で

講習を進めるべく、担当課のほうに指示を出しましたので、開催をしたいと思っておりま

す。今まで開催ができなかったということについては、おわびを申し上げたいと思います。 
○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

ぜひ、これ、やはり職員全員、多分これ、ここの本社だけでなくて、多分病院も同じな

のです。介護施設も同じなのです。やはり上層部、事務局だけが思っていたらだめなので

す。やはり病院も同じで、看護師も、医者も、みんな同じ共有持っていかないと、病院も

この間言いましたけれども、結構大変なのです。そういったことで、ぜひそういう計画を

実施していただきたいと思います。 

総合計画を進めていく中で、今日のコロナ禍、自然災害等の影響があって、社会情勢を

的確に把握しながら、国の地方財政の計画や税収見込みを踏まえ、健全な財政状況を維持
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するために、町民のニーズの変化、効率的な施設の配置に対応して、施設間の統廃合を視

野に入れながら、また既存の施設の改修・更新等に係る費用を平準化するとともに、投資

の費用を抑制することはこれから本当に重要だし、床面積を減らしていくことが重要なの

です。そういったことで、中長期的な視点に立ちながら、戦略的な公共施設の再編成と管

理に取り組んでいくことをこれからも切にお願いをいたしまして、一般質問を終わります。 

○議   長 

 以上をもって、一般質問を終了いたします。 

 

   ◎延会の議決 

○議   長 

 本日の日程は、全て終了いたしました。 

よって、本日はこれにて散会いたします。 

 

延会 午後 ３時２２分 
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開議 午前１０時００分 

 

   ◎開議の宣告 

○議   長 

 ただいまの出席議員は、１１名であります。 

 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 

   ◎日程第１ 会議録署名議員指名 

○議   長 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２４条の規定により、議長において、 

 ３番 吉 岡 信 弘 君 

 ４番 西 山 弘 志 君 

 ５番 村 瀨 博 志 君 

を指名いたします。 

 

   ◎日程第２ 陳情第４号  

○議   長 

 日程第２ 陳情第４号「所得税法第５６条の廃止を求める意見書」の採択を求める陳情

の件を議題といたします。 

 委員会における審査が終了しておりますので、報告を求めます。 

総務常任委員会委員長、松本敏光君。 

○松本総務常任委員長 

 去る１２月８日の本会議において、本委員会に付託された陳情第４号「所得税法第５６

条の廃止を求める意見書」の採択を求める陳情書について、同日、委員会を開催し、審査

を行いましたので、議会会議規則第９４条の規定に基づき、結果を報告いたします。 

 本陳情の趣旨は、所得税法第５６条が「事業主の配偶者とその親族が事業に従事したと

き、その対価の支払いは必要経費に算入しない」と定めていることを不公平、かつ、不利

益であるとして、国に対し、廃止を求める意見書の提出を求めるものであります。 

家族従事者の自家労賃の支払いは、必要経費として認められませんが、所得税法第５７

条の規定により青色申告を行うことで、必要経費とすることが可能であること、事業主は

白色・青色いずれかの申告方法を選択する権利を有していること、法第５６条を廃止する

場合には、経費と家計の区分の客観性の担保や、恣意的な所得分配の防止に対する対策が

必要であることなど、整理すべき課題も残されることとなります。 

 これらを踏まえて審査を行いましたが、税制上の意義や問題点、国等の取組状況につい
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ての認識を深めた中で、改めて判断すべきであるとの意見で一致したことから、本陳情に

ついては継続審査とすることに決定いたしましたので、報告いたします。 

○議   長 

報告が終わりました。 

これより、委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 お諮りします。 

 本件は、討論を省略し、直ちに採決したいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

     （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、ただいまの決定のとおり議事を進めます。 

 これより、陳情第４号の件を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件に対する委員長の報告は継続審査であります。 

本件は委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

     （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本件は、委員長の報告のとおり継続審査とすることに決定いたしました。 

 

   ◎日程第３ 陳情第５号  

○議   長 

 日程第３ 陳情第５号少人数学級の実現を求める陳情書の件を議題といたします。 

 委員会における審査が終了しておりますので、報告を求めます。 

総務常任委員会委員長、松本敏光君。 

○松本総務常任委員長 

 去る１２月８日の本会議において、本委員会に付託された陳情第５号「少人数学級の実

現を求める陳情書」について、同日、委員会を開催し、審査を行いましたので、議会会議

規則第９４条の規定に基づき、結果を報告いたします。 

 本陳情は、新型コロナウイルス感染症により緊急性が高まっていることも含め、もとも
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と学校は一人ひとりの子どもとじっくり向き合い、悩みに耳を傾け、個別の指導をするこ

とが大切であること、教育現場や教育団体からも、長年に亘り要望が挙げられていること、

地方団体の全国組織による緊急提言のほか、政府が定めた骨太の方針２０２０にも「少人

数によるきめ細かな指導体制の計画的整備の検討」が提起されていることなど、少人数学

級の実現は、教育関係者や国、地方公共団体の共通認識となっています。 

このため、衆参両院議長、内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣に対し、「安全・安

心で、ゆきとどいた教育実現につながる少人数学級を速やかに実現するため、必要な措置

を講ずること。」を求める意見書の提出を主旨とする本陳情については、全会一致で採択

すべきものと決定いたしましたので、ご報告いたします。 

○議   長 

報告が終わりました。 

これより、委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより討論を行います。 

討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、陳情第５号の件を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本件に対する委員長の報告は採択であります。 

本件は委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

     （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本件は、委員長報告のとおり採択することに決定いたしました。 

 

   ◎日程第４ 陳情第６号  

○議   長 

 日程第４ 陳情第６号コロナ禍による地域経済対策を求める意見書採択に関する陳情書

の件を議題といたします。 
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 委員会における審査が終了しておりますので、報告を求めます。 

経済常任委員会委員長、西田輝樹君。 

○西田経済常任委員長 

 １２月８日の本会議において、本委員会に付託されました陳情第６号「コロナ禍による

地域経済対策を求める意見書採択に関する陳情書」について、同日、委員会を開催し、審

査を行いましたので、大樹町議会会議規則第９４条の規定により、審査結果をご報告いた

します。 

 本陳情は、内閣総理大臣、財務大臣、農林水産大臣に対し、新型コロナウイルス感染症

への万全な対策を図るため、地方自治体への対策関連予算を十分に確保し、適宜対応を図

ること。農畜産物の需要を喚起する対策を強化し、今後もコロナ禍での影響試算と対策を

拡充することを求める意見書の提出を主旨とするものであります。 

新型コロナ感染症対策による経済活動の縮小や外食産業の低迷による影響で、米や牛

肉・乳製品、小麦、砂糖など農畜産物の需要が大幅に減少し、需要喚起と価格の回復対策

が急務であります。 

農業を基幹産業としている北海道にとっては深刻な問題となっており、今後も農畜産物

への影響が続くと、農業者の経営困窮や関連企業の縮小・倒産など、地域経済にも大きな

ダメージを与えることから、経済再興に向けた地域の取組への支援が必要であると判断し、

本陳情について、全会一致で採択すべきものと決しましたので、委員会報告といたします。 

○議   長 

報告が終わりました。 

これより、委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより討論を行います。 

討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、陳情第６号の件を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本件に対する委員長の報告は採択であります。 

本件は委員長の報告どおり決することにご異議ありませんか。 
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     （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本件は、委員長報告のとおり採択することに決定をいたしました。 

 

   ◎日程第５ 発委第６号  

○議   長 

 日程第５ 発委第６号少人数学級の実現を求める意見書についての件を議題といたしま

す。 

 お諮りします。 

 本意見書の趣旨は、先に採択と決定した陳情第５号の趣旨と同様でありますので、この

際、提案理由の説明、質疑、討論を省略し、直ちに採決を行いたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

     （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、ただいまの決定のとおり議事を進めます。 

 これより、発委第６号の件を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

     （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

 

   ◎日程第６ 発委第７号  

○議   長 

 日程第６ 発委第７号コロナ禍による地域経済対策を求める意見書についての件を議題

といたします。 

 お諮りします。 

 本意見書の趣旨は、先に採択と決定した陳情第６号の趣旨と同様でありますので、この

際、提案理由の説明、質疑、討論を省略し、直ちに採決を行いたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

     （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 
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 よって、ただいまの決定のとおり議事を進めます。 

 これより、発委第７号の件を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

     （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第７ 委員会の閉会中の継続調査について 

○議   長 

 日程第７ 委員会の閉会中の継続調査についての件を議題といたします。 

 会議規則第７４条の規定に基づき、各委員長からお手元に配付したとおり申し出があり

ました。 

 お諮りします。 

 各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定いたしま

した。 

 

   ◎閉会の宣告 

○議   長 

 以上をもって、今定例会に付託された事件は全て終了いたしました。 

これで、本日の会議を閉じます。 

 よって、令和２年第４回大樹町議会定例会を閉会いたします。 

 

閉会 午前１０時１７分 
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